















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　一






「それでは、ぜひご検けん討とうをお願いします！」

　二に十じゆう年ねん来らいのユーザー企業への挨あい拶さつとＰＲピーアールを終え、笑顔を貼はり付け頭を下げる。

「ああ、機会があればね」

　が、顔をあげた時に視界に入って来たのは、煩うるさそうにデスクの書類に目を落とし、俺の名刺をひらひらと振る中年男……ここの工場長だ。

　きっと俺が退室すると同時にあの名刺はゴミ箱行きだな。間違いない。

　この三年で何度か目にした光景だからね。分かります。

（しにてぇ……）

　思わずそんな言葉が漏もれそうになり、喉のどの奥に押し戻した。

　今の会社に転職して三年。

　まともに売ったのは既き設せつ加か工こう機きの改造案件が一件のみ。あとは消しよう耗もう品ひんばかり。

　これでも前の会社ではそこそこの売上を持ってたんだけどな。転職してからは焦りと失敗の悪循環で、売れないのが当たり前になってしまった。

　もちろん社内に居場所なんてない。課長からは叱しつ責せきされ、女性事務員たちからはゴミでも見るような目を向けられる。

　三十を越えて単身、独身、彼女なしなのは幸いかもしれない。自分の部屋に戻れば自分の世界に引きこもれるし。




（うわ、暑あつ……）

　冷房のきいた事務所の扉を開けると、むわっとした熱風が外から吹き込んできた。

　外に出ると同時に、真夏の刺すような日差しとアスファルトの照り返しがジリジリと全身を焼き始める。なにこれ。新手のダメージ型トラップかね。

　あっという間に汗だくになりながら、顧こ客きやくの敷しき地ちを後にした。




　五分ほど歩いてたっぷり消耗した頃、歩行者用信号のない交差点に差し掛かる。

　そこで目の前に鎮座している建造物を見て、心が折れそうになった。

「歩道橋かよ」

　うん。行きも渡った気がする。同じルートを通れば当然帰りもあるよね。せめて地下道にしてくれれば日差しから逃れられるのに。行政は分かってない。

　とはいえ、突っ立っていても消耗するだけなので、意を決して階段を上ることにする。

　ひーこら言いながらなんとか上り切り、フラフラと橋を渡る。

　そしていざ反対側の階段を降りようとした時に、それは起こった。

　スカッ

　右足が宙ちゆうを踏み抜く。

　暑さで朦もう朧ろうとしていたからだろうか。バランスを崩すと立て直す間もなく、次の瞬間には全身が階段に叩たたきつけられていた。

　ドタッ　ゴロゴロゴロゴロ

　頭部を何度も打ちつけられ、意識が急速に薄れてゆく。

　転げ落ち全身に痛みを感じながら、それを他ひ人と事ごとのように眺めている自分がいた。





　　　　◆






「っつ…………」

　どれだけ時間が経たったのか。

　意識が戻るにしたがって戻ってくる痛み。体のあちこちが痛い。階段の一番上から転げ落ちたから、当然と言えば当然だけど。

　しかし、何か様子がおかしい。

　地面に転がりアスファルトに頰ほおずりしているはずなのに、五感はなぜか自分がつっ立っていると訴うつたえていた。

　不思議な感覚に戸と惑まどいながら、恐る恐る目を開ける。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとした。

　夕暮れ迫る森の中。少しだけ開けた空き地のような場所に立っていた。

　見覚えのない風景。木々の間を吹き抜ける風。

　真夏の工業団地はどこに行ったんだろう。影も形もなくなっている。

　おまけに目の前には、こちらを睨にらみながら木の剣を突きつけてくる茶髪の少年。その後ろには、大切そうに何かを握りしめて座り込み、涙目でこちらを見ている薄いピンク髪の少女がいた。二人とも小学校四年生くらいだろうか。

「ボルマン、お前の負けだ。潔いさぎよくあきらめろ!!」

　少年が木ぼつ剣けんを向けたまま怒ど鳴なる。

　え、誰だって？

　他の誰かに言っているのか、と後ろを振り返ると、数歩離れたところに子供が二人地面に転がりながら呻うめいていた。

　だが木剣の少年剣士の相手は彼らではないらしい。まっすぐこちらを睨んでいる。

「え？　俺??」

　訳が分からず、自分を指差しながら尋たずねる。

　ふと違和感を覚えた。声がおかしい。甲かん高だかく、まるで変へん声せい期き前みたいな声。ひょっとしてこの辺りの空気はヘリウムでも含んでるんだろうか。

「何とぼけてるんだ。オレが勝ったら彼女のペンダントに手を出さないって約束だろ。それともまだやる気か!?」

　いや、知らんし。そう言い返そうとして、あることに気がついた。

　なんか尻しりが熱い。

　体をひねって自分の腰を見ると、尻から煙けむりが出ていた。

　そして、炎。

「ギャーっ!!」

　その場にひっくり返り、必死で地べたに腰を押しつける。

　ゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロ

　そのまま何度も転がり、なんとか火を消し止める。

「見たか、兄貴から教わった火か炎えん斬ざんだ！」

　少年が胸を張った。

　なんかよく分からないが、俺の尻が燃えたのはこのガキンチョの仕し業わざらしい。ライターか何かだろうか。洒落しやれにならんぞ。

　火遊び、ダメ、ぜったい！　ここは大人としてビシッと叱しかってやらねばなるまい。

「君なあ……」

　そう言いながら立ち上がり、木剣の少年に近づく。

　と、そこで先ほどから感じていたもう一つの違和感の正体に気がついた。

「……あれ？」

　少年と目線の高さが同じなのだ。

　慌てて自分の足を確認する。

「へっ?!」

　何ということでしょう。手足が短くなってました。まるで子供みたいに。

「噓うそっ!?　なんで！！！？？？」

　おまけに、このボンレスハムみたいな腕はなんなのか。でっぷりとつきだした腹はなんなのだろうか。

「これじゃあ子豚じゃないか！」

　驚き戸惑い、ふらふらとよろめいたその時、背後から両腕を誰かに摑つかまれた。

「坊ちゃん、ここは一いつ旦たん引こうぜ」

　首を巡らせると、先ほど地面に転がっていた二人の少年が、ガシ、と俺の腕を両側から摑んでいた。今の言葉は右のガタイのいい少年が発したらしい。

　次いで左の小こ柄がらな少年が、木剣坊やに向かって怒鳴る。

「おいお前！　次じ期き領りよう主しゆのボルマン様に楯たて突ついて、ただで済むと思うなよ！」

　おいおい。なんだそのやられ役の捨てゼリフみたいのは？

　……ん？

　ボルマン？

　やられ役の次期領主？

　なにか、頭の中の、記き憶おくの欠片かけらが、疼うずく。

　そのまま二人の少年は俺を担かついで退散しようとした。

「ちょ、ちょっと待っ……」

　慌あわてて声をあげる。

　だが俺の訴えは華麗に無視され、あっという間に連行されてしまった。




「坊ちゃん、ちょっと我が慢まんしててくれよ」

　放火魔ボーイから離れると、ゴツい方の少年はそう言って俺を肩に担ぎ直した。まるで米俵だ。ただ二人に悪意はなさそうなので、とりあえずされるがままになっておく。

　そうして担がれて運ばれている間、俺は自分の身に起こっていることについて考え始めていた。

　まず、自分は誰なのか。状況を鑑かんがみるに、そこから整理しなければならないだろう。

　さすが俺。冷静沈着。ヒャッフー。

　……ごめん。噓です。軽くパニクってます。

　さて。記憶の中の自分は、三十過ぎの売れない営業マン、川かわ流ながれ大だい介すけだ。子供の頃から高校、大学の思い出もあるし、抜けている部分もない。

　一方で、今の自分の体は「ボルマン」という名の肥満児になっている。らしい。

　この少年にまつわる記憶は、ない。……と思ったけど、しばらく思い出そうと四苦八苦していると、頭の奥からおぼろげに浮き上がってくるものがあった。

　ボルマン・エチゴール・ダルクバルト。十二歳。領主の一人息子。チビ、デブ、ブサイクの傲ごう慢まんな少年で、父親の威い光こうをかさにきて幼い頃からやりたい放題の小領主。

　うっすらとだが、幼児時代からの悪事の記憶も蘇よみがえってくる。

　…………え。こんなことやらかしたの？

　自分の中にある他人の記憶。その常識外れのヒドさに困こん惑わくする。

　こいつ最悪だわ。刺されて地獄に落ちるわ。そう確信するほどの悪あく辣らつぶりだった。

　ついでに、今自分を担いでいる二人についても何者なのか分かった。彼らは領主の従者の息子たちだ。要するにボルマンの子分、というか腰こし巾ぎん着ちやく。

　そこまで思い出して、一つの結論にたどり着く。

　いや、本当は最初から分かってたけど、認めたくなかったんだ。

「……異世界転生だ、これ」

　思わず呟つぶやく。

　そしてこの後の展開を、ボルマンの運命を、川流大介は知っている。

「しかも、あかん方の転や生つや」





　　　　二






　十年程前に発売されたコンシューマ用オフラインＲＰＧ「ユグトリア・ノーツ」。

　オープニングアニメーションと主題歌で有名な「ノーツ」シリーズの五作目で、シリーズ最高の売上となった名作だ。

　天てん変ぺん地ち異いが頻ひん発ぱつするようになった異世界ユグトリアで、主人公と仲間たちが冒険の末、世界と幼おさな馴な染じみの少女を救うまでの物語。

　発売されたのはちょうど自分が時間を持て余していた大学生の頃で、当時は「強いままリトライ」を含め三周はプレイした記憶がある。割と最近も久しぶりに引っ張り出してきて気晴らしに遊んでいたくらいだ。

　主人公が本格的に旅立つのは成人を間近に控えた十四歳の頃だが、物語自体は伏線の描写とチュートリアルを兼かね、十歳の少年時代から始まる。

　最初の小ボス戦は、幼馴染のペンダントを巻き上げようとする領主のバカ息子たちとの戦闘で、この戦闘中、主人公は火系の剣技のベースとなる「火炎斬」を習得する。

　つまるところ。

　木剣を構えていた少年は主人公。

　ペンダントを握りしめて座り込んでいた少女は幼馴染系ヒロイン。

　領主のバカ息子というのは、俺ことボルマンという訳だ。

「マジか…………」

　子分に担がれたまま頭を抱える。

　そういえばゲームの中でも、火炎斬でボルマンの尻に火がつき二人の子分とともに逃げ出す描写があった。まさか自分が追体験することになるとは思わなかったけど。

　階段から転げ落ちたことがきっかけで起こった異世界転生。転生した先は、自分がよく知るゲームの世界だった。

　ここまでならラノベなんかでもよくある話。

　だが、なぜ転生先がやられ役の屑くずキャラなのか。

　それもよりによって、父親の不正発覚で没ぼつ落らくした挙あげ句く、四年後に村ごと魔物に焼き払われる予定のボルマンなのか。

　そう。この世界がゲームと同じ道を辿たどるなら、数年後にはボルマンの父親は横おう領りようの罪で投とう獄ごくされ、我がダルクバルト領は二つに分割される。

　そして広くて栄えてる方は王国騎士団にいる主人公の兄が領主となり、狭くて過か疎そっている方を襲しゆう爵しやくしたボルマンが受け継ぐことになるのだ。

　さらには、主人公旅立ちのきっかけとなる魔物の襲しゆう撃げき事件。

　主人公たちの村はなんとか魔物を退けるのだが、ボルマンの領地の村は二つとも滅びてしまい、後は廃村としてマップに登場する。

　おい、ちょっと待て。

「なんか無理ゲーっぽくない？」

　子分に担いで運ばれながら、俺は人知れず途方にくれたのだった。




　森を抜けて主人公たちが住む村に戻る頃には、辺りは大分暗くなっていた。

　さすがに村に着く手前で下に降ろしてもらい、二人の子分たちと父親たちがいる村長の家に急ぐ。

　途中、何人か村人を見かけた。

　が、みんな俺たちの姿を見ると慌てて踵きびすを返し、家に駆け込んで扉を閉めてゆく。中には眉み間けんに皺しわを寄せてカーテンの隙すき間まから睨んでくる人までいた。

　どんだけ嫌われてんのよ、俺。

　……ああ。領主の息子であることをいいことに、小さい子殴ったり、女の子の服を剝はいだり、柵さくを壊したり、雑貨屋で売り物買い占めたりしたのか。もちろん無タ料ダで。

　村人を見かける度に、その人にまつわるひどい記憶が次々と蘇ってくる。

　最悪だ。いや、俺じゃないけど。やったのはボルマンだけど！

　領民に嫌われるどころか、本気で憎まれてるっぽい。どうするよ、これ？

「しにてぇ……」

　つい、いつもの口癖が出た。

「坊ちゃん、何か言いました？」

　小柄な方の子分が尋ねてくる。

「何も言ってないよ」

　弱気なところを見せる訳にもいかないので、すっとぼけておいた。

　そんなことをやってる間に、村長の家にたどり着く。ボルマンと父親たち一行は、数日前からこの家に滞在していた。

　村長の家は、屋敷とまでは言えないものの、来客用に大きめの食堂と多めの客室を備えた邸宅だった。

　本来、領主の館やかたがあるのは、今いる村から西に半日歩いたところにあるペントの街だ。ここの倍ほどの規模の街で、少ないながらもいくつかの商店や飲食店、宿屋が軒のきを連ねている。

　ではなぜ今回、父親がこの村に出向いているのかというと、今季の徴ちよう税ぜいのためだ。用心棒と会計役として二人の子分の父親たちを同行していた。

　前者は不正で追放された元王国騎士、後者は没落商人。二人とも路頭に迷いかけていたところをボルマンの父親に拾われたらしい。もちろん悪い意味で破格の俸ほう給きゆうで。

　子供たちは実務の「勉強」という名目で、父親たちにくっついて来ていた。




「おお、ボルマン。遅かったじゃないか。先に食べていたぞ」

　子分たちと別れ、村長宅の食堂に入ると、既に父親は夕食に手をつけていた。

　ゴウツーク・エチゴール・ダルクバルト。チビ、デブ、ハゲと三拍子そろったボルマンの父親だ。

　丸々としたおっさんが食べ物にがっついている姿は、豚がエサを食い散らかしているようにしか見えない。

「父上、遅くなりました」

　そう言って一礼すると、父親の左斜め前に座る。

「ボルマン、今年は豊作だぞ。税収もがっぽりだ！　わはははははは!!」

　口に物を詰め込んだまま大笑いする父親。唾つばと食べ物の残ざん骸がいが辺りに飛び散る。これで貴族というのだから、この国の爵しやく位いも安いものだ。

「さすがは父上ですね。領地経営もお見事です」

　試しに見え透いたお世辞を言ってみたら、ますます上機嫌になった。

「そうかそうか。やっぱりお前もそう思うか！」

　再び食べ物の破片が飛散する。

「はい。私も父上のように優れた領主になりたいものです」

「それはいい心がけだ。儂わしを手本にしてよく学ぶのだぞ」

　そう言って上機嫌でワインを呷あおる父。

　空いたグラスに、傍かたわらに立つ三十くらいの給仕の女性が楚そ々そと酒を注ついだ。前まえ屈かがみになる女性の胸元を、豚父は鼻の下を伸ばして無ぶ遠えん慮りよに覗のぞき込む。

　どうやら今夜のお相手は彼女らしい。一体どこを手本に何を学べというのだろうか。

　さほど待たずして自分の前にも料理が運ばれて来た。

　が、その頃には父親は食欲から性欲に充じゆう足そく対象を変更してしまったため、ひとりポツンと食事をすることになる。いればいたで不快なのでちょうど良かったんだけど。

　ところがこの迷惑父は、件くだんの女性を連れ部屋から出て行く時に、とんでもない爆弾を落としていきやがりました。

「ああ、そうそう。お前の婚約が決まったぞ。

相手はミエハル子し爵しやくのお嬢さんだ」

「は?!」

　ちょっと待て。ボルマンに婚約者がいたなんて話、聞いたことないぞ。

　思わず聞き返した俺に、我が父豚殿は上機嫌で続ける。

「どうだ、驚いたか。いやぁ、婚約の話をとりつけるのには苦労したぞ。ミエハル子爵家は王国東部で急速に力をつけつつある家だからな。これで我が家も安あん泰たいだ！　わははははははは!!」

　いやいやいや。俺の意思はどうなるのか。まぁどうせ尊重なんてしてくれないんだろうけど。前世では結婚はおろか女友達すらいなかった俺がいきなり婚約ときたもんだ。

　一体どんな子なんだろ。

「来月、先方に挨拶に行くことになってるから、準備しておくようにな」

　父親は言いたいことだけ言うと、足取りも軽く部屋を出て行く。

　残された俺は、突然告げられた自分の婚約のことにしばし呆然とした後、とりあえず目の前の食事を片付けることにしたのだった。




　夕食を終えて自室に戻ると、やっと落ち着いて今の状況を整理できる時間ができた。

　机の上にメモ用の紙と羽根ペンとインクが置かれていたので、それらも使いながら頭の中を整理することにする。

　まず現在置かれた状況を考える。

　俺こと川流大介は、ゲーム内、またはゲームに酷こく似じした異世界に転生し、領主の息子ボルマンの体に精神が憑ひよう依いした状態らしい。

　今までのところ、ボルマンの記憶は断片的に辿れるものの、彼の精神ははっきりとした形では感じられなかった。

　次にゲームとの共通項について考えてみる。

　少なくともゲームに出てきたキャラクター、設定、イベントは今までのところ全く同じだった。

　俺が知る人物、すなわち主人公、ヒロイン、ボルマン、子分１、子分２といった連中が登場してるし、彼らに関かかわる戦闘イベントも発生している。

　ボルマンの知識と照らし合わせると、アップルキャンディなどの回復アイテム、モンスター、村の位置や名前も一致しているので、百パーセントとは言えないが、ゲーム内知識はそこそこ有効とみて良さそうだ。

　そして、もう一つ。忘れちゃいけないものがあった。

　意識を集中し、右手の人差し指と中指を揃そろえて空中を払うように動かすと、淡く白く光る文字列が空中に現れた。




　名前：ボルマン・エチゴール・ダルクバルト

　称号：領主のドラ息子　Ｌｖ：３　ＨＰ：３２０　ＭＰ：４

　ＳＰ：15

　特技：剣Ｌｖ１（剣の攻撃力＋５％）・脅しＬｖ２（消費ＳＰ５・敵ＳＰ６％減少）

　・交渉Ｌｖ１（交渉成功率＋５％）

　魔法・術：──




　以上。ステータスでした。

「弱っ!!」

　思わずイスに座りながら仰のけ反ぞった。

　確かにやられキャラならこんなもんだろうけど……あまりにも酷ひどすぎる。チートがないどころの話じゃなかった。

　覚えている限り、現時点の主人公（十歳・初期ステータス）でも、レベル５はあったはずだ。ヒロインにすら余裕で負けている。年下にこれだけ劣るなんて、ボルマンはどれだけ人生舐なめて生きてきたのか。

　ＭＰも低いから、魔法的なものにも期待できないし。

　……頭が痛くなってきた。

　ステータスを確認し、とりあえず自分にチートらしきものがないことは分かった。

　能力的なチートがない以上、この世界に対して優位に使えるのは頭の中、つまり知識と発想だけということになる。

　使えそうな知識はざっと次の三つ。


　・前世の一般的な知識

　・ゲーム「ユグトリア・ノーツ」の知識

　・この世界についてのボルマンの知識



　この三つを組み合わせ、目標達成を目指す。

　もちろん最優先は「生き延びること」。

　今のままじゃ、魔物の餌え食じきになる未来がほぼ確定している。せっかく転生したのに、化け物に喰くわれて死ぬとか勘弁願いたい。

　ゲーム内のボルマンと違った道を歩むことで、魔物の襲撃を回避、または撃げき退たいすることを目指す。

　どちらを目指すかと言えば回避、と言いたいところだけど、ことはそう簡単じゃない。

　魔物の襲撃は、主人公旅立ちのきっかけとなっているからだ。

　襲撃は回避したけど、主人公が旅立たなかったせいで数年後に世界滅亡なんてことになったら、マジ笑えない。

「となると、自力で領地を守るしか……」

　領兵戦力の強化。集落の要よう塞さい化。武器と防具の開発と調達。傭よう兵へいや冒険者の雇用。

　いずれも相当な金がかかる。

「そんな金どこにあるんだよ。無理ゲー過ぎだろ」

　魔力灯の薄暗い光がゆらめく中、頭を抱える。

　その夜、遅くまであれこれ考えて、優先して取り組むべき事柄についていくつかの指針を立てたのだった。
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　翌日、朝食を食べ終えた俺は、すぐに裏庭に向かった。

　思った通り、立ち話しながら俺を待っている子分１、２。デカい方がジャイルズ、小柄な方がスタニエフという。この凸凹コンビには、朝食後ここで待っているように伝えてあった。

「よお」

　背後から突然声をかけられた二人は、びくっとしてこちらを振り返った。

「ぼ、坊ちゃん！　おはようございます!!」

　小柄なスタニエフが慌てて畏かしこまる。

「おう。今日もいい天気だな」

　ゴツいジャイルズもよく分からない挨拶を返してきた。

「ああ。二人とも元気そうで何よりだな。昨日の醜しゆう態たいが噓のようじゃないか」

　にや、と笑いかけると、二人は気まずそうに目をそらした。

　うん。俺、ヤな奴。まあこの後の話を通しやすくするための演技だけど。

「さて、今日の予定だが…………」

　一歩、二歩と二人を通り越し、ちょっと勿もつ体たいぶった後、くるっと振り返った。

「魔物の討とう伐ばつに行くぞ!!」

　どーん、という感じで宣言する。

「お、おお！　…………って、なんでまたいきなり魔物討伐なんだ？」

　首を傾かしげるジャイルズに、びしっと指を突きつける。

「昨日、年下にぼろ負けしただろ。レベルを上げないと舐められっぱなしだ。お前はそれでいいのか？」

「っ！　いいわけねーよ。舐められんのは許せねー!!」

　鼻息を荒くするジャイルズ。

「じゃあ、強くなって見返してやらないとなっ!!」

「おうっ!!」

　扇せん動どう成功。ちなみにリベンジするなんて言ってないからな、俺。

　昨晩、資金調達の方法について頭を抱えた俺は、まず自領の経済状態の把は握あくと、領内の探たん索さくに取り組むことにした。

　街や村の外には低レベルながら魔物が出没する。昨日のあの有様では話にならない。探索のためにも自分と子分たちのレベル上げが必要という結論に達したのだ。

「けど、討伐っつってもどこに行くんだ？」

「昨日行った、狭はざ間まの森だよ」

　狭間の森は村の東に広がる森だ。ユグトリア・ノーツでは序盤のレベル上げマップになっている。

「だけど坊ちゃん、昨日は魔物なんて出ませんでしたよね？」

　スタニエフが首を傾げる。

「それは森の入口だったからさ。もう少し奥に行けば、ファットラットや、大コウモリなんかがいるぞ」

「そうなのか？」

「そうなんだ」

　自信ありげに頷うなずく俺。ゲーム知識だけどね。

「よし。そうと決まれば出発だ。行くぞ」

「「おう!!」」

　俺たちは、狭間の森に向かうことにした。




　狭間の森は、村から東に十分ほど歩いたところにあった。

　森までは採取や狩猟のために粗そ末まつな道が通っていて、道の周囲には農地と草原が広がっている。

　それは村の門を出て間もなくの出来事だった。

「あ、あれ!!」

　最初に異変に気付いたのはスタニエフだ。

　彼が指差す方向を見た俺とジャイルズは、すぐに言わんとすることを理解する。

　五十メートルほど先の道端に、緑色の何かがうずくまっているのが見えた。中型犬くらいの大きさだろうか。微び動どうだにすることなく転がっている。

「なんだあれ？」

　俺の呟きに、ジャイルズが応こたえる。

「ありゃあ、ジャイアントホッパーだな」

　その名前を聞いて、すぐに思い出す。

　ユグトリア・ノーツで序じよ盤ばんに遭そう遇ぐうする、最弱クラスのザコ敵。レベルは２～３くらいで一対一ならボルマンでもなんとか倒せるくらいの魔物。

　まあ一言で言うと、でかいトノサマバッタだ。

「なんてこたあねえ。潰つぶして行こうぜ、坊ちゃん」

「ジャイアントホッパーなら、僕でも倒せますよ」

　子分たちの言葉に、一瞬だけ逡しゆん巡じゆんする。

　ボルマンの記憶では、これまでに一度、村に迷い込んだ小型のジャイアントホッパーを三人で囲んでタコ殴りにしたことがあった。目の前のバッタの半分くらいの大きさのヤツだ。多分、幼体だったのだろう。

　今回の敵は成体っぽいがいけるだろうか？

「……そうだな。一匹ならいけるか」

　どのみち魔物と戦うために村の外に出たのだ。回復アイテムは十分持っている。三人で掛かればそこまで苦戦することはないだろう。

「それじゃあ、ジャイルズを先頭にして近づいて、囲ってボコる作戦でいこう」

　果たしてそれが作戦と言えるのか。我ながら安直なことを口にしたが、子分たちはノリノリで乗ってきた。

「よっしゃ、腕がなるぜ!!」

「魔物と戦うのは、久しぶりですね」

　いや、久しぶりどころか二回目じゃないかな？　スタニエフ君や。

　俺たちは木剣を抜き、ゆっくりジャイアントホッパーに近づく。

　バッタは、二十メートルくらいまで近づいても微動だにしない。一瞬死んでるのかとも思ったが、間もなくそれは間違いだと分かる。あと十メートルというところまで来た時に、僅わずかに脚を動かし頭をこちらに向けたのだ。

　ジャイアントホッパーの武器は、その跳ちよう躍やく力りよくを利用した頭突きである。元がバッタなので爪つめや牙きばを気にしなくていいのは有難いのだが、この頭突きが半はん端ぱなく痛い。

　以前戦った幼体ですら、その頭突きをモロに腹にくらったボルマンは、ゲロを吐はいてしばらく立ち上がれなかったほどだ。結果的に主人を囮おとりにする形でバッタをボコれた子分たちは、気楽なもんだったろうが。

「…………」

　なんかイラっときたので、目の前の敵にあらためて意識を集中する。

　敵がゲームと同じ動きをするならば、おそらく初手は向こうの頭突きから始まる。

　それを受けるのはジャイルズで、ガードに成功すれば反撃のチャンスが生まれるが、失敗すると吹き飛ばされ、ダメージを受ける。

　もしジャイルズがガードに失敗しても、敵も一瞬だけ動きを止めるはずなのでそこを俺とスタニエフで殴る。そういう作戦を立てた。

　あとは、どのタイミングで敵が動くかだ。




　距離が五メートルを切った時だった。

　ジャイルズが枯かれ葉はを踏み、カサ、と音を立てた瞬間、それは起こった。

　ビョンと、緑の塊が目にも留まらぬ速さでジャイルズに突っ込んで来る。

「ふんっ!!」

　かざした木剣に力を入れるジャイルズ。

　直後、ドンと音を立ててデカい体たい軀くが吹っ飛んだ。崩れ落ちるジャイルズ。

「くそ、ガード失敗だ！」

　俺とスタニエフは慌てて左右から回り込む。

　うずくまるジャイルズとバッタ。俺はすぐに木剣を振りかざした。だが……。

「ぐはっ！！？？」

　刹せつ那な、左脇腹に強烈な衝撃を受けて俺は吹き飛ばされた。そしてそのまま地面に叩きつけられる。

　やられた脇腹が、地面に衝突した右肩が、ズキズキと痛む。激痛で息ができない。

　俺は霞かすむ目で、先ほどまで自分が立っていたあたりを見た。

　緑色の物体、バッタだ。

　ジャイルズの足元には……まださっきのがいる。

　こいつは別の個体だ。くそ、草むらにもう一匹隠れてやがった。

「す、スタニエフ……」

　突然吹き飛ばされた俺と、新たに出現した敵の間に視線を彷徨さまよわせて呆然としている、無傷の子分の名を呼ぶ。

「は、はひっ?!」

「攻撃を……」

　言いかけた瞬間、ドン、という音とともにスタニエフの体が宙を舞った。

　最初の個体が再び頭突きをかましたのだ。

「こんにゃろっ！」

　ジャイルズが立ち上がり、スタニエフを攻撃して無防備なバッタに斬きりかかる。

　が……。

「ごふっっ!!」

　今度はジャイルズが吹き飛ばされた。今のは二匹目の仕業だ。

　やばい、やばい、やばい……。焦りが脳内を駆け巡る。タイミングが悪い。全すべてが裏目に出ている。

　落ち着け、俺。そうだ、回復アイテムを……。

　地面に転がったまま、腰のベルトに引っかけたアイテム袋を弄いじると、指が少しだけ弾力のある何かに触れた。それを取り出し、目の前に持ってきて確認する。

[image: ]

　赤色のキャンディ。ＨＰを回復する魔法アイテム、アップルキャンディだ。

　口に入れてクチャクチャ嚙かむと、ひと嚙みごとに、すうと痛みがひいていく。

　すげえ！　魔法のアイテムすげえ!!

「よし！　これでなんとか……」

　子分たちに使うため、袋からもう二個赤いキャンディを取り出す。

　膝ひざをつき半立ちになると、そのキャンディを子分たちに向かって一個ずつ投げつけた。

　パシュッ　　パシュッ

　飛んでいった一口大のキャンディは、子分たちに当たると小さく弾はじけ飛び、キラキラと光る粒りゆう子しになって二人の全身を包む。

　直接口に入れるのに比べると効果は少し落ちるらしいが、それでも俺たちくらいのＨＰだとフル回復してくれる。

「よしっ!!」

　効果を確認して立ち上がり、ジャイルズを襲った敵に向かって走り寄ろうとする。

　だが……ドン、と右胸に強烈な一撃が走り、今度は後ろに吹き飛ばされた。

　背中から叩きつけられ、その勢いで強したたかに後頭部を打ちつける。

「っ!?」

　もう一度回復を！

　瞬間的に、立ち上がろうと身を起こす。が、足の力が抜け、なぜか踏ん張れない。

「……へ？」

　中腰の状態から、ドサッと後ろに倒れた。

　空が青い。世界がまわる。意識が遠のく。

　ああ、二匹の雑魚バツタ相手に全滅か。これ、なんて無理ゲー？

　何かが腹の上に乗った。

　薄れゆく意識の中、最後に見たのは、化け物バッタの黒く大きな目が、無感情に俺を見下ろしている光景だった。
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「…………ここは？」

　意識が戻ったのは、村長宅のベッドの上だった。

　暗い中、魔力灯の淡い光がゆらゆらと部屋を照らしている。

「お目覚めになりましたか」

　傍らの台に、畳んだ俺の服を置こうとしていた老メイドが、こちらを一いち瞥べつする。

「俺は、どうしてここにいるのかな？」

「領兵隊長様が、村の外で倒れていたボルマン様とお二人を、ここまで運んで来られたのです」

　老メイドは表情を変えずに答えた。

「ジャイルズとスタニエフは?!　子分たちは無事なのか!?」

　思わず半身を起こす。

　老メイドは静かに頷き、俺の両肩に手をあて、ベッドに横たえた。

「それぞれのお部屋で休んでおられます。大きな怪け我がもなく、ご無事ですよ」

　その言葉に、思わず大きく息を吐く。

「そうか、よかった…………」

　思わず涙が出た。

　よかった。二人とも無事で、本当によかった…………。

　自分の甘い見通しが、二人の命を危険に晒さらしてしまった。主人失格だ。

「ボルマン様？」

　老メイドが、訝いぶかしげな視線を投げかけてくる。

「ああ、いや、なんでもない」

　慌てて布団で涙を拭ぬぐう。

「それで、二人は起きてるのかな？」

　起きてるなら、顔を出しておきたい。そう思ったのだが……。

「お二人とも、まだ寝てらっしゃるはずですが」

　思おも惑わくはあっという間に崩れ去った。

「ボルマン様も、今はお休み下さい。怪我や体力はアイテムで回復しているかもしれませんが、心の方はすぐに癒いえる訳ではありませんから」

　老メイドは水差しからコップに水を注ぎ、それを差し出しながら、なぜか反論できない妙な迫力でそんなことを言った。

「……わかったよ。二人が無事なら、それでいい」

　渡された水を飲みコップをメイドに渡すと、本当に精神が疲労しているのか、すぐに眠気がやってきた。

「明日は、ちゃんと二人と話さないとな……」

　そう呟きながら、眠気に抗うことができず俺はあっさり意識を手放した。




　翌日、無事に子分たちと再会することができた。

　二人とも少しショックを受けていたが、身体的には全く問題ないようだった。

　後から聞いた話では、俺たちの戦いをたまたま見かけた村人がいて、すぐに親父おやじの護ご衛えいの領兵隊長……ジャイルズの父親を呼んでくれたらしい。

　彼は息子たち三人が二匹のバッタにのされているところを発見。即座にバッタを斬り伏せ、気絶した三人を抱えて村長の家まで運んでくれた、ということだった。

　この事件をきっかけに、陰で村人からアレなあだ名で呼ばれていた俺たちは、更にロクでもない名を頂ちよう戴だいすることになった。

　曰いわく、「バッタの座布団」。よく言ったものだ。実際、踏まれてたしね。

　あだ名のことを聞いたジャイルズがブチ切れかけたが、実力が伴ともなわない人間が何を言っても負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえないぞ、とたしなめておいた。

　まぁ、今までのボルマンたちの所しよ業ぎようを考えれば、しばらくこうした扱いが続くことは仕方ない。

　それより、三人もいて最弱ランクの魔物二匹にやられたことの方が問題だ。

　これじゃあ領内の探索も、他領への旅もできない。早急に手を打たないと。

　俺は資金調達の前に、自分たちのレベル上げについて頭を悩ませることになったのだった。
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　一週間後の早朝。

　領主の館があるペントの街。

　その郊外にある領兵の練兵場は、ブートキャンプと化していた。

「ほらほら、まだ始めたばかりですぞ!!」

　ジャイルズの父親の野太い声が飛んでくる。

「くそ、あの筋肉ダルマ、なんで鎧よろい着たまま、あんなに、走れるんだ?!」

　前を走るジャイルズが息を切らしながら毒づく。

「っ、確かにっ、な！」

　ゼイゼイしながら相あい槌づちを打つ。

　長身の体に筋肉の分厚い鎧を纏まとった我らが領兵隊長は、さらにその上から金属鎧を着込み、腰からぶら下げた模も擬ぎ刀とうをガチャガチャ鳴らしながらなかなかのハイペースで走っている。

　白に近い銀髪を短く刈り込み走るその姿は、さながら何な故ぜかコスプレにハマってしまった外国の特殊部隊隊長のようだった。

「ふぅ、ふぅ、ふぅ……」

　しかし、キツい。

　今まで運動らしい運動をしてこなかったボルマンの体には、ただのランニングさえこたえる。まぁ、転生前も運動系の部活なんぞとは縁がなかったけどね。

　ペースは遅いながら、走り始めてもう二十分。スタニエフなど遙はるか前に膝をついてしまっていた。




　ペントの街の領主館に戻って三日目のこと。

　豚父への陳ちん情じようが功こうを奏そうし、現ダルクバルト領兵隊長で元王国騎士であるジャイルズの父親が剣を教えてくれることになった。

　彼の朝練に参加する形で。

「さあ、次は素振りです！　またバッタに負けたくなければ、頑張ることですな!!　はははははははは！！！」

　黙れマッチョ。

　頼られたのが嬉うれしいのか、やたらと張り切る剣の師匠。

　やばい。これじゃあ子分どころか自分が脱落しそうだ。

　地面に両手両膝をつき、ダラダラ汗を滴らせながら「頼む相手を間違ったかな」と先に立たない後悔をするのだった。




　師匠によるブートキャンプの成果は、何日も経たないうちに出てきた。

　しかも分かりやすい形で。

「あらあ。ボルマン、もう食べないの？」

　朝の食堂。

　父豚も母豚も目の前の皿を空にする中、一人朝食を前に白目を剝むく子豚がいた。

　俺である。

「……うぷ」

　正面に座る肥え太った母親の問いに、口を押さえ、こみ上げるものを抑おさえる。

　ここ数日、朝練によってヘトヘトになった体は固形物を受け付けず、辛うじてスープが飲めるかどうかという有様だった。

　昼頃には多少マシなものを口に入れられるようになるものの、一日を通してみれば明らかに摂取カロリーが足りず、目に見えて顎あごや腹の肉が落ちてきていた。

　ダイエット成功である。やったね!!

　……うん。事実の歪わい曲きよくはよくないな。言い方を変えよう。つまり、やつれたのだ。

「仕方ないわね。私が食べてあげるわ！」

　そう言って、嬉き々きとして俺の皿に手を伸ばす母豚。

「狡ずるいぞタカリナ！　どれ、儂も協力してやろう」

　母豚と競うように手を伸ばす父豚。

　あまりの両親の手の早さに、スープ皿を守ることで精一杯の哀あわれな子豚は、すり減った精神力をさらに削られたのだった。




　ブートキャンプの成果はダイエットに止とどまらなかった。

　なんと一週間でレベルが上がったのだ。しかも二つも。これでゲーム主人公の初期レベルと同じになった。

　ちなみにジャイルズとスタニエフも一つずつレベルが上がっている。ジャイルズは元々レベルが一つ上だったし、スタニエフは真っ先にギブアップすることが多かったので、まあ妥当な結果と言えるだろう。




　朝練でゲロを吐き、午前中は死んだように自室のベッドに転がる。

　昼頃から起き出して、街に出て領民に怯おびえられながら情報収集したり、自主練したり。

　そうして転生後の日々を過ごしていると、あっという間にその日が間近にやって来た。

　婚約者とその親への、挨拶の日だ。





　　　　五






　予備知識が全くないまま婚約の挨拶というのもさすがに不安なので、ある日の午後、俺は珍しく屋敷の事務室を訪れていた。

　我が領の金庫番であり、元商人であるスタニエフの父親に、婚約者について尋ねようと思ったのだ。

「どうしました？　坊ちゃん」

　元商人は、丸みを帯びた顔に愛想の良い笑みを浮かべ、問うてきた。

「婚約者のことなんだけど」

「ああ、ミエハル子爵のご令れい嬢じよう、エステル様ですか」

「そう、そのエステル嬢。近く挨拶に行くことになってるんだけど、生あい憎にくと面めん識しきはおろか噂うわさすら聞いたことがないんだ。彼女と、彼女の父親の人となりについて、何か知らない？」

「ふむ、人となりですか。お会いしたことがないので本当に噂程度になりますが……」

「いいよ。間違っていても責めないから、教えてくれ」

　その言葉に安心したのか、元商人はほっとした表情になると、やがて口を開いた。

「風ふう聞ぶんに聞くワルスール・クルシタ・ミエハル子爵を一言で言うと『権力欲溢あふれるやり手領主』でしょうか」

　いきなり不穏な言葉をぶちかましてくる。

「なんか、あまり穏当とは言えない評価だね。評判悪いの？」

　自分の評判を棚に上げ、直球で尋ねる。

「いえ。領主としての子爵は、非常に優秀と言えるでしょう。中央への伝つ手てを駆使して自領の交易を拡大。農業では早くから白パンの原料ギフタル小麦の栽培に取り組んで、今や王都における同小麦の七割が子爵領産とか。領民からの評判も決して悪くないようですね」

「へえ、かなりのやり手なんだね。それで、なんで『権力欲溢れる』なんて但ただし書きがつくのさ」

「やり方が露骨らしいですよ。次男以下の息子たちを王国騎士団や宮廷魔術団に放ほうり込んで各方面にコネを作らせ、娘たちを有力貴族に嫁がせる。まあ貴族としては正しいんでしょうが、政略結婚の駒こまを増やすために六人も夫人を抱えて十四人も子供を作るのは、さすがにやり過ぎなんじゃないでしょうかね」

「うわあ……」

　思わず顔をしかめる。後こう宮きゆうかよ。

「ただ、そこまでやるだけあって、今や子爵の影響力は王国東部では相当なものとか。貴族だけじゃなく、商人にも顔がきくらしいですよ」

　我が親父殿は、どんだけリスキーな橋を渡って縁えん談だんの話を取り付けたんだろうか。

「それで、その権力欲溢れるミエハル子爵は、なんでうちなんかと誼よしみを結ぶことを選んだのかね。エステル嬢も大事な『駒』なんだろうに」

　疑問を口にした途端、元商人はスッと目を逸そらした。

「……おい。目を逸らすな、目を。つまり何か理由があるんだな？」

「っ……さすが坊ちゃん」

　いや、あんだけ露骨に目を逸らされたら、どんな鈍感でも気づくわ。

「ひょっとして、エステル嬢に何か問題があるのか？」

　詰きつ問もん口調で睨むような視線を送ると、相手の目が泳いだ。

「いえ、あの、問題がある訳じゃあないと思うんですが……」

　歯切れの悪い回答。

「怒らないから、言ってみて？」

　先を促すと、なにやら言いづらそうに話し始める。

「ええと……。そのですね。子爵の八女で坊ちゃんと同い年のエステル嬢なんですが、以前こんなあだ名を聞いたことがありまして……」

　そこで彼はコホン、と咳せき払ばらいをした。

「『ミエハル子爵領の子ブタ姫』と」

　何だそのあだ名は。

「…………つまり、ふくよかなのか？」

「お会いしたことがないので分かりませんが、恐らくは……」

　ああ、なるほど。なんとなく事情が分かった。

　うちは辺境の豪族あがりの田舎領主なので、いわゆる社交界というものとは殆ほとんど縁がない。

　だから家族が皆、肥満体型でも健康と食費以外のデメリットはないのだけど、これが中央と繋つながりの深い子爵以上の家となると話が違ってくる。

　社交界に出入りし、上流貴族たちと付き合っていくには、それに相応ふさわしい身なりや振る舞いが求められる。もちろん体型も。

　つまり「肥満」は論外。それだけで自己管理に問題がある人間、ひいては家と見なされる。

　上流貴族の妻ともなれば、夫とともに社交の場に出る機会も多い訳で、そんな中、わざわざ太った女性を妻にしようとする貴族がいるだろうか。

　恐らくエステル嬢は、体型のせいで「駒」として使えないんだろう。

　かと言って、ずっと嫁がせずにいても家の悪評になってしまう。

　だから格下でも貰もらい手があれば押し付けてしまおうと考えたんじゃなかろうか。

　そこにノコノコと現れたのが、俺という訳だ。

　いや、実際に動いたのは豚父だけど。

「そうか。ふくよかなのか……」

　婚約者フイアンセと聞いて舞い上がっていた気持ちがちょっと萎なえる。

　デブ好きの嗜し好こうはないので、正直ちょっとショックだ。

「まあ俺自身、他人のこと言えないしなぁ……」

　一部やつれたとはいえ、あちこち肉が垂れてることには変わりがない。

「よし。まずは人となりを見極めよう。どういう関係を築くかは、会ってからだ」

　……と、自分に言い聞かせ、とりあえず考えるのを先送りにしたのだった。





　　　　◆






　数日後、俺と父親は馬車に乗り、ミエハル子爵領の領都、クルスに向けて出発した。

　馬車二台に、お供は御ぎよ者しや二人と護衛の師匠、領兵三人、さらにジャイルズとスタニエフという顔ぶれである。

　なぜ関係のない子分たちが同行しているのか。

　理由は実に簡単だ。俺が父親を説得してメンバーにねじ込んだから。

　てへっ☆

　当初、彼らは同行しないはずだった。が、俺が父親に訴えたのだ。旅費は俺が工面するから同行させてくれ、と。

　するとなんと、あっさりＯＫが出ました。

　父親は自分の利害が絡まないのであれば、基本的に放任主義（どうでもいい）のようで、拍子抜けするほどあっさり許可してくれた。

　旅費は、これまでボルマンが領民から徴ちよう発はつしてきた色んなものを売り、さらに子分たちからも出せるだけ出させてなんとかした。

　正直、領民から奪ったものに手をつけるのはかなり気が引けるのだけど、手段を選んでいる余裕はない。そのうち借りた人たちにはちゃんと利子をつけて返すとして、今回は使わせてもらうことにする。

　ここまでして子分たちを連れて行くのには、実はちゃんと理由がある。

　旅行中、彼らにはきりきり働いてもらうつもりだ。それが彼らにとっても、我が領の将来にも、大事な一手になると信じてる。




　ミエハル子爵領までは、馬車で五日ほどの道のりだった。

　ダルクバルト領を出て北上し、二泊。

　そこから東部街道を西進し、更に二泊。

　子爵領に入り、領都クルスに到着したのは、出発から五日目の昼前のことだった。


















　　　　一






「なるほど。噂うわさどおり、というかこれは想像以上だなあ」

　ミエハル子し爵しやく領りよう領都、クルスの市門を抜け、馬車で目抜き通りを進む。

　両脇には様々な商店が建ち並び、活かつ気きあるやりとりが飛び交っていた。

「この街もずいぶん賑にぎやかになったものだ。儂わしが初めて王都に行くのに立ち寄った時には、せいぜい宿しゆく場ば町まち程度のものだったが」

　正面に座る父親が、珍しく感かん慨がい深ぶかげに外の賑わいを眺めながらそう言った。

「全すべて、現ミエハル卿きようの功こう績せき、ということですか」

　息子の言葉に、父親は深く頷うなずいた。

「ああ。そうだな。街の女どもも、昔は精せい々ぜい『村娘』に毛が生えたような女ばかりだったが、今は気位の高い『ご婦人』がよりどりみどりだ。実に素晴らしい」

　……父上。色々台無しです。

　俺は笑顔のまま、心の中で涙を流した。




　街の北側にあるミエハル子爵の屋敷は、我が家とは比較にならないほどの規模の宮きゆう殿でんだった。

　屋敷の車寄せで馬車を降りると、メイドに案内され、様々な調ちよう度ど品ひんの並ぶ客間に通される。

　ソファに腰掛けそれらの品々を見ながら待っていると、しばらくして奥の扉が開き、ダークグレイの髪に口くち髭ひげを蓄たくわえた細身の紳士が現れた。

「遠えん路ろ、よくお越しになった」

　この屋敷の主人ミエハル卿は、立ち上がった父親と俺に愛想笑いも浮かべず、そう声をかけてきた。

「おおミエハル卿、ふた月ぶりですが、ご壮そう健けんそうで何よりですな!!」

　わははは！　と空気の読めない挨あい拶さつをするゴウツーク。

「ダルクバルト卿もお元気そうですな」

　にこりともせず、挨拶を返すミエハル子爵。そのままこちらを流し見る。

「こちらが、ご子息ですかな？」

　値踏みするような目つき。

「ゴウツーク・エチゴール・ダルクバルトが長男、ボルマンと申します」

　家で執しつ事じのクロウニーから教わった、必殺の立りつ礼れいで挨拶する。

「ほう……」

　子爵は一瞬目を細め……そして、すぐに関心をなくしたように目を逸そらした。

　うわ、こいつムカつくわ。

「エステルをここへ」

　子爵が部屋の入口に控えていたメイドに声をかけると、メイドが一礼して出て行く。

「どうぞお座り下さい」

　子爵の勧めで再びソファに腰掛けると、早速、父親の売り込みが始まった。

「こいつは未熟者ですが……」

「我が領では……」

「儂の館やかたに……」

　次々と披露される売り込みの皮を着た自慢話に、全く関心なさそうな相あい槌づちを打つ子爵。

　そんな苦痛な時間は、扉がノックされたことにより、ようやく終わりを告げた。

「入れ」

　子爵が短く命じると、扉の向こうから「失礼します」という鈴の音のような声が聞こえ、ゆっくりと扉が開かれた。

　少しだけ高めの儚はかなげなその声に、期待するなという方が無理だろう。

　事前に彼女の噂を、あだ名を聞いていたにも拘かかわらず、思わずその容姿を期待してしまう。それだけ綺き麗れいな、透き通った声だった。

　メイドの手で、扉が開かれる。

　光の当たり方によって銀色にも金色にも見える、亜あ麻ま色いろの長い髪。透き通った水を思わせる空色の瞳ひとみ。清すが々すがしさを感じさせる瞳と同色の薄い青色のドレス。そのドレスから覗のぞく色白できめ細やかな肌。そしてはち切れんばかりのふくよかな肉体。ちょっと愛あい嬌きようのある丸い顔。
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　あだ名通りの少女が、そこにいた。

「紹介しよう。娘のエステルだ」

　子爵の言葉に、子ブタ姫がドレスの裾をつまみ、軽やかに腰を下げて挨拶をする。

「初めまして。ワルスール・クルシタ・ミエハルの八女、エステルと申します」

　やはり、声はとてもかわいい。

　いや、太ってなければ容姿もそんなに悪くない気がするけど。

　挨拶を終えた少女は視線を床に落とし、不安そうな顔で、ちら、とこちらを窺うかがう。

「おお、これは可愛かわいいお嬢さんだ！　儂はゴウツーク・エチゴール・ダルクバルト。これは息子のボルマンだ」

　ソファから立ち上がり、調子よく自己紹介する父親。

　続いて俺も微笑とともに立礼する。

「初めまして。ボルマン・エチゴール・ダルクバルトと申します。お会いできて光栄です、エステル殿」

　婚約者は一瞬目を見開いてこちらを見つめると、すぐにまた足元に視線を落としてしまった。

「さて、もう昼時です。食事を用意させてますから、ご一緒にどうぞ」

　ミエハル卿は、スケジュールを消化しようとするかのように、そう告げたのだった。




　昼食会は、煌きらびやかな食堂で、前世でもこちらでも食べたことのないような豪ごう勢せいなフランス料理風フルコースのご馳ち走そうが振る舞われた。

　もっとも場の空気は、相変わらず寒さむ々ざむしいものだったが。

　唯一、良い意味で驚きがあったのは、メインディッシュの後のデザートだった。

「本日のデザートは、エステルお嬢様が皆様をおもてなししたいと仰おつしやいまして、お嬢様ご自身の手でお作りになったアップルパイとなっております」

　給仕のメイドがそう告げながら目の前に皿を置いてゆく。

　皿の上には、金色のソースが控えめにかけられた小麦色の見事なアップルパイが盛りつけられていた。

「すごい。これをエステル殿が？」

　正面に座っている子ブタ姫に尋たずねると、彼女はモジモジしながら頷いた。

「皆様のお口に合うかわかりませんが……」

　いやいや、婚約者をもてなそうという、その心意気が嬉うれしいじゃないですか。

　早速、ナイフで一口サイズに切り、口に運ぶ。

　目の前に持ってきたところで、甘い香りが鼻をくすぐる。

　お手製のアップルパイは一くち食べると、軽やかなパイ生地の食感の後、爽さわやかな林りん檎ごの味が口の中に広がった。

「美お味いしい!!」

　思わず声に出してしまう。そして、二くち、三くち。

　芳ほう醇じゆんな香りに対し、甘みを抑おさえた林檎煮と少量の甘いソースがマッチし、手が止まらない。

　気がつくと、あっという間に皿が空からになっていた。

「ご馳ち走そう様さまでした。大変美味しく頂きました。エステル殿は料理がお上手なんですね」

　うん。マジうまかった！　思わず顔が綻ほころぶくらいに。

「い、いえ。わたしなど……」

　俺の言葉に、婚約者は顔を朱あかくしてうつむく。

「いやいや、ボルマンの言う通りです！　こんな美う味まい菓子は食べたことがない。さすがはミエハル卿のご息そく女じよですな!!」

　ゴウツークがここぞとばかり点数稼ぎに走る。父ちゃん、頼むから黙ってて……。

　と、その様子を見ていたミエハル卿が口を開いた。

「ふむ。なんの役に立つのかと思っていたが、喜んで頂けたなら何よりですな。……さて。申し訳ないが私はこれから所用で王都に出向かなければなりません。ダルクバルト卿、皆さまも長旅でお疲れでしょうから、しばらく我が家に逗とう留りゆうされるといい。卿が夜を快適に楽しめるよう、我が執事がサポートさせて頂きます。ボルマン殿もぜひエステルと親交を深めて頂ければ」

「おお、それは楽しみですな！」

　その言葉に父親が乗っかる。いや、それ完全になめられてますよ、父上？

「ミエハル卿、ひとつお願いがあるのですが……」

　そこで俺は、義理の父親となる男に初めてまともに口をきいた。

「ほう、なんですかな？」

　ミエハル卿がこちらを一いち瞥べつする。

「私は田舎いなか育ちなもので、こちらのように発展した土地に来ることはほとんどありません。よろしければ後こう学がくのため、滞在中にエステル殿と一緒に領内を見学させて頂きたいと思うのですが」

　俺の言葉に、ミエハル卿はすっと目を細めた。

「ふむ。見学ですか……」

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、子爵は口元に小さく笑みを作った。

「いいでしょう。他ならぬボルマン殿の要望です。エステルと快適に領内を見て回れるよう、取り計らいましょう」

「ありがとうございます。ミエハル卿のご配慮、感謝致します」

　内心でガッツポーズする。

　こうして、婚約の挨拶が終わったのだった。





　　　　二






「お前の婚約が決まった。ダルクバルト男だん爵しやく家けの長男だ。来月挨拶に来るから、準備しておけ」

　わたし、エステル・クルシタ・ミエハルは、生まれて初めてお父さまから呼び出しを受けました。

　食事の席でたまにご一緒させて頂く他は、お顔を見ることもなく、ほとんど言葉を交わしたこともないお父さま。

　そのお父さまがわたしを呼んでいると聞き、驚き向かった執しつ務む室しつで、わたしは自分の婚約を知りました。

「……承知致しました。失礼のないよう準備をすすめます」

　告げるべきことを告げたお父さまの視界に、もうわたしはいません。

　心の中でダルクバルトという名に不安を覚えながら、一礼して顔を上げたときには、お父さまはすでに手元の書類に目を落としており、二度とこちらを見ることはありませんでした。

　そうしてわたしはひとり、失礼します、と申し上げて退室したのでした。




　廊下には、いつもお世話をしてくれているメイドのカエデが控えていました。

　黄色の肌に黒髪、黒目という小柄な彼女は、わたし付きのメイドであると同時に、五つ上のやさしい姉のような存在です。

　彼女は目で、何があったのか、と問うてきました。

「わたしの婚約が決まりました」

　普段、何があってもほとんど表情を変えないカエデの目が、大きく見開かれます。

「それは……おめでとうございます！　エステル様」

　滅多に見ないカエデの微び笑しように、わたしは内心の不安を抑えて微笑ほほえみ返しました。

「ありがとう、カエデ。来月、婚約者フイアンセの方が挨拶に来られるそうです。急ぎ準備をお願いします」

　正式にご挨拶するとなれば、ドレスもそれ用に新調しなければなりません。採さい寸すんしてから出来上がりまでの時間を考えれば、すぐに取り掛からなければ間に合わないでしょう。

　わたしみたいな、そばかすだらけの肥満娘がドレスを着ても誰も喜ばないと思うけれど、これ以上ミエハルの名を穢けがすことはできません。

「畏かしこまりました。すぐに準備致します。……お相手について伺うかがってもよろしいですか？」

　挨拶の場であれば、相手の家か格かく、家の特とく徴ちようなどにも配はい慮りよする必要があります。カエデが問うたことは準備に不可欠な情報でした。

　わたしは、ためらいながらその名を口にしました。

「…………ダルクバルト男爵の、ご長男です」

　それを聞いたカエデの表情から、一瞬だけ笑みが消え、すぐに微笑が戻ります。

「……畏まりました。お嬢様の晴れ舞台にふさわしい準備を整えさせて頂きます」

「ありがとう、カエデ。よろしく頼みます」




　部屋に戻ったわたしは、カエデや他のメイドに「ひとりにさせて欲しい」と告げ、部屋にこもりました。

　ふらふらと窓まど際ぎわに置かれた白いテーブルセットのところに行き、そのままイスに腰を下ろします。

「はぁ…………」

　思わず漏もれるため息。

　頭の中を巡るのは、先ほどお父さまから告げられたわたしの婚約のこと。婚約者フイアンセのこと。

「…………嫁とつがせて頂けるだけ、感謝しなければいけませんね」

　お相手にも。お父さまにも。そう自分に言い聞かせます。

　正直なところ、自分が嫁ぐことができるなど、思ってもみませんでした。

　そばかすだらけの顔。お菓子で膨ふくらんだ体と手足。自分の醜みにくさはよく分かっています。それが貴族の娘としていかにふさわしくないのかも。

　こんななりでは、まともな貰もらい手がある訳がありません。

　だからダルクバルトの名を聞いた時も、驚きはありませんでした。

　ダルクバルト男爵家。王国で最も南東にあって、最も魔獣の森に近い領地を治めておられる古い豪族の家。領民に過酷な税を課す、手を出す、集めた税を領地のために使わず私腹を肥やすなど、悪いうわさの絶えない家。

　その長男の方についても、うわさを聞いたことがありました。

　残ざん忍にんで欲深く、領民をいたぶるのが趣味の小領主。背が低く太っているところから、ついたあだ名が「ダルクバルト男爵領の子豚鬼リトルオーク」と。

　気がつくと、ひざの上に重ねていた両手が、ガタガタと震えていました。

　怖い…………。

　わたしは婚約者のことが、将来の結婚生活が、恐ろしくてたまらなくなりました。

「お母さま……」

　幼いころに病気で亡くなった、お母さまが恋しいです。

　やさしく、美しかったお母さまに会いたくて、涙がこぼれます。

　気がつくと、テーブルの上の小さな木箱に手をのばしていました。

　ふたを開け、中のクッキーを一枚取りだし、口に運びます。ギフタル小麦の柔らかい食感と、甘い味が口の中に広がりました。美味しくありません。

　もう一枚、クッキーに手をのばします。美味しくありません。涙でちょっとしょっぱいです。

　そうして、十枚ほどあったクッキーがなくなっても、私の心はどうしようもなく空っぽで、ただただ涙を流し続けました。




　数日後、廊下で二つ年上のバルバラ姉さまとすれ違いました。

　わたしは、お母さまの違うこのお姉さまが苦手です。

「バルバラ姉さま、ごきげんよう」

　立ち止まり、わたしから挨拶をすると、バルバラ姉さまも足を止められました。

「ごきげんよう。……そういえばあなた、婚約が決まったんですってね」

「はい。お父さまが手を尽くしてくださいました」

「そう、それはよかったわね。おめでとう、エステル！」

　お姉さまが満面の笑みで祝福の言葉を口にし、わたしも頑張って微笑みます。

「ありがとうございます、バルバラ姉さま」

　そこで、お姉さまの口元が歪ゆがみました。

「ところで、お相手はどなたでしたっけ？」

　わざとらしく尋ねるお姉さまに、泣きそうになります。

「……ダルクバルト男爵の、ご長男です」

「あら、まあ！　それは素晴らしいわ。あなたに『とってもお似合い』の方ね!!　本当におめでとう」

　バルバラ姉さまが、バカにするような笑顔でそう言いました。

　わたしはその言葉に、お姉さまの顔を見ることができません。

　バルバラ姉さまは、北部の有力な侯こう爵しやく家けのご長男と婚約されているのです。

「あ、ありがとうございます。……失礼いたします」

　わたしは逃げるようにその場を去り、部屋に戻ってひとり泣きました。

　一箱空にしたクッキーも、全くおいしくありませんでした。




　その日は、あっという間にやって来ました。

　婚約者フイアンセのボルマンさまと、そのお父さまがおいでになる日です。

　わたしは朝から自分専用の厨ちゆう房ぼうに入り、アップルパイを作っていました。

　これはカエデに相談して決めた、わたしなりのおもてなしです。

　わたしの数少ない取とり柄えのひとつ、お菓子づくり。わたしの一番のおもてなしを、このアップルパイにこめます。

　カエデは言いました。

「相手がどういう方であれ、誠せい意いをもって臨のぞむべきです。その誠意にどの程度の誠意を返される方なのか。それによって付き合い方を決めればよいのではないでしょうか。ただ、こちらが何も渡さないのに『相手が何もしてくれない』と言うのは、違うと思いますよ」

　カエデの言葉は、いつも耳にいたいです。

　でも『そうだな』って思います。

　ボルマンさまがどういう方なのか。

　うわさ通りの方かもしれません。

　それでもわたしは、アップルパイを作ります。

　これが、わたしにできる婚約者ボルマンさまへの一番の誠意だから。





　　　　三






　メイドによって開かれた扉の先に、その方たちがいました。

　小太りで頭部が禿はげ上がった男性と、男性をそのまま小さくしてグレーの髪の毛をのせたような男の子。お二人はならんでソファに座っておられました。

「初めまして。ワルスール・クルシタ・ミエハルの八女、エステルと申します」

　わたしは失礼のないよう気をつけながら、挨拶をしました。婚約者フイアンセからどんな反応が返ってくるのか、怖くて手が震えます。

「おお、これは可愛いお嬢さんだ！　儂はゴウツーク・エチゴール・ダルクバルト。これは息子のボルマンだ」

　奥の男性がソファから立ち上がり、ニコニコしながら自己紹介されました。

　続いて、隣の男の子が立ち上がります。

「初めまして。ボルマン・エチゴール・ダルクバルトと申します。お会いできて光栄です、エステル殿」

　きれいな立礼でした。

　ボルマンさまは優しげにわたしを見つめてこられます。

　わたしは、思わず視線を床に落としてしまいました。

　この方が、本当にボルマンさま？

　ダルクバルト男爵領の子豚鬼リトルオーク？

　うわさで聞いた粗そ野やな感じは全くありません。

　確かに少し太っておられますが、むしろ礼儀正しく落ち着いた印象です。

　わたしの容姿を見て失望の色を浮かべることもなく、自然体でこちらを見ておられます。

「さて、もう昼時です。食事を用意させてますから、ご一緒にどうぞ」

　お父さまの言葉で、皆で食堂に移動することになりました。

　廊下を歩いている間、いえ、食事が始まっても尚なお、わたしはボルマンさまのうわさと実際の印象の違いに戸と惑まどい、混こん乱らんしていました。

　そして、その時がやって来ました。




「美味しい!!」

　わたしが作ったアップルパイに口をつけたボルマンさまは、驚いたようにそう声をあげられました。

　そして、二くち、三くち。

　あっという間にお皿が空になります。

「ご馳走様でした。大変美味しく頂きました。エステル殿は料理がお上手なんですね」

　ボルマンさまは満面の笑みで、そう言葉をかけて下さいました。

「い、いえ。わたしなど……」

　わたしは婚約者ボルマンさまの視線が恥ずかしくなり、つい俯うつむいてしまいます。

　そのあと、ゴウツークさまやお父さま、ボルマンさまが話をされていましたが、全く頭に入ってきませんでした。




　わたしの誠意おもてなしは、ちゃんと伝わったようです。

　そしてボルマンさまは、しっかりと誠意ある言葉を返して下さいました。

　わたしはこの時、心に決めました。

　うわさに振り回されることなく、自分の目でしっかり婚約者ボルマンさまのことを見よう、と。そして信頼できると思ったならば、わたしの人生をこの方に捧ささげよう、と。




「お嬢様、大丈夫ですか、お嬢様？」

　カエデに耳元で呼びかけられ、ふっと我に返ります。

「皆さま、お部屋に戻られましたよ」

「え……？」

　顔をあげると、わたしたちの他は誰もいなくなった食堂が目に入ってきました。

　メイドたちが食器を片づけるため、入口の外で待っているのが見えます。

　どうやら少し、惚ほうけていたようです。

「お嬢様も部屋に戻って少しお休みになったら、お出かけの準備をしないと」

　カエデは、よく分からないことを言います。

「お出かけ、ですか？」

　首を傾かしげるわたしに、カエデはとんでもないことを告げました。

「ええ、お出かけです。ボルマン様とお二人で」

　…………え？

「領内の見学。……という名のデートに行かれるんですよね」

「え～～!?」

　わたしは、卒そつ倒とうしそうになりました。




　自室でひと息ついてから外行きの服に着替え、カエデの案内で客間に行くと、ボルマンさまが壁にかかった絵を見ながら待っておられました。

「あの、お待たせして申し訳ありません」

　わたしの言葉に、ボルマンさまが微笑まれます。

「いえ、大して待っていませんよ。こちらこそ付き合わせてしまい、申し訳ありません」

　お父さまたちがいないからでしょうか。少し肩の力を抜いて、自然体で話しておられるように思えます。

「先ほどもお父上にお話ししましたが、私は辺境の田舎育ちなもので、こちらのように発展した街、領地を見たことがありません。そこでせっかくなので、エステル殿と一緒にこちらの土地を見て回れたらと、ミエハル卿にお願いしたのです」

「あの、でも、わたし、案内できるほど領内のことに詳しい訳では……」

　わたしの行動範囲は、基本的に屋敷の敷地内と別荘、あと、お菓子づくりの材料を分けて頂いているところくらいです。

　するとボルマンさまは、苦笑いしながら手を振られました。

「ああ、いや、そんなに肩ひじを張ったものじゃなくてですね。エステル殿が好きな場所や、よく行く場所にご一緒させて頂きたい、と。実はそれだけです」

　そう言って、いたずらっぽい笑みを浮かべられました。

　落ち着いた雰ふん囲い気きの方かと思っていたら、意外と茶ちや目めっ気けもあるようです。

「ボルマン様、お嬢様、馬車の準備ができました」

　客間の入口から声をかけてきたカエデの言葉に、ボルマンさまが頷きます。

「では、ご一緒させて下さい。エステル殿」

　そう言うと、右手の平を上に向け、わたしに差し出してこられました。

「え……と」

　初めての状況に戸惑い、おそるおそる婚約者の顔を見ます。

　ボルマンさまは急せかすでもなく、わたしを待っていました。

　わたしはそろそろと、おっかなびっくり差し出された手に自分の手を乗せます。

「あの、よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　婚約者ボルマンさまは照れたようにそう返すと、わたしの手を軽く握り、ゆっくりと馬車までエスコートしてくれました。

　お母さまが亡くなってからずっと、わたしは暗い部屋に引きこもっていました。

　好奇の視線に晒さらされるのが怖くて、外に出る時はいつも顔を伏せて歩いていました。

　なのに今、心を占めるのは、外への恐怖ではなく、優しく握られた手の感触とその温かさ。

　わたしはこの時、婚約者ボルマンさまの手にひかれ、久しぶりに、本当に久しぶりに、部屋の外に一歩を踏み出すことができたのです。
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「お嬢様。見学先はどちらに参りましょうか？」

　馬車に乗り込んだところで、隣に座ったカエデが尋ねて来ました。

「そうですね。どういうところが良いのか……。ボルマンさまは、何かご希望はありますか？」

　向かいに腰かけた婚約者の男の子は、うーん、と少し考えた後、わたしに視線を戻しました。

「エステル殿は普段、街に出られることはありますか？　今日はもう少ししたら日が傾きますし、遠出せずクルスの街を見てまわるのも良いのかな、と」

「クルスの街中ですか……」

　その言葉に、わたしは頭を抱えてしまいました。

　わたしが街に出るのは、用事がある時だけです。

「たまに買い物に出ることはあるのですが……そこが男性の、ボルマンさまの興味を引くとは、思えないのです」

　わたしの言葉に、ボルマンさまは小さく首を傾げました。

「ちなみに、どういうお店に行かれるのか、お伺いしても？」

「……はい。お菓子づくりの材料を買うために、小麦粉を売っているお店や、果物を売っているお店に時々足を運びます」

　するとボルマンさまは笑顔で、ぽん、とひざを叩たたきました。

「それはいい！　ぜひ、そこに行きましょう」

「え？　でも、本当に普通の食材屋さんですよ？」

　わたしが戸惑いながら尋ねると、ボルマンさまは恥ずかしそうに首をすくめました。

「ダルクバルト領にはそのようなお店がないのですよ。小麦や野菜は自分たちで作ったものを村で共有してますし、果実は嗜し好こう品ひんなので収入の少ない我が領の領民は頻ひん繁ぱんに買うことができません。せいぜい、月一で開かれる市に並ぶものを、何かのお祝いの際に買って口にするくらいです」

「まあ！　そうなのですか……」

　わたしは驚きました。

　ミエハル領でもクルス以外の村では、村ごとに小麦を共有しています。

　ですが、野菜や果物を売るお店は村ごとにあって、皆さんそこで買い物をされているからです。

「分かりました。では、お恥ずかしながら、私がよく行くお店にご案内しますね」

「ええ。ぜひお願いします」

　こうして私たちは、街に出かけることになりました。




「へえ、これがギフタル小麦ですか」

　ボルマンさまが、ギフタルの小麦粉の入った小皿を興味深そうに観察しています。

「純白の粉なのに、ところどころ金色に輝かがやいてますね。初めて見ました」

「はい。ギフタルの小麦粉で作ったパンはすごく柔らかくて、甘みが強いんです。よほど焦がさない限り真っ白に焼けるので『白パン』と呼ばれています。お昼に召し上がって頂いたパンが白パンですね。ギフタル小麦は我が領の主要な産品なんですよ」

「ああ、あれが噂に聞く『白パン』でしたか。うちで食べている黒パンとは比較にならないな、とは思っていましたが」

　ボルマンさまは感心したように何度も頷くと、わたしの手元の袋に視線を移しました。

「そういえばエステル殿は、先ほど普通の小麦粉を買われてましたよね。価格もそんなに変わらないみたいですが、何か理由があるのですか？　お菓子づくりに向かないとか」

「いえいえ、ギフタルで作ったクッキーはとても美味しいですよ。上品で華やかな風味が出るんです。わたしがギフタルを使わないのは…………理由、という程ではないのですが、普通の小麦の素そ朴ぼくな風味が好きなんです」

「なるほど、そういうことでしたか。先ほど頂いたアップルパイも上品ながら家庭的な味わいで、どこか懐かしい感じがしましたね」

「そ、そんなことは……」

　ボルマンさまの優しい微笑みに、顔がほてってくるのが分かり、思わずうつむいてしまいます。

「さて、次は果物のお店でしたか。楽しみにしてますよ！」

　ボルマンさまはニコニコとそんなことを仰います。




　果物のお店でも、ボルマンさまは興味しんしんでかごに盛られた様々な果実を見ていました。

「エステル殿、ちょっといいですか？　これなんですが……」

「ええと、これは南の地方の……」

「エステル殿、これ、試食できるみたいですよ！」

「あ、おいしいです……」

「あの、ボルマンさま、これ食べてみてください」

「おお、美味しい!!」

　こうしてその日は、二人でわたしがよく行くお店を巡り、楽しい時間を過ごしたのでした。
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　翌日は、ボルマンさまが領内の農村を見てみたい、と仰っていたので、馬車で半日ほどのところにあるクルシタ家の別荘地に行くことになりました。

　泊まりでの視察となりますが、わたしを含め家族が頻繁に滞在する別荘なので、使用人が何人か常じよう駐ちゆうしており食事や部屋の準備に困ることはありません。

　ボルマンさまは次の日の午後に出しゆつ立たつされるということで、一泊して翌朝には別荘を出るという旅りよ程ていになりました。

「街道以外の道も、ちゃんと石が敷しき詰つめられているんですね」

　別荘に向かう馬車の中で、ボルマンさまが感心したように仰いました。

「道に石が敷かれているのは普通だと思っていたんですが、違うんですか？」

　わたしはミエハル領から出たことがなく、よその領地には行ったことがありません。

「王国が整備している街道にはきちんと石が敷かれてますけどね。こういう枝えだ道みちは各領地が管理していますから、領主がその大切さを理解していないとなかなか整備はされないものです。我がダルクバルトの道も、みな土を踏み固めただけですよ」

　ボルマンさまは目を細めて窓の外を眺めながら、そんな話をされました。

「そうなのですか。……お恥ずかしい話ですが、そこまで意識したこともありませんでした」

　わたしがそう言うと、ボルマンさまは慌あわてたようにこちらを向かれました。

「ああ、すみません。つまらない話でしたね」

「いえ、わたし、外のことをあまり知らずに生きてきてしまいましたので……とても面白いお話でした。よかったら、もっとお聞かせ下さい」

　わたしが微笑むと、ボルマンさまは少しだけ意外そうな顔をされました。

「そ、そうですか。分かりました。では、こんな話はいかがでしょう…………」

　それから、向かいに座った男の子は、色んな話題を面白おかしく語って下さいました。

　昨日から思っていることですが、ボルマンさまはとても博はく識しきです。

　また、よくものを見ておられ、それに対して疑問を持ち、自分なりの見解を持とうとされているように思います。

　わたしには六人の兄がいます。

　まだお屋敷に一緒に住んでいて、たまに話をするお兄さまもいれば、成人して外に出られ、顔もよく知らないお兄さまもいます。

　ですが、ボルマンさまほど博識で機き知ちに富とみ、何より思いやりのある男性は、わたしの身近にはいないように思います。

　この方であれば、将来きっと素晴らしい領主、そして夫になるでしょう。

　わたし、こんな方と婚約させて頂いて、本当にいいのでしょうか？

　ボルマンさまの話を聞きながら、そんなことを考えていた時です。

　突然、馬車の前の方から馬のいななきと、御ぎよ者しやが「どう、どう、どう！」と叫ぶ声が聞こえ、馬車が急停車しました。

「何があったのです?!」

　カエデが前の窓を開け、御者台に向かって叫びます。

「ゴブリンの襲しゆう撃げきです!!」

　その言葉に、わたしは背筋が凍りました。




「ボルマン様、お嬢様、ちょっと掃除をして参りますので、しばらくお待ち下さい」

　カエデはそう言うやいなや、馬車の左扉を開け、屋根に縛りつけていた武器を手に取ると、メイド服のまま飛び出します。

　ボルマンさまは馬車から飛び出してゆくカエデの姿を目を丸くして見ていましたが、すぐに左の窓に寄り、外の様子を窺い始めました。

　ピッ、ピッ、ピー!!

　笛の音が聞こえます。

　カエデが、護ご衛えいの兵士に指示を出したようです。

　すぐに、馬車の近くに護衛の兵士が集まって来ました。

「あなたたちは馬車を守りなさい。私は前方の集団を片付けます」

「「「はっ!!」」」

　カエデは自分の身長より長大なその武器を携えて馬車の前方に走っていくと、戦いを始めました。




「エステル殿、ひとつお伺いしても構いませんか？」

　戦闘が始まって間もなく、ボルマンさまが前の窓ガラスに張り付いたまま、わたしに話しかけてこられました。

「は、はいっ。わたしに分かることでしたら」

「カエデさんって、何者です？」

　ボルマンさまは、不思議そうな表情でそう問われました。




　カエデとの一番古い記憶は、まだ母が存命だった頃に遡さかのぼります。

　ある日、今日のように馬車に乗って母と移動した時に、窓越しに外を見ていた母が、馬車を停とめるように言ったのです。

　それは、森を貫く一本道。

　母は森の中に倒れている人影を見つけ、助けるよう護衛の兵士たちに指示したのでした。

　間もなく兵士たちが木々の間から抱えて出て来たのは、異国から来たと思われる黒髪と黒い瞳を持ち、全身に大おお怪け我がと大おお火傷やけどを負った瀕ひん死しの女の子。

　倒れていた彼女の手には、一振りの変わった形の槍やりが握られていたそうです。

　兵士たちが血まみれの少女の扱いに困っている中、母は彼女を馬車の中に運び入れさせました。

　そして自らのひざの上に寝かせ、お父さまから一瓶だけ与えられていた回復の秘薬エリクシールを飲ませたのでした。

　数日後、回復した女の子は母に仕えることを望み、わたしに新しいメイドがつくことになりました。

　それが彼女、カエデとの出会いです。




「すみません。わたしが知っているのはそれくらいです。あとは、わたしのメイドで、護衛で、姉がわりとしか」

　カエデは初めてわたしの専属メイドになったその日から、献けん身しん的てきに尽くし、支えてくれています。

　昔、何があったのか。

　カエデが話したいのなら聞きますが、わたしから尋ねることはないでしょう。

　わたしにとっては、今のカエデが、カエデの全てです。

　ボルマンさまのご期待に沿そえないお返事になってしまったでしょうか？

「なるほど、そんなことがあったのですか……って、すみません。言葉が足りませんでした。『何者か』というのは、彼女の強さについてです。本当にメイドなのかな、と。なんか、凄すさまじい勢いで敵をなぎ払っているものですから」

　ボルマンさまは苦笑いしながらそう言われました。わたしは、思わず微笑みながらそれに答えます。

「カエデは強いですよ。訓練でも、領兵五人を相手に圧倒してしまうくらいです」

　彼女の戦いは、まるで舞っているように美しく、それでいて何者も近づけさせない強さがあります。

「それはなんというか、すごいですね。……あと、カエデさんが使っている槍のような武器ですが、あれはただの槍じゃありませんね？」

　ボルマンさまは、どこか確信したように尋ねてこられました。

「はい。確か珍しい異国の武器で、ええと……ナガナタ？」

「ナギナタ、ですか？」

「そう、ナギナタ、です。……ボルマンさまは、あの武器のことをご存知なんですか？」

　わたしは、驚いて尋ねました。

　カエデからは「この国にあるナギナタは、この一本だけだと思う」と聞かされていたからです。

　ボルマンさまはわたしの質問に、少し困ったような顔をしました。

「知っている、と言えるほどではありません。分かるのは、あれが薙刀なぎなたという武器で、おそらく遙はるか西方の島国、アキツ国のものだということくらいでしょうか」

　アキツ国。

　うわさには聞いたことがあります。

　遙か西方にある島国で、わたしたちが信仰するオルリス教を拒み、国交と交易を閉ざして独自の文化を持っている国だと。

　カエデは、その国から来たのでしょうか？

　そんなことを考えていた時、馬車の扉がノックされました。

「ボルマン様、お嬢様。お待たせ致しました。掃除が終わりましたので、出発致します」

　カエデは髪を乱さず、服にシワも作らずに魔物と戦い、汗をかいた様子もなくそう告げます。

「カエデさんは、武ぶ芸げい者しやですね」

　ボルマンさまが興味深そうに声をかけられると、カエデは、

「エステル様のメイドとして、当然の嗜たしなみでございます」

　と、涼しい顔で答えていました。

　その表情がどこか誇ほこらしげに思えたのは、わたしの気のせいでしょうか？




　その後の道中は順調でした。

　途中、小休止してランチボックスを頂いた後、一いつ刻こくほどで別荘地の村に到着します。

「よかったら、ここから歩きませんか？」

　村の門をくぐったところで、ボルマンさまがわたしを誘って下さいました。

「は、はい。でも別荘までは少しありますよ？」

「あの丘の上に見えるお屋敷ですよね」

　ボルマンさまが指差した先には、言われた通りクルシタ家の別荘が建っています。

　丘の上に建っていますが、坂道を大きく巡らせてあるので、馬車で乗り入れることができます。

「はい」と頷くわたしに、ボルマンさまが笑いかけてこられます。

「では、丘の下で馬車に待っていてもらいましょう。私はぜひエステル殿に、村を案内して頂きたいです」

　ニコニコと、そんなことを仰るのです。

　この方の笑顔は、ズルいです。

　……いえ、わたし自身もボルマンさまと二人で村を歩きたいんですけど。

　でも、なんかズルいです。

　そう思いながら、

「わたしなどのご案内でよろしければ、よろこんで」

　わたしはボルマンさまのお誘いを受けたのでした。





　　　　六






「へえ、農村なのに随ずい分ぶんとたくさんお店があるんですね」

　ふたりで村の中心に向かって歩きながら、ボルマンさまは道にならぶ商店を珍しそうにのぞいていきます。

「野菜や果物のお店も繁はん盛じようしてますね。我が領の村では野菜も配給ですが、この村ではちゃんとお金で売り買いがされている…………エステル殿？」

「は、はいっ。なんでしょうか？」

　ボルマンさまの立ち姿に見入っていたわたしは、急に呼びかけられ、あたふたしてしまいます。

「ちょっとだけ買い食いしませんか？」

「……え？」

　ボルマンさまは、ニコニコとわたしを誘います。

「せっかく見学に来たのです。ここはひとつ、実地でその味を体験することも必要だと思うのですよ」

「ええと、でも、お昼を頂いてからまだそんなに……」

「エステル殿」

「は、はいっ」

「わたしの領地には、こんな言葉があります」

　ボルマンさまは、とても悪そうな笑顔で、こう仰いました。

「『デザートは別腹』です」

　わたしは落ちました。




「美味しいですね、エステル殿！」

　ボルマンさまは、満面の笑みで梨を頰ほお張ばります。

「…………はい」

　小ぶりの梨は、とてもおいしかったです。

　でも、自分の意思の弱さにちょっと情けなくなりました。




「あ。あれはひょっとして教会ですか？」

　村の中心にある広場を越えたところで、ボルマンさまは屋根の尖とがった建物を指差されました。

「はい。オルリスさまの教会です。礼拝集会の他に、神父さまが治ち癒ゆ魔法で病気や怪我の治療をされたり、ギフタル小麦の栽培指導などもされているんですよ」

「え、なんで教会が小麦の栽培指導までやるんです？」

　ボルマンさまが首を傾げました。

「ギフタル小麦は、元々オルリスさまからの授かり物ですから。聖典に記載があって、教会が栽培を積極的に広めているんですよ」

　わたしの言葉に、ボルマンさまはばつが悪そうにされます。

「ああ、なるほど。うちは両親があまり熱心な信者とは言えないもので……。実は我が領には教会がひとつもないのです」

「え……ひとつもないのですか？」

　今度はわたしが驚く番です。

　わたしも家族もそれほど熱心な信者ではありませんが、オルリス教会や、教会の行事は昔から当たり前のようにありました。

　またローレンティア王国の国教に指定されているので、まさか国内に教会のない領地があるとは思いもしなかったのです。

「お恥ずかしながら、聖典も読んだことがないですし、ギフタル小麦についても、白パンの原料ということくらいしか知らないのです」

「そうなのですか……。ギフタルは、味や食感が良いだけでなく、保存性にも優れています。ですが、唯一の欠点は、栽培が難しいことなんです」

　ボルマンさまは、ぽん、と手を打たれました。

「なるほど。それで教会が栽培指導をしているのですね」

「はい。その通りです。今でこそミエハル領はギフタル小麦をたくさん作っていますが、お父さまが本格的に栽培に取り組まれた頃は、まだ栽培技術も未熟で、かなり苦労したと聞いております。一番苦労したのは土ど壌じようづくりで…………」

　ボルマンさまとわたしは、そんな話をしながら村を通り抜け、丘の下で待ってくれていた馬車のところまで歩いたのでした。

　ボルマンさまといると、色んな気づきがあります。

　一緒にいると、とても楽しい時間を過ごせます。

　でも一方で「自分が本当にこの人に釣り合うのか」、「わたしはちゃんとこの人を支えることができるのか」と、心のどこかで不安にもなるのです。




　湯ゆ浴あみと夕食を終え、サロンで楽しいひと時を過ごし、わたしはボルマンさまにおやすみの挨拶をします。

「ボルマンさま。昨日、今日と、とても楽しい時間を過ごさせて頂きました。本当にありがとうございます」

「いえいえ、お礼を言わなければならないのはこちらです。私のわがままに付き合って領内を案内してくださり、本当にありがとうございました。ミエハル領に来たのは初めてでしたが、お父上が噂以上に優れた方だということがよく分かりましたし、何よりエステル殿とのデートはとても楽しかったです」

「で、デート…………」

　顔が、かぁ、と熱くなり、視線を床に落としてしまいます。

「今度は、ぜひ我が領に遊びにいらして下さい。何もない田舎ですが、今日のお礼もかねて私がご案内致します」

「……か、かならずお伺い致します」

　わたしは、恥ずかしくてボルマンさまの顔を見られず、床のカーペットを見つめながら、そう伝えました。

「ぜひ。お待ちしてますから」

　きっとボルマンさまは、あの笑顔を向けて下さっているはずです。

　ですが、やっぱりわたしは婚約者ボルマンさまの顔を見られませんでした。

「そ、それでは、また明日。……おやすみなさい！」

　わたしは勢いよく礼をし、逃げるように早足で出口に向かいます。

　ドアノブに手をかけた時、後ろから優しい声が聞こえました。

「おやすみなさい、エステル殿」





　　　　七






　顔を朱くしてサロンをあとにする婚約者エステルを見送った後、再びソファに腰を下ろし、両手で顔を覆おおう。

　結論から言おう。

　エステル、いい娘こ。超いい娘こ！　あと、からかうとマジ可愛い!!

　手の中で、顔のゆるみが止まらない。こんなところを誰かに見られたら、絶対キモがられるに違いない。

　エステルは体型はともかく、気立てはいいし、頭もいい。わりと容よう赦しやなく難しい話をしてたんだけど、ちゃんと理解して話についてきてた。

　あと、さりげない気遣いが、すごく嬉しい。

　移動の時は「のどが渇かわきませんか？」とか訊きいてくれるし、食事の前には好き嫌いを訊いてくれる。

　正直、あんな子と結婚したい！

　……いや、する予定だけどね。俺、彼女の婚約者フイアンセだしね！




　そんなことを考えていた時。

「…………」

　ぞわり、と。嫌な感じがした。

「……あれ？」

　何か忘れてる気がする。

　俺は、彼女と結婚する。何の問題がある？

　互いの家同士の約束はできている。問題はない…………はず。

　このままいけば、三年後に彼女は俺ボルマンの伴はん侶りよになる予定だ。

　この国の成人年齢は十五歳。

　今回の婚約の誓せい約やく書しよでは、二人の成人の儀ぎと同時に結婚の儀を執とり行おこなうことになっていた。

　そう、三年後に。

　…………あれ？　三年後？

　俺は、やっと、あることに思い当たった。

　俺と彼女エステルは、三年後に結婚する。

　それはつまり、四年後の最悪の時を、魔物の襲撃の時を、夫婦として迎えるということ。

　彼女の命を、危険に曝さらすということ。

「ダメだろ、それは…………」

　金かな槌づちで頭を殴られた気がした。

　そんなことできない。あんないい子の未来を奪っちゃいけない。

　どうすればいい？

　自分に問いかける。

　魔物の襲撃直前に、領外に避ひ難なんさせるか？

　…………ダメだ。どうやって魔物の襲撃をピンポイントで察知するのか。

　いっそ、結婚しなければ彼女を危険に曝すこともない…………いやいや、婚約破棄なんてしたら彼女を深く傷つけてしまう。それに俺も嫌だ。……いや待てよ、彼女の側から婚約を破棄してもらえば……。

　くそ、頭が回らない。どうしてもネガティブな方向に考えが向かってしまう。

　外の空気が吸いたい。

　ふと顔を上げると、窓越しに広い庭が見えた。

　俺はベルで屋敷付きのメイドを呼ぶと、その庭に出られるよう案内してもらったのだった。




　庭には、ガゼボという窓と壁のない、屋根と柱だけの円えん筒とう状じようの小屋があった。よく絵本やアニメの中で、お姫さまが本を読んでたりするあれだ。

　そのガゼボのベンチに座り、星空のもと、一人考え込む。

　三年後に結婚。四年後に滅亡。彼女もろとも。……それだけは避けなければならない。絶対に。

　そもそも、なぜボルマンの領地は滅亡してしまったのか。

　大元の原因ははっきりしている。

　豚父の横おう領りようがそもそもの始まりだ。

　ダルクバルト東部の狭はざ間まの森の東に、テルナ川という大河が流れている。南北に貫くその川をさらに越えた先に、ハイレベルモンスターが跋ばつ扈こする広大な森林地帯が広がっていた。

　魔獣の森。

　かつて三百年前にはその森から魔獣が溢あふれて暴走し、この地にあった旧王朝を滅ぼし、人間が自らの領域を喪そう失しつする瀬せ戸と際ぎわまで追い詰めたのだという。

　以来『魔獣の森の魔物討伐』はダルクバルト男爵家にとって重要な責せき務むとなり、毎年冬の終わり頃に、国から援助を受けて領兵と高レベル冒険者からなる遠征部隊を編成し、魔物の討伐を行ってきた。

　豚父は、その支援金に手をつけたのだ。

　討伐隊は、規模、期間ともに縮小。浮いた金は両親の贅ぜい沢たくに消えていた。

　この話は、ユグトリア・ノーツのゲーム中で語られている。

　全く、あの豚父はなんてことをしてくれたんだろうか。

　ともかく、魔物の襲撃は決定事項だ。ゲーム主人公に旅立ってもらうためにも、襲撃の発生自体は防ぐことができない。

　問題はその被害をどうやって抑えるか、だ。

　隣接するゲーム主人公の兄の領地は、同じように魔物の襲撃を受けたのに、物的損害はともかく人的損害は軽けい微びだった。少なくともゲームの表現では。

　だが、ボルマン側の村は二つとも全滅。

　かたや被害軽微、かたや全滅。なぜ、ここまで差がつくのか。

　主人公の兄貴は王国騎士団あがりだ。もちろん魔物との戦いの経験も豊富だろう。だが、それはうちの部下にも言える話。ジャイルズの父親は元王国騎士なのだから。

　では領兵の人数だろうか。それとも質？　いやいや。村二つの領地同士、そんなに差があるとは思えない。

　と、なると、考えられることは一つ。

　俺の領地を襲う魔物の群れは、主人公たちの村を襲ったそれより、はるかに強大だった、という可能性。

　そんなことがあり得るだろうか？

　ゲームに出てきた二つの廃はい墟きよの村は、完全に焼け落ちてほぼ更さら地ちになっていた。一体、どんな魔物にどれだけの数襲われれば、あそこまで破壊し尽くされるんだろう。

　明らかに主人公の村を襲った魔物の群れとは次元が違う。

「はは……なんて無理ゲー…………」

　どこまで準備すれば足りるんだろう？

　どうすればエステルを、大切な人たちを守り抜けるんだろう？

　俺は頭を抱えた。




「…………ボルマンさま？」

　鈴の音のようなきれいな声が聞こえた。

「え……？」

　驚き、顔を上げる。

　そこには、夜着にガウンを羽は織おった姿で立つ、婚約者エステルの姿があった。

　なぜ、彼女がここにいるんだろう？

「あ、え、エステル殿？」

　思わず狼狽うろたえる。

「こんばんは、ボルマンさま。窓からお姿が見えましたので、つい足を運んでしまいました」

「ああ……そういえば、エステル殿の部屋はこちら向きでしたね」

　そう言いながら屋敷の方を見る。なるほど。彼女の部屋の窓からここは丸見えだな。

　エステルは、手にしていたもう一着のガウンを俺に差し出した。

「少し肌寒くなってきましたし、よかったらこれをお使い下さい」

　なにこの子。天使？　思わず顔がほころぶ。

「ありがとう」

　礼を言ってガウンを受け取り、羽織る。うん。あったかい。

　俺は胸ポケットからハンカチを取り出し、傍かたわらのベンチを軽く払った。

「せっかくですから、少しお座りになりませんか？」

　婚約者の少女は、ちょっとだけ躊躇ためらって、おずおずと口を開く。

「考え事の、お邪魔ではありませんか？」

「いえ。正直、行き詰まっていたものですから」

　自然と本音が漏れる。

　なぜだろう。彼女の前では気を張らずに済む。

「では、お言葉に甘えて失礼しますね」

　その微笑みに、不安で押しつぶされそうだった心の苦しみが和らいだ。




　星が瞬いている。

　空気が澄すんでいるからだろうか。日本で暮らしていた時にはまずお目にかかることがなかった星の海の下、エステルと二人、ガゼボのベンチに並んで座る。

　恋人同士みたいで、ちょっとドキドキする。

「何か……悩みがおありなんですか？」

　少しだけ顔を傾け、心配そうに尋ねてくる婚約者。

　その問いに、どう返したものかと考え込む。

　悩みはある。

　だけどそれは、彼女の未来に関かかわることで、口にすることのできない悩み。

「あ、あの、話したくないことであれば、無理にお話し頂かなくても結構ですからっ」

　黙っている俺の顔を見た彼女は、慌てて言葉を継ぎ足す。

「ただ、何かわたしでお役に立てることはないものかと思って……」

　うん。優しい子だ。

　だからこそ、彼女を不幸にしたくない。

　せめて彼女自身が、自分の人生を選べるようにしなければ。

　そのためには、事実と予想される未来を知る必要がある。俺と結婚するということがどういうことなのか。それを知る必要がある。

　たとえ、彼女との婚約がなくなってしまうことになろうとも。

　大丈夫。俺は大人だ。好きな女の子を守るためなら、フラれるくらい……。いや、嫌だけど。嫌だけどさ。彼女のことを思うなら、覚悟を決めないと。




　しばしの逡巡。

　そして、彼女に向き直った。





　　　　八






「……エステル殿は、私との婚約は、お嫌ではありませんか？」

　ボルマンさまはわたしに向き直り、真剣な顔で問いかけられました。

　こんな素敵な方との婚約。嫌なはずがありません。

　わたしは首を振りました。

「わたし、昨日から神様に感謝しているんです。『こんな素敵な方と縁を作って下さり、ありがとうございます』と」

　婚約者ボルマンさまはわたしの言葉に「そうですか……」と呟つぶやき、少しの間、何かを考えておられました。

　やがて顔を上げ、わたしをじっと見つめられます。

「エステル殿は、私と、我が家についての噂を聞かれたことはありますか？」

　ボルマンさまのうわさ。

　それは「ダルクバルト男爵領の子豚鬼リトルオーク」のうわさのことでしょうか。

「……はい。実際にお会いして、本当のボルマンさまを存じ上げてからは、根も葉もないうわさ話と思うようになりましたが」

　わたしの言葉にボルマンさまは目を細めました。

　しばしの沈黙。

　そして、苦しそうに顔を歪め、しぼり出すようにこう言われました。

「その噂は、事実です。多少の脚きやく色しよくはあるでしょうが、大筋で本当のことと思って頂いた方がいいでしょう」

「え、でも……」

　ボルマンさまは首を振り、わたしの言葉を遮さえぎりました。

「本当のことなのです。あることがあって私は最近になって心を入れ替えました。今後、噂にあるような非ひ道どうな行いは絶対にしません。ですが、つい最近まで私が『ダルクバルトの子豚鬼リトルオーク』と呼ばれ、そのような行いをしていたことは、違たがえようのない事実です」

「そんな…………」

　わたしはショックで言葉が出てきませんでした。

　目の前の素敵な婚約者フイアンセが、あのうわさにあった悪鬼のような所しよ業ぎように、本当に手を染めていたなんて。

　ボルマンさまは、続けられます。

「私は自らの愚ぐ行こうにより、領民から恐れられ、憎ぞう悪おされています。この評価を変えるには、幾年もの月日が必要でしょう。私の妻となれば、その憎悪と怒りの視線を、私と共に浴びることになります。もちろん身の安全は私が命にかえてもお護まもりしますが、少なくとも誰からも祝福されない結婚となるでしょう」

　わたしはあまりのことに考えることもできず、ただただ、ボルマンさまの話を聞いていました。

　一つ気づいたことがあるとすれば、ボルマンさまの手が、微かすかに震えていたということです。

　婚約者の男の子は、更に続けます。

「私の妻になって被こうむるマイナスやリスクは、それだけではありません。エステル殿は、魔獣の森のことはご存知ですか？」

　魔獣の森……ダルクバルト領東部に広がる、高レベルモンスターの住処です。

　わたしはいまだ動どう揺ようしていて言葉を出すことができず、コクリと頷くのが精一杯でした。

「魔獣の森は、我が領が定期的に冒険者を雇って討伐を行うことで、魔物が森から溢れ出ることを防いできました。ですが近年は、私の父が金を惜しむあまり規模を縮小してしまい、充分な討伐を行えていません」

　ボルマンさまはわたしの目をじっと見つめ、話を続けられます。

「その為ため、森の中で魔物が増殖。最近では中レベルモンスターが村里まで迷い出ることも多くなりました。このままでは遠くない未来、魔物の暴走が起こり、我が領は民と共に滅びることになるでしょう」

　それは、恐ろしい話でした。

　魔獣の森の大暴走は、この国の者ならば誰もが知っている伝でん承しようです。

　絵物語や戯ぎ曲きよくの形で今に語り継がれる大災害で、ローレンティア建国の歴史においても絶対に外すことができない事件。

　もし伝承が再現されれば……ダルクバルト領だけではなく、王国は存亡の危機に立たされることでしょう。

　その話を聞き、私は背筋が凍る思いがしました。

　ですが不思議なことに、先ほどの動揺から少しだけ立ち直りつつもあったのです。

　話をしながら震える手が、わたしを見つめる瞳が、目の前の婚約者フイアンセの誠実さを表しているように思えたから。

　ボルマンさまは続けられます。

「もちろん暴走が起こらないよう、また起こっても被害を最小限に抑えられるよう、私なりに準備をするつもりです。ですが最悪の場合、私たちは領民の盾となり、身を挺ていして民を護らねばなりません。その時は家族も運命を共にすることになるでしょう」

　それはつまり、共に生き、共に死ぬということ。

「私はあなたに、死んで欲しくありません。あなたのような優しい素敵な方には、絶対に長生きして幸せになって欲しい。…………ですが同時に、今ここであなたを失うのも、僕は怖いのです」

　ボルマンさまはそう言うと、ゆっくりと立ち上がりました。

「私と結婚すれば、荊いばらの道を歩むことになります。領民からは憎悪され、魔物に食い殺されて人生を終えることになるかもしれない。いくら私が『幸せにする』と誓っても、力及ばない可能性は高いでしょう。……ですから、ゆっくり考えて答えを下さい。エステル殿が私との結婚を望まないのであれば、多少時間はかかりますが、円満に婚約を解消できるようにしますから」

　寂しそうにそう告げると、わたしに背を向けられます。

「長話に付き合わせてしまって、申し訳ありません。冷えてきましたし、そろそろ屋敷に戻りましょう」

　目の前にいる同い年の男の子の背中は、泣いているように見えました。

　きっとこの人は、人前で涙を流すことはないでしょう。多分、わたしの前でも。

　ですが、それは泣いていない訳じゃない。

　人知れず、心で泣く。この人はそういう人なのかもしれません。

　わたしは立ち上がり、目の前に立つボルマンさまの背中に向かって声をかけました。

「ひとつ、お願いがあります」

　わたしの言葉にボルマンさまはこちらを振り返りました。

「……私にできることであれば」

　弱々しい笑顔。

　わたしは、目の前の婚約者フイアンセに向かって小さく一歩踏み出し、言いました。

「エステル、と呼んで下さい」

「……え？」

　ボルマンさまは、呆ほうけた顔でわたしを見つめます。

「わたしのことを『エステル殿』ではなく『エステル』と呼んで下さい。わたしはあなたの婚約者フイアンセなんですよ？　丁寧な言葉はかえって距離感を生むこともあると覚えておいて下さいね」

「ええと、それって……」

　戸惑うボルマンさまに、わたしは告げました。

「わたしは、あなたの婚約者です。今も、これからも、その先も、あなたと結婚するまでずっと。夫となる人が民から石を投げられるならば、共に石に打たれましょう。民の盾となるのがダルクバルトの名を持つ者の務めならば、その背中はわたしがお護り致しましょう。ですからボルマンさま……」

　わたしは婚約者に微笑みました。

「わたしのことを『エステル』と呼んでは下さいませんか？」

　この二日間、わたしはずっとボルマンさまを見てきました。

　最初に思ったのは、とても紳士だということ。礼儀正しく、礼には礼を返される方でした。

　次に気づいたのは、意外と茶目っ気があるということです。一緒にいると、いつもとても楽しくすごせました。

　そして、今しがた分かったことがあります。それはこの人が、隠し事ができず、噓うそがつけない人だということです。

　相手を害しない噓は、軽口のようにポンポン出てくるかもしれません。ですが、本質的にはお人ひと好よしで、相手をひどく害する噓や隠し事はきっとできない。そう感じました。

　そうでなければ、わざわざわたしに、自分の醜みにくいところや、結婚するリスクを説いたりはしないでしょう。

　ボルマンさまがなぜ悪鬼のごとく振る舞われていたのか、また、なぜ改心されたのかは分かりません。

　ただ少なくとも今のボルマンさまは、少し不器用で噓のつけない、お人好しの男の子であることは間違いないのです。

　それが分かった時、わたしの心は決まりました。

『一生、この人を信じ抜く。』

　そう決めました。

　ボルマンさまはわたしの言葉を呆あつ気けにとられたような表情で聴いていました。

　そしてわたしが話し終わった時、一歩、二歩、と歩み寄り、わたしの手をとられたのです。

「エステル」

　男の子はわたしの名を呼びました。

「君にそこまで言わせてしまった。情けない男だな、僕は。……すまない」

　そして顔を上げ、優しく微笑んで言いました。

「エステル、僕と結婚して欲しい。必ず君を幸せにする。僕と共に生き、共に歩んでくれないか？」

　わたしも素敵な婚約者フイアンセに微笑みを返します。

「幸せにして下さいね」

　こうしてわたしたちは、星の瞬きの下、結婚の約束をしたのでした。





　　　　◆






　翌朝、早めの朝食をとったわたしたちは、くつろぐ間も無く領都クルスに向けて出発しました。

　朝食の席でも、馬車の中でも、わたしたちは前日と打って変わって言葉少なでした。

「…………」

　目の前には、顔を赤らめて窓の外を見つめる未来の旦だん那なさま。

「…………」

　俯くわたしの頭の中をぐるぐる回っているのは、婚約者ボルマンさまのプロポーズの言葉。

　互いに気恥ずかしく、目を合わせることもできません。

　けれども、わたしたちの心は確かに繋つながっています。

　別荘を出立するとき、また、馬車に乗るときに「エステル」と呼び、手を差し出されたボルマンさま。

　わたしがその手をとり、笑顔で小さく頷くと、顔を赤らめて優しく手を引いて下さいました。

　ただそれだけのことが、何より雄弁に互いの気持ちを伝えあうのだと、わたしは初めて知りました。




　数時間後。

　クルスの本宅に戻り、昼食をとってすぐ、ボルマンさまとお義と父うさまは馬車で出立されました。




　屋敷の車寄せで、わたしたちは別れの言葉を交わします。

　ボルマンさまはわたしに近づくと顔を寄せ、小声で囁ささやかれました。

「エステル。ダルクバルトで待ってる」

　わたしも小声で返します。

「近く、必ず参ります。ボルマンさま」

　わたしたちは離れると、見つめ合い、頷きあいました。




　ボルマンさまが乗った馬車が、走り始めます。

　わたしは、馬車が門を出て見えなくなるまで、ずっとその場で見送っていました。




「お嬢様、三日間お疲れさまでした」

　しばらくして、カエデが声をかけてきました。

　振り返ったわたしは、彼女に伝えます。

「カエデも、今回の件では手間をかけさせました。本当にありがとう。……それで、疲れているところ申し訳ないのだけど、二つほど頼みたいことがあるのです」

　わたしはもう迷いません。あの人の妻になるため、やらなければならないことは、たくさんあるのですから。


















　　　　一






　婚約者エステルとの顔合わせの旅は、実りの多いものとなった。

　得られたものは色々あるけれど、一番はやっぱり婚こん約やく者しやと心を通わせることができたことだろう。

　ここまで満ち足りた気持ちになったのは、転生前、ボルマンの人生と合わせても初めてのことだ。

　うっかりそれが顔に出ていたのか、帰りの馬車の中で向き合って座っていた子分たちにキモがられてしまった。

「……坊っちゃん？」

　ジャイルズが顔を引ひき攣つらせる。

「なんだ？」

「何か良いことがあったんで？」

「まあな！」

　ニマニマニマニマ

（「「ぉえっ……」」）

　子分たちの心の声が聞こえた気がして、ペチペチと頰ほおを叩たたいて、自分の顔を矯きよう正せいする。

「ごほん！　さて。それじゃあ報告してもらおうか」

　ジャイルズとスタニエフには、旅の間、色々と宿題を課してあった。

　ミエハル領を出たあたりで俺がこちらの幌ほろ馬ば車しやに移い乗じようしたのは、その報告を聞くのが目的だ。

　傍かたわらには領りよう兵へい三名が同乗しているが、まあ問題ない。むしろこうして色々やっていることを見てもらう方が、ボルマンたちの評価回復につながるのでは、というスケベ心もある。

「では、僕の方から」

　スタニエフが口を開いた。




　二人からの報告は、十分に評価できるものだった。

　スタニエフには、立ち寄った街ごとの各種物価と最近の商業的なニュースを。ジャイルズには、冒険者たちの動向やクエストの内容、報ほう酬しゆうの相場などを調べるように指示していた。

　二人ともおっかなびっくり調査に出かけていたが、五つの街で情報収集を行ったことにより、その精度、情報量ともに、そこそこ満足できるレベルのものになっていた。

　ジャイルズの報告が終わった後、二人にねぎらいの言葉をかける。

「二人ともご苦労だった。初めての情報収集としては上出来だよ。今回得られた情報をもとに、俺はダルクバルトを発展させるために色んな仕掛けをしていきたいと思ってる。商業振しん興こうとか、冒険者誘ゆう致ちとか、領兵戦力の強化とかね。お前たちにも動いてもらうつもりだから、我が領の発展に何が必要か、自分なりに考えておいてくれ」

　言われた二人はまんざらでもなさそうに笑みを浮かべ、ジャイルズは照れ隠しのように「おう」と応こたえ、スタニエフは嬉うれしそうに口を開いた。

「もう何年も坊ちゃんと一緒にいますけど、今回の宿題はとてもやりがいがありました。坊ちゃんが領地のために力を振るわれるのであれば、何でも言って下さい。至らない僕ですが、全力を尽くしますから」

　なんだかこの旅で、子分たちの顔つきが変わってきた気がする。うん。いい顔だ。

「もちろん。頼りにしてるぞ、スタニエフ。……ジャイルズもな！」

　そう言って、デカい方の肩を叩く。

「お、おう！」

　そんなやりとりをして、笑いあった時だった。

　ピ──────!!

　前方から、異常を告げる笛の音が聞こえた。

　馬車がスピードを落とし、やがて停とまる。

　静かになったところで、遠くから、ドォン！　という爆発音と、ワー、ワーという喧けん騒そうが聞こえてきた。

「おいおい、何だ?!」

　ジャイルズが御ぎよ者しや席せきに顔を出す。

　続いて俺も首を出し、前の方を窺うかがった。





　　　　二






「うわ……」

　前を走っていた父親の馬車の更に先。

　百メートルほど離れた路上に一台の豪ごう奢しやな馬車と、もう一台幌馬車が停まり、その周辺では護ご衛えいと思われる一団が、盗賊と思おぼしき連中と戦いを繰り広げていた。

　領兵の三人が荷台から降り、前を行く父親が乗る馬車に向かって駆けてゆく。

　俺は荷台から御者席に移ると、御者の隣に立ち状況を確認した。

　左前方にせり出した森がある。

　どうやら盗賊たちはそこから飛び出して来たらしい。

　その数、十人。

　馬に乗った者が二人、徒かちが六人。他に二人が離れたところに立っている。

　弓を持ち矢を射ているのが一人。

　その隣には、ローブを羽は織おった魔法使い風の賊ぞくもいて、右手の拳こぶしを前に突き出し、なにやらブツブツ唱えている。

　この世界で魔法使いと言えば封ふう術じゆつ士しだ。封ふう力りよく石せきというアイテムに封じられた魔力を呪文と封ふう術じゆつ陣じんで炎や氷など、様々な形に変換して顕けん現げんさせる。

　先ほどの爆発音はこいつだろうか。

　封術士以外は、皆、くたびれた革の鎧よろいを身につけ、いかにも盗とう賊ぞく然ぜんとした装よそおいだ。

　一方、護衛側は六人。

　馬に乗った騎士が一人、徒の兵が五人。

　揃そろいの金属鎧を身につけているところを見るに、どこぞの領兵に違いない。

　双方はすでに近接して剣を打ち合わせており、見る限り盗賊側が押している。

　技量は護衛側が上だが、数と支援で盗賊側が優勢だった。

「坊ちゃん、こりゃあマズくねーか？」

　傍らのジャイルズが問うてきた。

「……ああ、マズいな」

　短く答える。

　正直、ヤバい。

　このまま護衛が負ければ、盗賊たちは次にこちらを襲おそうに違いない。

　引き返そうにも、道には馬車を転回できるだけの幅がないのだ。馬車を置いて徒歩で逃げても追いつかれるだろう。

　これはもう、腹を決めるしかないな。

「ジャイルズ、剣は持ってるな？」

「おう！」

　今回の旅、ジャイルズとスタニエフを別行動させるにあたり、今までの木ぼつ剣けんに替えて、護身用に鋼の剣をそれぞれ持たせていた。

　ちなみに俺自身も、婚約者エステルへの挨あい拶さつのため、それなりの剣を持参している。儀ぎ礼れい目的で装そう飾しよく多めの剣だが、刃の部分は実用に耐えるものだ。

「おい」

　俺は御者の青年の肩を叩いた。

「は、はいっ!!」

　青年は激しく怯おびえているようだった。

「馬を馬車から切り離してくれ。騎乗する」

　幌馬車を牽ひいている馬は二頭。

　スタニエフはお留守番だな。

「スタニエフ、盗賊だ！　前方でよその貴族の馬車が襲われてる。護衛が劣勢だ。俺とジャイルズは騎乗突撃して加勢する。お前はここで隠れて御者を護まもってやってくれ」

　荷台に向けて怒ど鳴なる。

「わ、分かりました！」

　言われた子分はコク、コクと頷うなずいた。

　スタニエフも訓練には参加してるけれど、やはりデスクワーク向きだ。

　対人戦闘に参加させるのは酷だろう。

「行くぞ、ジャイルズ！」

「おう!!」

　俺たちは馬車から飛び降りた。

　貴族としての素養なのか、幸いなことにボルマンは馬に乗ることができた。その技術をベースに、師匠の朝練では毎日騎乗の練習をしている。もちろん、騎乗戦闘も。

　だから「騎乗突撃」などという、転生前の川流大介ならおよそ考えもしないような選択肢が出てきたのだ。

　もちろん一ヶ月程度の訓練期間では何ができる訳でもない。けれども今は敵に姿を見せ、混こん乱らんを誘うだけでもいくらか違うはずだ。




　二人して馬に跨またがり、前方の父親の馬車に急ぐ。

　馬車の周りには、師匠と領兵が護りを固めていた。

　が、何やら揉もめているようだ。

「ならぬ！　お前たちはここで儂わしを護るのが仕事だろう!?」

　馬車の中から豚父の喚わめき声が聞こえる。

　その父に対し、騎乗した師匠が食い下がる。

「しかし、このままでは前の馬車は全滅しますぞ。前が終われば次は我々。今助けに入り、力を合わせて賊を退けなければ、数に劣る我々は皆討ち取られますぞ！」

「ええい、五う月る蠅さい！　そこをなんとかする為ためにお前たちがいるんだろうが!!」

　うん。話にならんね。

　ここは強引に行かせてもらうか。

「父上！」

　俺の呼びかけに、馬車から顔を出していた父親がこちらを向く。

「おお、ボルマン！　お前も早く馬車の中へ……」

「父上!!」

　叫び、父親の言葉を遮さえぎる。

「賊を蹴け散ちらしてまいります！　すぐに戻りますので安心してお待ち下さい。……行くぞジャイルズ!!」

　返事も待たず、馬を駆かけさせる。

「坊ちゃん!?」

「ま、待て！　ボルマン!!」

　背中から何やらおっさん連中の声が聞こえるが、無視する。

　馬の駆ける音から、ちゃんとジャイルズが続いているのが分かった。なかなか良い動きだ。

　まぁ、師匠に追いついてもらわないといけないから、早はや駆がけしてないんだけどね。




　すぐに後ろから新たな足音が聞こえてきた。

　言うまでもない。師匠だ。

　中年騎士は俺の馬に並走して叫ぶ。

「坊ちゃん、危ないですぞ！　お戻りを!!」

「戻らん！　このまま駆け抜けて敵を混乱させる!!」

　問答をしている暇はない。戦場はもう目の前だ。

「はぁっ！」

　俺は馬に鞭むちを入れた。

「ああもう、仕方ないですな！　儂が先陣を切りますから、坊ちゃんたちは後ろにお続きくだされ!!」

　師匠はそう叫ぶと、俺の前に出て剣を抜きはなった。

　刀身が青白く光り、光の粉が舞い散る。魔法剣というやつだ。

　なんか格好いいぞ、師匠！　ズルい!!

　殴り込み三人組は、師匠を先頭に、俺、ジャイルズと続く。

　前方で、騎乗の護衛騎士に挑んでいた二人の騎乗盗賊の内一人が、俺たちの接近に気づき、馬をこちらに向けた。

「抜ばつ剣けん!!」

　後ろのジャイルズに向けて怒鳴り、自分の剣を抜く。

　もちろん剣でやり合うつもりはない。ただの威い嚇かくだ。

　だがそれだけのことが、馬鹿にならない効果を生むはずだ。恐らく。たぶん。そうだと良いなあ……。

　騎乗盗賊が近づく。

　師匠は大きな動作をせず、そのまま突っ込んでゆく。

「ぶるぁあああ！」

　剣を振りかぶり叫ぶ盗賊。

　師匠はまだ動かない。

　そしてすれ違いざま、

「はっ！」

　キン！

　剣が打ち合わされる音が一度だけ聞こえ、盗賊が吹っ飛んだ。

　何をしたのか見えなかったぞ、おい。圧倒的過ぎだろ。さすが元王国騎士。

　俺たちは一いち陣じんの風となり、戦場を駆け抜ける。

「ウラぁあああ!!」

　叫び、迫り、すれ違いざま剣を振り、そのまま走り抜ける。

　主に師匠が。

　俺とジャイルズは喚かん声せいをあげ、何もせず、ただ走り抜ける。

　だが、戦いにおいて「勢い」は時に戦局を左右する。騎兵三騎の突撃は、盗賊たちに驚きよう愕がくと衝しよう撃げきを、護衛の兵たちに勇気を与えていた。

　瞬またたく間に形勢は逆転。最初の突撃で、敵は総崩れとなった。




　よし、と。

　二回目の突撃を行うために馬を廻めぐらせながら、心の中でガッツポーズをしたその時。

　視界の端にまずいものが見えた。

　森の近く。射い手ての隣にいた封術士の周囲に、何やら光る紋もん様ようが浮かんでいるのだ。

「封術が来ますぞ!!」

　師匠が吼ほえる。

　封術陣は、術者が前に突き出している右手を中心にみるみる大きくなり、その拳の先に、赤い炎を顕現させてゆく。

　その炎が人の顔ほどの大きさになった時、術者はその腕をゆっくりこちらに向けたのだった。

　ヤバい、狙ねらわれてる！　そう思った時だった。

　今まで動きがなかった貴族の馬車の扉が、バン、と音を立てて開かれた。

　そして、何かが飛び出す。

「え？」

　現れたのは、白いセーラー服のような衣装に身を包み、同じく白い帽子を被かぶった少女。

　俺ボルマンよりひとつふたつ年上だろうか。赤みがかった茶色の髪をなびかせて降り立った彼女の右腕には、白く輝かがやく高こう密みつ度どの封術陣が回転している。

「ずいぶんとやってくれるじゃない。誰に手をあげたのか、教えてあげるわ！」

　少女はそう叫ぶと、封術陣を纏まとった右腕を突き出した。

　その指先には、輝く小石が挟まれている。

　少女の登場を脅きよう威いと感じたのか、盗賊の封術士はこちらに向けていた封術陣が載った腕を、火の玉を、彼女の方に向け直した。

　そして、叫ぶ。

「火球フアイアボール！」

　腕の先から放たれた火球は、グルグルと回転し、炎の尾を引きながら、大人が走るくらいの速さで馬車に向かう。

　それは、この世界に来て初めて見る封術。

　意外と遅い。

　が、巻き込まれれば、またはかすっただけでも、大きなダメージを受けてしまうだろう。

　決して油断できるものではなかった。

「お嬢様!!」

　騎乗した護衛の騎士が叫び、馬を廻らせようとする。

　が、間に合わない。

　皆が息を呑のむ中、狙われた少女は意外なほど落ち着いていた。

　封術陣を纏った腕を、曲げた人差し指と親指で挟んだ輝く小石を、近づいて来る火球に向ける。

　少女は叫んだ。

「光弾連射バースト・ライト！」

　前に突き出した少女の指先から、小石から、眩まばゆい光を放つビー玉大の光弾が、三連射で撃ち出される。

　敵の火球より遙はるかに高速なそれは、レーザーのように一直線に飛び、正面から火球とぶつかった。

　ドォン!!

　一発目の光弾が火球を爆散させる。

　続いて二、三発目が敵の封術士と射手の背後の地面に着弾し、破は裂れつした。

　ドドン!!

　敵が吹き飛ばされ、宙ちゆうを舞う。

「わーお……」

　戦隊モノの爆発シーンのような光景に、思わず感嘆の声をあげてしまった。

　その声に、少女がジロ、とこちらを見る。

　不審げな顔。

　いや、うちら味方よ？　たぶん……。

「お嬢様！　お怪け我がはありませんか?!」

　領兵たちが盗賊の生き残りを捕ほ縛ばくする中、護衛の騎士が馬から下り、少女に駆け寄った。
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「何か、手伝うことはありますかな？」

　剣を収め、下馬した師匠が護衛騎士に話しかける。

　相手の騎士は、兜かぶとを脱いだ。

　……ちっ。なかなかのイケメンだ。二十代半ばくらいだろうか。

　イケメン騎士は、笑顔でこちらに会え釈しやくをした。

「助かります。捕らえた盗賊の数が多く…………て、え？　あれ？？？　ひょっとしてクリストフ殿じゃありませんか?!」

　驚いた顔で師匠に話しかけるイケメン騎士。

　話しかけられたうちの領兵隊長は、首を傾かしげた。

「ふむ。どこかでお会いしましたかな？」

「ええ、ええ。何年も前、一度だけですが、王国騎士団の演習場で、稽けい古こをつけて頂いたことがありました！　私がまだフリード伯はく爵しやくの騎士団に入ったばかりで、騎士見習いをしていた頃です。風の噂うわさに騎士団を辞められたと聞いていましたが、こんなところでお会いできるなんて!!」

　興奮してまくし立てるイケメン。

　あれ、ひょっとしてうちの隊長、有名人？？？

「おお、そういえば昔、フリード伯爵のところの若手騎士に、稽古をつけてくれ、と拝み倒されたことがありましたな。そうか、あの時の青年か。先ほどの戦い、見事でしたぞ！　どうやら相当研けん鑽さんを積まれたようですな!!」

「いえいえ、私などまだまだです。先ほどの素晴らしい騎乗突撃も、クリストフ殿であれば納得というものです！」

　どうやら二人は顔見知りのようだ。

　再会で盛り上がる二人。

　その様子を、腕を組み、不機嫌そうな顔で見つめる者がいた。先ほど見事な封術を披露した、白い服の少女である。

「ケイマン、知り合い？」

　イラついた顔で、腕を組んだまま尋たずねる少女。

　ケイマン、と呼ばれたイケメンは、はっとした顔で少女を振り返った。

「申し訳ありませんお嬢様。久しぶりの再会に驚いておりました」

　イケメン氏は師匠を手のひらで示して紹介する。

「こちらは、元王国騎士団、王都守備隊隊長のクリストフ・ゴードン殿です。クリストフ殿、こちらは私が仕つかえるジャックス・バルッサ・フリード伯爵の三女、エリス様です」

　紹介を受けて師匠が立りつ礼れいする。

　……っていうか、師匠って昔は結構偉かったんだな。王都守備隊隊長とか聞こえたんですががががが。

「ご紹介にあずかりました、クリストフ・ゴードンと申します。現在は、ゴウツーク・エチゴール・ダルクバルト男だん爵しやくにお仕えしております」

「だ、ダルクバルト男爵……」

　顔を顰しかめるエリス嬢。

　ああ、裏うら表おもてない娘こなのね。

「差し出がましくはございますが、我が主人のご子息をご紹介させて頂きたく」

「え？」

　さらに顔が引き攣るエリス。

　いや、そんなに嫌がらなくても。傷つくじゃんか。……まあしょーがない。呼ばれたことだし、行って来ようか。

　俺は馬を降り、彼らのところに歩いて行った。

「おお坊ちゃん。ご紹介しますぞ。こちら、フリード伯爵のご令れい嬢じよう、エリス殿です」

　嫌そうな顔の少女エリスに立礼する。

「お初にお目にかかります。ゴウツーク・エチゴール・ダルクバルトが長男、ボルマンと申します」

　俺を前にしたエリス嬢は、眉まゆを顰ひそめながら、しかし貴族令嬢らしく挨拶を返す。

「ジャックス・バルッサ・フリードの三女、エリスよ。この度は、ご助じよ力りよく感謝するわ」

　うわ、偉そう。

　まあ伯爵令嬢だしな。向こうは上級貴族、こっちは下級貴族だ。家柄は比べるべくもない。

　ちなみにフリード伯爵領は、うちの領地の北の北の北の北。王国最北東の領地で、北の海に面した豊かな土地だ。確か領都は港町で、うちの領地の東を流れるテルナ川の河か口こう付近にあったはずだ。

　そんなことを思い出しながら、俺は生意気な小娘に笑顔で一礼する。

「こちらこそ、助けて頂きありがとうございました。エリス殿の封術のおかげで命拾いしましたよ。……田舎いなか者ものゆえ、初めて封術というものを見ましたが、凄すさまじいものですね」

　俺の言葉に、お嬢様は少しだけ驚いた顔をしたが、すぐに先ほどまでのツンツン顔に戻る。

「ふ、ふんっ。確かにダルクバルトのような辺境だと、封術は珍しいでしょうね。特にさっきみたいのは。……言っておくけど、さっきの術は私が作ったオリジナルだから」

　ドヤ顔である。見事なドヤ顔である。

　ここはひとつ、おだてておくべきだろう。

「おお、それはすごい！　その歳としで独自の術を開発されるとは。どのような道でも、新しいやり方を生み出すのは至難のわざです。エリス殿は封術について、天てん賦ぷの才さいがおありなのですね」

　思いっきり持ち上げる俺。

　なにせプライドの高そうなお嬢様である。てっきり、鼻はな高たか々だかに喜ぶものだと思っていた。

　だが、反応は意外なものだった。

「……よく知りもしないことを、簡単に『天才』なんて言葉で片付けないで」

　冷たい瞳ひとみが俺を射い抜ぬいた。

　エリス嬢の物言いを見るに、どうやら彼女の地雷を踏んだらしい。

　無用なトラブルは避けたいので、素直に謝っておく。

「そうですね。創そう意い工く夫ふうを重ねて新しいものを生み出した方に『才能』は失礼でした。お詫わびの上で訂正させて頂きます」

　俺の言葉に、エリスはやや気まずそうな顔をした。

「わ、分かればいいのよ。うん。はたから見たらそう見えるみたいだし」

　おいおいおい。すげー自信だな。……いや、この言い方だと『天才』って言われ慣れてるのか。

「お嬢様は、王立封術院に学がく籍せきを置いて学ばれていますが、同時に学院の研究室ラボに籍を置くことを許された研究者でもあるのですよ」

　ニコニコとイケメ……若騎士が説明する。

「ちょっとケイマン、余計なこと言わないで！」

　眉を顰めて騎士を睨にらむ伯爵令嬢エリス。

　王立封術院は、ローレンティア王国で唯一の封術研究機関であり、学校だ。入学するには国内最難関と言われる非常に難しい試験を突破する必要がある。

　ましてその研究室に籍を置くことが許されるのは、独自の研究が認められた一握りの封術士のみ。生なま半はん可かなことではないことは、俺シロートにも分かる。

「へえ、それはすごい！　頑張られたんですね」

　と、意外なことに少女は、俺の言葉に一瞬驚いた表情を見せると、

「ま、まあね？　ちょっとだけ頑張ったわ。うん。ちょっとだけね」

　そう言って帽子を深く被り直した。

　が、ちらりと覗のぞく口元は、にんまりしている。

　なんだ。可愛かわいいところもあるじゃんか。

　まあ、うちの嫁エステルの方が可愛いけどね！　はっはっはっ!!

　そうして話していると、領兵に先導され、ガラガラと父親が乗った馬車が近づいて来た。

「坊ちゃん！　大丈夫ですか?!」

　うちの領兵が、こちらに向かって叫ぶ。

　さて。親父おやじさまに叱しかられるとしようか。勝手に飛び出しちゃったから、きっとおかんむりだろう。




　結論から言うと、父親に叱られることはなかった。

　いや、叱ろうとはしたのだろう。不機嫌そうに馬車から降りてきたのだが、降りてすぐにエリスが礼を言いに行ったのだ。

　権威と権力に弱い我が親父さまである。王国東部の実力者、フリード伯爵の娘を助けたと知るや、打って変わって上機嫌になった。

　その後、縛り上げた盗賊たちを両家の幌馬車に分乗させ、車列を作って出発する。

　先ほどの戦闘で、エリスの護衛に一人犠ぎ牲せい者しやが出ており、さらに二人が負傷していた。六名中三名死傷ということで、彼女の側の護衛は戦力低下が甚だしい。

　差し当たっての目的地は同じなので、盗賊の残ざん党とうの襲しゆう撃げきに備えて同行しようということになったのだ。

　エリスはともかく、彼女の護衛責任者であるイケメン騎士にはやたらと感謝されたので、まあ、そのうちいい事もあるかもしれない。あるといいな。

　目指すは次の街、タルタス。

　この地を治おさめるタルタス男爵が住む領都である。そこで盗賊たちを領兵に引き渡す。
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　タルタス男爵領は、西のミエハル子し爵しやく領と東のコーサ子爵領に挟まれた小領だ。

　ただし、領地のど真ん中を東西街道が貫いている為、その領都タルタスは宿しゆく場ば町まちとしてそれなりに栄えている。

　人口三千人。同じ男爵領とはいえ、我がダルクバルトの領都ペントとは規模も質も比較にならない。




　街に着いたのは、やや陽ひが傾かたむき始めた頃だった。

　市門に到着した一行は、守備隊に盗賊を引き渡し、事情を説明する。

　と、話を聞いた現場の責任者は顔色を変え、そのまますぐにタルタス男爵の屋敷に案内されることになった。




　タルタス男爵は気の弱そうな、痩そう身しんでちょび髭ひげの中年男性だった。

「この度は、我が領で賊の襲撃を受けられたとのこと。我々の取り締まりが至らず、大変申し訳ない」

　俺たち……豚父と俺、エリス嬢は今、応接間のソファに腰掛け、彼と向き合っている。

「また盗賊の捕縛と引き渡しにも協力頂いたとか。ご助力、感謝する」

　タルタス男爵は再び頭を下げた。

　聞けば、賊が現れたのは三ヶ月ほど前。これまでに領兵と冒険者のパーティーで何度か討伐を試みたのだが、その度に逃げられてしまい、捕まえられずにいたらしい。

　とりあえず賊の主だったメンバーは、今回の襲撃で死ぬか捕縛されている。あの盗賊団が大々的に悪さを働くことはもうないだろう。

　が、男爵の顔色は悪い。元々体が強くはなさそうだが、それだけではなさそうだ。まあ、理由は大体想像がつくけれども。

「それで、そちらはいくらで今回の件を収めるつもりかね？」

　我が父親が、まるで当たり屋のような台詞せりふをタルタス男爵にぶつけた。

「も、もちろん、貴公らの犠牲と損害に対しては、然るべく補償させて頂く。また盗賊の撃げき退たいと捕縛についても、相応の謝礼をさせて頂くつもりだ」

　男爵はどぎまぎしながら言い返す。

「『謝礼』ねえ。……それだけかね？」

　父親の因いん縁ねんをつけるような物言いに、男爵はさらに青ざめ、エリスはゴミでも見るような視線をこちらに向けた。

　いや、俺じゃないよ？

　親父が言ってるんだからね?!

　今回俺たちが盗賊の襲撃を受けたのは、ミエハル領とタルタス領の境界に近い、タルタス側の街道だ。

　東西街道自体は幹線なので国が管理しているが、街道周辺の治安維持は、各領が担うことになっている。

　つまり今回の場合、タルタス男爵に盗賊を取り締まる義務と責任があった訳だ。

　幹線街道の存在は、街道が通る領地に多大な経済的恩恵をもたらす。その対価として治安維持を義務づけられているのだから、義務の不ふ履り行こうが公おおやけになれば、その領地を治める能力がないと見なされかねない。

　事によると転てん封ぽうか、最悪、領地の取り上げすらあり得る。

　襲撃に遭ったのが平民、商人であれば、まだ話は簡単だった。彼らは直接国に、国王に訴えることができない。幾いくばくかの金を握らせて解決することもできただろう。

　だがタルタス男爵にとって不運だったのは、襲撃に遭ったのが貴族の娘エリスと、貴族エチゴールの親子だったことだ。

　貴族は、よその貴族とトラブルがあった場合、仲ちゆう裁さいや解決を国に求めることができる。

　特にエリスの家は王国東部に影響力を持つフリード伯爵家だ。怒らせれば、伯爵の訴えと人脈で国が動き、冗談抜きで領地召めし上あげの可能性もある。

　それは男爵の顔色も悪くなるだろう。




　話を戻す。

　要するに豚父が求めているのは、口止め料だ。

　盗賊の取り締まりに失敗した挙句、よその貴族が襲われたという醜しゆう態たいを、黙っているから金よこせ、と。まさにチンピラである。

　うちの親父のあからさまな要求に、絶ぜつ句くするタルタス男爵。軽けい蔑べつの目を向けるエリス。

　これはよくない。

「父上、ちょっとよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

　俺の呼びかけに、怪け訝げんな顔を向ける豚父。

「その橋、渡るにはちょっと危ない橋かもしれませんよ」

　俺は父親に真顔で言った。

「何が危ないというのだ？」

　憮ぶ然ぜんとして問うてくる父親。

　俺は言葉を選びながら、ゆっくりと説明する。

「我が家の立場が、悪くなる気がするのですよ。……先ほどの要求は、非常に危ない橋であるように思えます」

「な、うちは被害者だぞ！　なぜ立場が悪くなるんだ!?」

　俺の言葉に、父親が気け色しきばんだ。

「正確に言えば、うちは被害者ではありません。確かに盗賊と交戦はしましたが、あの時点で襲われていたのはフリード伯爵家の馬車で、うちの馬車ではありませんでした」

「だ、だが、あのままではうちも襲われていたぞ!?」

　そう。あのままではやられていた。

「おっしゃる通りです。ですが実際、襲われたのも被害が出たのもエリス殿の一行です。我が家は独自の判断でフリード家に加勢し、協力して賊を撃退。幸いなことに被害を免まぬがれました」

　俺は一息つき、出されたハーブティーに口をつけると、話を続けた。

「このような状況で、我が家がフリード伯爵家を差し置いてタルタス殿とその交渉を行うのは、如何いかがでしょうか？　フリード伯爵からすれば、自らが主導すべき件で、立場を侵おかされたように思われるのではありませんか？」

「む、むう…………」

　父親は視線を落として唸うなり始める。

　さて。この話、どうやってオチをつけようか。

　治安維持の失敗を理由にタルタス男爵を脅すのはマズいというのは、父親も今の説明で分かってくれただろう。彼もフリード伯爵の不ふ興きようを買ってまで何かすることはないはずだ。

　だが、何も得るものがないでは納得すまい。何かエサが必要だが……。

　ちらり、と関係者を見た。

　タルタス男爵は俺と父親のやりとりを、不安そうな表情で見守っている。

　彼が守りたいのは、領地。そのためには、うちとフリード伯爵家を説得しなければならない。だが、彼自身は手元にある自分の武器に気づいていない。少なくとも現時点では。

　一方のエリスは値踏みをするような目でこちらを見ている。

　彼女の後ろにはフリード伯爵がいる。会ったこともない伯爵だが、まともな人物なら、今回の件の説明と、しかるべき賠ばい償しようをタルタス男爵に求めて来るだろう。場合によっては彼の責任を公に問うかもしれない。

　だが、うち（ダルクバルト男爵家）に対しては借りができた状態だ。

　……ふむ。

　誰から、何を引き出すか。

　俺は頭の中に、三者の関係を描き、考える。

　この中で一番有利なのはうちだ。

　フリード伯爵には娘エリスを助けた件で、タルタス男爵には盗賊討伐と治安維持の失敗を黙っている件で、それぞれ貸しを作れる。

　一方で、一番不利なのはタルタス男爵だ。うちにも、フリード伯爵にも負い目と借りを作ってしまった。

　と、なれば、鍵かぎを握るのはフリード伯爵となる。

　かの人物へのアプローチ次第では、この関係をうちが主導して整理できる可能性がある。

　この場にいるエリス嬢、そして護衛責任者のイケメン騎士、この二人をうまく使わなければならない。

　父豚は先ほどから、うんうん唸っている。

　あとの二人は、それを黙って見守っている。

　俺はじっくり考えた末に、口を開いた。

「父上、治安維持責任の追及についてはフリード伯爵にご判断頂くとして、我々は盗賊撃退の功績について主張させて頂くというのは、如何でしょうか？」

「だが討伐の謝礼についてはさっきタルタス殿に確約してもらったぞ。今更何を主張するのだ？」

　父親は「何を言ってるんだお前は」という顔でこちらを見た。

「それは盗賊の討伐と捕縛についての謝礼ですよね。ちなみにタルタス卿きよう、謝礼の額はいかほどになりますか？」

「そ、そうだな……」

　話を振られたタルタス男爵は、視線を宙に漂わせて数瞬考えていたが、間もなくこう提案してきた。

「冒険者ギルドには、賊一人あたり千セルーの報奨金で依頼を出していた。今回は十人だから、一万セルー。さらに盗賊団を壊滅させた場合は別に一万セルー出すことにしていたから、合わせて二万セルーになる。その金額をフリード殿とダルクバルト殿で割って一万セルー。襲撃へのお詫びの意味で倍に上乗せして、二万セルーでどうだろうか？」

　ユグトリア・ノーツの世界の通貨単位は、セルーという。一いち概がいに言えないが、一セルーは大体百円くらいにあたる。

　ＨＰ回復アイテムであるアップルキャンディは一個八セルー＝八百円、安めの宿屋への宿泊が一人一泊二十セルー=二千円くらいだろうか。

　男爵が提案してきた二万セルーは、約二百万円。ダルクバルトの農民の世帯年収の倍、村ひとつの年間予算に匹ひつ敵てきする。

　決して少ない額ではない。

　が、襲撃に巻き込まれた詫び代を含むと考えると、どうだろうか。

「なるほど。……ちなみにエリス殿、これはタルタス男爵家から我が家への謝礼の額ですが、第三者の立場からどう思われます？」

　俺は、隣に座りここまで黙って話し合いを観察していたエリス嬢に話を振った。

　彼女はこのタイミングで話を振られると思わなかったようで、一瞬驚いた顔をした後、口を開いた。

「そ、そうね……。盗賊討伐の謝礼としてはギリギリ許きよ容よう範はん囲い、といったところかしら。うちなら倍は出すでしょうけど」

「ぐ……」と言葉に詰まるタルタス卿。

　エリス嬢、グッジョブ！

　俺はさらに追い討ちをかける。

「私としては、あそこで我々が盗賊に敗れていた場合に考えられるタルタス卿の出費、処遇から、『盗賊撃退の功績』について、主張させて頂きたいと思います」

　俺の微び笑しように、タルタス卿の顔がさらに青ざめた。

「さてエリス殿。これは仮定の話ですが、あの襲撃の際、我々が参戦しなければどうなっていたと思われます？」

「……なんで私に訊きくのよ？」

　嫌そうな顔をするエリス嬢。

　さすが封術の才さい媛えん。自分が交渉のダシに使われているのに気づいたかな。

「我々の交渉で我々が話をしても説得力に欠けるでしょう。エリス殿であれば、ある程度客観的にお話頂けるのではないかと思いまして」

　はあ、とため息を吐つく令嬢。

「……分かったわ。その代わり簡潔にいくわよ？」

「お願いします」

　俺は頭を下げた。

「ダルクバルトの加勢がなければ、うちの護衛は全滅。私は人質にとられていたでしょうね。その後、盗賊はダルクバルトの馬車を襲撃。ダルクバルト卿も人質になっていたでしょう」

「身みの代しろ金きんは？」

「タルタス卿が出せる限界まで金額を吊つり上げるわね。間違いなく。私とダルクバルト卿には、それだけの価値があるわ」

「ありがとうございます。客観的なご意見、助かりました」

　笑顔でお礼を言うと、エリス嬢は、ふん、と鼻をならしてそっぽを向いた。

　俺は真っ青になっているタルタス卿に向き直った。

「さて、タルタス卿。我々が参戦しなければ、以上のような展開となったでしょう。またそこまで話が大きくなれば、治安維持の不備を隠し通すことは不可能。よくて転封、悪ければ廃はい爵しやくされていたでしょう。我々が盗賊団を撃退したことには、それだけの価値があるのです。貴方あなたはその価値に、いくらの値段をつけますか？」

　タルタス卿はプルプル震えながら俺の話を聞いていたが、やがてガックリと肩を落とした。

「いくら出せばいい？　希望の額を言ってくれ」

　今回の盗賊事件における、うちとタルタス卿の交渉が終わった瞬間だった。

「六万セルー（約六百万円）でどうですか？」

「「え？」」

　俺の提案に、タルタス卿はキョトンとした顔で気の抜けた声を返した。

　同時に似たような声をあげたのは、俺の右隣に座るエリス嬢だ。

「先ほどの話の中で、エリス殿から『フリード家ならば四万セルーは出す』という話がありました。ですから、討伐の謝礼と詫び分が四万、あなたの首を繋つなげることになった我々の決断と行動に二万の価値を認めて頂き、合計六万セルーということで如何でしょうか？」

「そ、それでいいのか？」

　タルタス卿は嫌な汗をかきながら、俺に尋ねてきた。

　恐らく、法外な金額をふっかけられると思ったのだろう。まあ、これまでの話の流れや、うちの評判を考えれば仕方ないけどね。

「構いません。我々としては我々の貢こう献けんが正当に認められ、速やかに謝礼と詫び金を頂ければ、それで結構です」

「ちょ、ちょっと待てボルマンっ」

　俺の返事に焦ったように叫んだのは、我が父親だった。

　父親は俺の腕を摑み、部屋の隅すみに連れてゆく。

　そしてヒソヒソと囁ささやいた。

「お前、あの様子ならもっとむしり取れるだろう？」

「あまりふっかけると話を纒まとめるのに時間がかかりますし、金額が大きくなれば支払いが遅くなります。その間にフリード伯爵から待ったがかかったら全すべて水の泡ですよ？」

　俺がじろりと睨むと、父親は「うっ」と言葉に詰まった。

「それにここで恩を売っておけば、この先、役に立つこともあるでしょう。父上、ここはひとつ六万セルーの即金払いということで認めて頂けませんか？」

　俺の言葉に、ゴウツークはしばらく唸っていたが、やがてため息をひとつ吐いた。

「……仕方ない。認めよう。その代わりここで売った恩を活いかす方法を考えろよ」

「もとよりそのつもりです。父上、ありがとうございます」

　こうしてタルタスとダルクバルト、両家の交渉は無事終わったのだった。




　交渉にかたがついた後、タルタス男爵は俺たちに屋敷に泊まるよう勧めてきた。

　ややほっとした顔をしている。

「今日はこの屋敷に泊まられるといい。ささやかだが晩ばん餐さんを用意させている。またエリス殿のご自宅には、早馬を走らせご報告させて頂くつもりです。手紙を書かれるようならお預かりするが？」

　男爵の言葉に、エリスが頷く。

「今回の襲撃で護衛に死傷者が出ました。報告の手紙を書くので、お願いします」

　そこで一度解散となった。





　　　　五






　晩餐は、ミエハル子爵家で供きようされたものには及ばないものの、十分に豪華なものだった。

　例によって我が父上殿の自慢話が炸裂したが、タルタス卿はどこかうわの空、エリスは無視を決め込み、俺はせっかくの料理に集中していたので、相変わらず一人で滑っていた。

　晩餐がお開きになると、それぞれが与えられた部屋に戻って行く。

　エリス嬢は手紙を書くと言っていた。

　父親はいつも通り。

　俺は部屋付きのメイドにあることを頼んだのだった。




「交渉が片付いた後でこうして面会を求めるということは、つまりまだ要求があるということだね？」

　テーブルをはさんで向かいのソファに腰掛けるタルタス男爵の頰は心なしか引き攣っていた。

　言葉遣いが先ほどより柔らかいのは、親父がいないからだろう。

「いえ、要求ではありません。ひとつご提案があり、話を聞いて頂きたく参上したのです」

　俺はなるべく柔らかい表情をつくり、男爵に話しかけた。

　ここはタルタス卿の書しよ斎さい。

　実は先ほどメイドに頼んだのは、彼に秘ひ密みつ裏りに取り次いでもらうことだった。

　晩餐前の交渉はいわば予備交渉。俺にとってはここからが本番だ。

「それで、提案というのは？」

　男爵が先を促うながす。

「はい。我々とタルタス殿との交渉は終わりましたが、フリード伯爵との交渉はこれからですよね？」

「ああ、そうだね」

　男爵は頷いた。

「勝算はおありですか？」

　遠慮のないストレートな質問に、痩身の貴族は苦笑する。

「勝算、か……。何をもって『勝ち』とするかによるな」

「今回の場合は、シンプルに『領地・爵しやく位いの維持』で良いのでは？」

「……君はなかなか言うね。まあ、その通りだが」

　視線を落とし、ため息を吐く男爵。

「それで、勝算はおありですか？」

「ないよ」

　男爵は即答した。

「フリード伯爵は海賊の親分のような気き風ふうの人だ。豪快で面倒見もいいが、その代わり、自分にも周りにもけじめをつけることを求める。間違いなく治安維持の責任を問うてくるだろうね」

　なるほど。エリスの父ちゃんは海賊、と。

「分かりました。では、ご提案です。フリード伯爵との交渉について、微び力りよくながら私にお手伝いさせて頂けませんか？」

「君がか？」

　目を見開くタルタス卿。

「はい。私が、です」

　笑みを浮かべ、頷く。

　タルタス卿は苦笑して首を振った。

「悪いが、その話は飲めないな。確かに君は弁べんがたつ。先ほどの交渉はしてやられたよ。だがこの件は、私と私の領地の問題だ。よその者に口出しさせる訳にはいかない。そんなことをすれば、それこそ領主としての責任を問われよう」

　まあそうだろうな。俺もそう思う。だが、その辺りは織おり込み済みだ。

「もちろん私が交渉に参加することはありません。私にできるのは、せいぜいフリード伯爵に手紙を書くことくらいですよ」

「手紙？」

　男爵の眉がぴくりと動く。

「はい。手紙です。内容は明かせませんが、色々な意味で私にしか書けないものです。タルタス卿に不利になることはありませんし、うまくいけば領地と爵位を守ることができます。どうでしょう。この話、乗りますか？」

「ふむ…………」

　視線をテーブルに落とし、考え込むタルタス卿。

　しばしの間があり、やがてこちらを見た。

「君ほどの交渉屋が出してくる提案だ。勝算があるのだろうな」

「なくはない、ですかね」

「やれやれ。その歳で可愛げのないことだ。それで、謝礼として如い何か程ほどを望むのかな？」

　どうやら話に乗ってきたようだ。条件は、もう決めてある。

「金銭的なものは、成功報酬で構いません。タルタス卿が今回の件で領地と爵位を守ることができれば、四万セルー（約四百万円）を頂きたく思います。領地・爵位を守ることができなければ、お代は頂きません」

「それはなんとまあ、欲のないことだね」

　男爵が目を細める。裏に何かあるのでは、と疑っているのか。

「私からすれば、手紙を一通書くだけの労力ですから」

「……それで、金銭以外の報酬は？」

　うん。よく話を聞いてるな、この人。男爵とはいえ、伊だ達てに街道沿いの良地を任されてはいない。




　その後の交渉で、男爵はこちらが出した条件に乗ってくれた。まあ、そんなに難しい条件ではなかったし、予定通りと言える。

　タルタス卿にその場で契約内容について一いつ筆ぴつ書いてもらい、無事契約を締てい結けつ。

　俺は自室に戻り、早速フリード伯爵への手紙をしたためたのだった。





　　　　六






　翌朝。

　朝食を終えた俺とジャイルズ、スタニエフは、領主館の敷地の入口付近にある守備隊詰つめ所しよを訪れていた。

　我がダルクバルト男爵家にも同様の役割の建物があるが、明らかにこっちの方が立派だ。なにせうちは木もく造ぞう平ひら屋や建だてだが、タルタスの守備隊詰所は石造の二階建てである。

　やはり街道沿いのお金持ち領は違う。

　思わず格差にため息を吐いてしまった。

　さて。昼過ぎに出しゆつ立たつすることになっているのでまだ時間はあるけれど、そこまで余裕がある訳でもない。さっさと用件を済まそう。

　一階の受付にいた領兵にタルタス卿の書状を渡すと、話が事前に通っていたらしく、間もなく奥の応接室のような部屋に通された。

　そこでしばし待つように言われる。

「坊ちゃん、ここに何しに来たんだ？　そろそろ教えてくれよ」

　ソファに座り部屋の中を見回していると、背後に控えたジャイルズが話しかけてきた。

　用件を告げずに連れて来たからな。

　守備隊詰所なんぞに何の用事があるのか、かなり気になっているようだ。

「昨晩、タルタス男爵とちょっとした取引をしてね。その取引でもらうことになったものを引き取りに来たのさ」

　そう答え、出されたハーブティーを啜すする。

　お茶を出してくれたむさ苦しい兵士が自ら淹いれてくれたであろうそれは、とてもぬるく、薄かった。

「取引ですか？」

　スタニエフが興味しんしんといった風に尋ねてくる。

「興味があるか？」

「はい。取引で得たものにも関心はありますが、むしろ交渉の内容と経過を知りたいです」

　さすが元商人の息子。そっちに興味を引かれたか。いい傾向だな。

「ああ。聞きたいなら後で馬車の中で詳しく話すよ。……どうやら引き取るブツが来たみたいだし」

　俺が顎あごで指し示した扉の向こうからは、何やら揉めるような言い合うような声が聞こえてきていた。




「失礼します！」

　ノックと声の後、バタン、と扉が開く。

　そこにいたのは、二人の領兵に腕を摑まれたローブ姿の少年だった。

「離せって。逃げたりしないよ」

　十代前半くらいに見える盗賊団の封術士は、枷かせをはめられたまま身をよじらせ、兵士たちの腕を振り払った。

「やあ。元気そうだな」

　俺が声をかけると、相手は嫌そうな顔をした。

「……お前か。辺へん境きよう貴き族ぞくのドラ息子が何の用だ？」

　そう言ってこちらを睨む。

　燻くすんだ金色の前髪が目にかかり、鬱うつ陶とうしそうだ。

「あれ、ひょっとして俺のこと知ってる？」

　首をひねると、少年は呆あきれた顔をした。

「昨日、馬車の中で自分で名乗ってただろ。ダルクバルトの息子だ、って。ダルクバルトの子豚鬼リトルオークといえば、東部じゃ有名なクソガキじゃないか。お貴族様の情勢に疎うとい俺でも聞いたことがある」

「それはそれは。光栄だね」

　大げさに手を胸に当て、一礼する。

「いやいやいや、褒ほめてないから」

　盗賊ボーイのツッコミが冴さえる。

「それで、俺に何の用だよ？」

　彼は、再び挑むような目で睨んできた。

「俺の奴ど隷れいになれ」

「はあ？」

　何言ってるんだこいつ、と言わんばかりに聞き返す少年。

「だから、俺の奴隷になれ、と言ってる」

「ふざけんな。なんで俺がお前の奴隷にならなきゃならないんだよ」

　昨日、馬車の中で話していて思ったんだが、こいつは色々勘違いをしている気がする。

「確認しときたいんだけど、君、自分の立場が分かってるかな？」

「……っ」

　言葉に詰まる少年。

「まず、俺たちが何者か、言ってみ？」

　少年は俯うつむいて唇を嚙かみ、黙っていたが、やがてボソっと呟つぶやいた。

「……貴族の身分を隠れ蓑みのにした、ご禁きん制せいのクスリの密みつ輸ゆ屋やだろ？」

　うん。やっぱり誰かになんか騙だまされてたね。

　昨日馬車で話した時、反応が妙みようだと思ったんだ。俺ひ達とのことを犯罪者呼ばわりするし。バックに何かついてるような物言いするし。

「俺たちのことを『密輸屋』だと言ったのは、誰かな？」

「……依頼人だよ」

「その依頼人とはどこで知り合った？」

「王都の冒険者ギルドで指名依頼が出てたんで、受けただけだ」

　なるほど。指名依頼か。騙しやすそうな若い封術士を一本釣りしたんだな。

　その後三十分ほどかけて、この跳はねっ返り少年から聞き出したところをまとめると、ざっと次のような話だった。




　依頼人から指定された場所は、王都の下町のとある集合住宅の一室。

　言われた通り夜中にその部屋を訪れたところ、白い仮面を被った男が待っていた。

　男は「ご禁制のクスリの密輸販売に、一部の貴族と大手商人が絡んでいる」と説明。

「さるやんごとなきお方の命で秘密裏に事態を処理することになった。ついてはその実行部隊を封術で支援して欲しい」

　……と語ったそうな。

　怪しさを感じながらも、王家の家か紋もん入りの便びん箋せんに書かれた勅ちよく命めいを見せられ、好条件を示されたことから、依頼を受じゆ諾だく。至る現在、ということらしい。

　少年が盗賊と合流したのは、五日ほど前。タルタスの宿屋で案内役と待ち合わせし、領境近くの森にあるアジトに連れて行かれたとのこと。

　本人曰いわく、昨日の襲撃は「初出動」だったらしい。




「……そんな手に騙されたんですか」

　一緒にいたスタニエフが呆れ顔で呟いた。

「な、なんだと!?　お、俺は騙されてなんか……！」

「……いるんだよね。これが」

　俺がスタニエフの代わりに答える。

「いいか？　今の君の状況を簡単に説明するとだな。

　盗賊の一味として貴族の馬車を襲撃。

　しかし返り討ちにあって現行犯逮捕される。

　現在はタルタス領の守備隊に引き渡され、拘こう置ち中。

　強盗、盗賊行為は死刑なので、あとは絞こう首しゆ刑けいの時を待つのみ。

　……ざっと、そんなところか」
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「な、な、な…………、そんな馬鹿な!?」

　話を聞いていた少年封術士の顔が見事に青ざめてゆく。

「本当だよ。君が一緒にいたのはタルタス領で三ヶ月ほど前から暴れていた盗賊連中で、君が火球を撃ち込んだのは、フリード伯爵の三女で十二歳になる天才封術士、エリス・バルッサ・フリード嬢だ」

「なんだって？　それじゃあ、あれは『混沌に至る嵐カオス・オブ・ストーム』だったのか！」

「「「ぶっっっ」」」

　一いつ斉せいに噴き出す三人。

「……なんだそれは？」

　尋ねながら顔が引き攣る。

「王立封術院であの天才少女についたあだ名だよ。行く先々で、オリジナル封術やら、遠慮を知らない物言いやら、でかい態度やらで色々やらかした挙句、そんな風に呼ばれるようになってた。もっとも俺は金がなくて短期卒業したから、彼女と在籍時期が被ったのは半年だったけど」

「ああ、そうなんだ…………」

　俺たちは妙に納得してしまった。

　話を戻そう。

「エリス嬢は、兄君の結婚式に出席するためフリード伯爵領に戻る途中だったそうだ。ちなみに俺はミエハル子爵とご息女のエステル嬢に、婚約の挨拶に来た帰りだ。俺たちは、ご禁制のクスリとやらとはあらゆる意味で無関係。つまり君は依頼人に騙されたんだよ。まあ、騙されようが何しようが、盗賊行為をしたことには変わりないけどね」

　俺の無慈悲な宣告に、カタカタ震えだす少年。

「そんな……盗賊に偽装してるんだ、って言ってたのに…………」

　いやいや、盗賊そんなもんに偽装してどうするのかと。

　無関係の人間が見たら通報必至だし、仮にうちらがクスリの運び屋だったとしても、見た瞬間に即、敵認定だろう。偽装する意味がないわ。

「とにかく、このままだと君は盗賊の一味として絞首刑になる。助かる道は一つ。俺の奴隷になること。うちには戦力が必要なんだ。昨晩タルタス男爵と交渉して、君を奴隷にする権利をもらってある。あとは君次第だ。奴隷か、死か、自分で決めるといい」

「く……っ」

　少年は顔を歪ゆがめ、プルプルと震えながら床を睨み、考え始めた。




　それはどれほどの時間だっただろうか。

　長い逡しゆん巡じゆんの後、彼はポツリと呟くように言った。

「……俺を、あんたの奴隷にしてくれ」

「分かった。君を奴隷として、俺の管理下に置くことにしよう」

　こうして、訳ありの奴隷封術士が俺の仲間になったのだった。
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　この国、ローレンティア王国には、少数ながら「奴隷」という身分の者が存在する。

　彼らは犯罪を犯し、重罪ではあるものの死罪は免れた者たちだ。戦争の際に相手国の軍務についていた者も、これに含まれる。

　ちなみにこの国の国教のオルリス教では罪と罰ばつは個人のものとされているため、親族の連れん座ざは禁じられている。

　もっとも貴族の場合は「罰」ではなく、「貴族として相応ふさわしくない」として、家格を落とされたり、転封・領地召し上げなどの対応がなされるのだが。

　ゲーム内でゴウツークが横おう領りようで捕まったにも拘かかわらず、ボルマンが爵位を継ぐことができたのも、おそらくそういった事情なのだろう。

　もちろん領地が半分以下に減らされたのは、以前語った通りだけれど。

　さて。この「奴隷」だが、いざ主従関係を結んだとしても、反抗的だと扱い辛づらい。かといって暴力で従わせるのは、オルリス教の教えに反するらしい。

　では、どうするか。我らがオルリス教は、その点もきちんとサポートしている。まさに至れり尽くせりだね。




　今、俺たちの前にはオルリス教の神父がいて、盗賊ボーイの右腕に、ペンでなにやら封術陣のような模様を描き込んでいる。

　実は先ほど、俺も左腕に似たような模様を描かれていた。

　温おん和わそうなこの中年神父は、俺と少年の主従契約をとり持つため、タルタス男爵の依頼でこの守備隊詰所に足を運んでくれたのだった。

　今更ではあるけれども、俺はタルタス男爵の評価を改めていた。

　彼はやや気の弱い面もあるけれど、物事の判断力、実務能力は相当なものだと思う。それは昨日の交渉と、今日の諸々の手配で感じたことだった。

　小領とはいえ、伊達に街道沿いの領地を任されていない。一段落したら、ぜひ良い関係でやっていきたいものだ。

「お待たせしました。主従の紋もんをそれぞれ描き終わりましたので、契約に移りたいと思います。お二人とも紋を刻んだ腕を出して頂けますか？」

　神父の前に二人並び、拳を握った腕を出す。

　盗賊ボーイの生なまっ白ちろい細ほそ腕うでと、俺の太めの腕には、似て非なる紋が描かれている。

　横に立って気づいたが、こいつ俺と背の高さがいい勝負だ。つまり十代前半としてはかなり小柄と言えるだろう。

　神父は懐ふところから金と銀で装飾された大きめのロケットのようなものを取り出すと、そのふたを開けた。

　中には粒の粗い白い粉が入っている。

　彼はそれをひとつまみすると、二人の腕の紋に振りかけた。

「偉大なる神よ。ここに主従の縛しばりを為なすべき者あり……」

　その後、理解できない呪文のような言葉を唱えると、段々と二つの紋が金色の光を帯び始める。

「おお」

　思わず感嘆の声を漏らす。

　この世界の神は、目に見えて超常的な力を発はつ揮きするらしい。頭では理解していたことだが、あらためて自らの目で見ると、ちょっと感動。

　が、ここで問題が起きた。

「あれ？」

　首を傾げる神父。

　その視線の先に目をやると、少年の腕の紋の一部が光を失っている。

　そして数瞬の後、二人の腕に宿っていた光は、粒子のようになって霧む散さんした。

「ん～～？？？」

　少年の腕を取り、主従の紋を確かめる神父。しばらく観察した後、彼ははっとした顔をする。

「ああ、なるほどなるほど」

　納得したように少年の腕を離す。そして申し訳なさそうな笑顔で一言。

「申し訳ありませんでした。あなたは女性なのですね」

「「「ええええ～?!」」」

　神父の言葉に、俺と子分ズは耳を疑った。

「え？　冗談？？？」

　思わず神父の顔を見る。

　笑顔で首を振る神父。

　次に、隣に立つ盗賊ボ……ガールを見る。

　彼、いや彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「悪いかよ？」

「いや、だって、お前……」

　ぱくぱく、と声にならない言葉が出てくる。

　が、ローブからのぞく細い手足をよく見れば、確かに筋肉のつき方が男とは違う気がする。

「冒険者なんてやろうとすると、女ってのは色々危険なんだ。だからずっと『男』で通してきた」

　そう言って長い前髪をかきあげて見せたその顔は、よく見れば少女に見えなくもない。いや、ちゃんとすれば、結構な美少女になるだろう。

「噂の子豚鬼リトルオークは、わたしを奴隷にして慰なぐさみものにでもするのか？」

　どこか諦あきらめたような、冷笑的シニカルな目でこちらを見る少女。

「それも悪くないけど、生あい憎にくと俺には可愛い婚約者フイアンセがいるんでね。需要がないかな」

　俺の言葉にムッとする少女。

「可愛くなくて悪かったな」

「俺の婚約者フイアンセが可愛いって話だよ。君が可愛くないとは言ってないさ」

「そ、そうかよ……」

　なぜか顔が朱あかくなる少女。

　いやいやいやいや。別にフラグ立てるつもりないからね？

「さっきも言ったけど、我が領は戦力を求めてる。魔物相手に戦える戦力をね。だから君の封術士としての力を貸して欲しい。もちろん使い潰つぶすようなことはしない。戦う以上、安全にとはいかないが、他の仲間と等しく扱うことを約束しよう」

　真まっ直すぐ目を見て語りかける。

　するとショートカットの金髪少女は、ふん、と苦笑いのような表情を作った。

「わたしはあんたの奴隷になるんだ。何をされても文句は言えない。好きにしたらいいよ」

「だから、変なことはしないと言うに」

　どうも信用がなくて困る。

　まあ、ボルマンだからな。仕方ないか。




　神父は少女の腕に封術陣を描き直した。

　そして再び儀式にチャレンジする。

　神父の呪文で、白い粉をかけられた二つの紋は再び金色に輝く。

「おお……」

　二人の腕の上に浮かぶ光の粒子が橋のように繋がり、今度は欠けることなく、静かにそれぞれの腕の紋に吸い込まれていった。

「はい、これで完了です。お二人は主従の関係になりました」

　神父は俺たちに向かって微笑ほほえんだ。続けて、主従の関係について説明される。

「この契約により、従者は主人の言いつけに逆らうことができなくなり、主人は従者の行動に法的責任を負うこととなりました」

「うげ……」

　少女が顔を顰める。

「契約の解除条件は？」

　俺の問いに、神父は頷いた。

「この契約は、従者が死んだ時にのみ自動的に解除されます。それ以外で契約を解除するには、主従が揃った状態で、我々オルリス神官が解除の儀式を執とり行う必要があります」

「なるほど。では、俺の意思で彼女を奴隷から解放することもできる訳か」

「はい。ただ、彼女は自身の罪による罰として従者となりましたから、教会は五年間は解除の儀式を執り行うことはありません。先ほどの主従紋に、その期間も明記してあります」

「主人の変更は？」

「教会で対応させて頂きますよ」

　一通り訊きたいことを訊き終わると、神父は一礼して帰って行った。

　オルリス神官と直接会ったのは初めてだったが、悪い印象は持たなかったな。




　さて。部屋に残ったのは、三人の少年と一人の少女。

　俺たちには最後に、やらなければならないことがあった。

　それは、一番大切なこと。

「さてと。今日から俺は君の主人になる。ボルマン・エチゴール・ダルクバルトだ」

「坊ちゃんの付き人のジャイルズ・ゴードン」

「同じく、スタニエフ・オネリーです」

「君の名前を聞こうか」

　俺の問いに、少女は目を逸そらして答えた。

「カレーナ・サラン」

「カレーナ。これからよろしくな」

　新しく仲間になった少女は、居心地悪そうに「ああ」とだけ答えたのだった。
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　奴隷契約を終えると、もう昼前になっていた。

　一人増え、三人になった子分たちを引き連れ、屋敷に隣りん接せつする守備隊の演習場に向かう。

　午前中に済ませてしまいたい用事が、もう一つあるのだ。

　小学校の運動場くらいの大きさの演習場に着くと、早速、目的の人物を探す。

「お、やってるやってる」

　目的の人物は、予想通りそこにいた。

　演習場の真ん中に、人だかりができている。皆、この領の領兵たちだ。

　人だかりの中心では、二人の人物が剣を打ち合わせていた。二人とも、俺が知る人物だ。

「さすがフリード伯爵家の騎士殿。やりますな!!」

　激しい剣けん戟げきの中、我らが師匠が叫ぶ。

「なんの。そうおっしゃるあなたも全く衰おとろえがない。嬉しいですよ!!」

　相手のイケメン……エリスの護衛騎士が叫び返した。

　二人の打ち合いは、加速する。それは激しいダンスのように。

　剣速、剣筋、技、応じ技、反撃、受け流し、再反撃。ハイレベルの打ち合いは、凄まじい勢いで局面が変化してゆく。

　あまりの激しさに、二人を見守る領兵たちは、言葉もなく圧倒されている。

　正直、俺も度ど肝ぎもを抜かれていた。

　まさか師匠がここまでの剣士とは。

「ジャイルズ。お前の親父スゲーな」

　二人から目を離さず、隣のジャイルズに話しかける。

　僅わずかな間の後、返事があった。

「……全盛期のオヤジは、王国騎士団最強と言われてたからな」

　複雑そうな色が混じった言葉。

　息子として色々思うところがあるのだろう。




　猛烈な打ち合いは、ある瞬間、ふっと火が消えるように止まった。

　師匠が距離をとり、剣を下ろしたのだ。

「降参させて頂こう。これ以上は体力がもたん」

　そう言って笑う師匠に、イケメンが剣を構えたまま顔を顰める。

「何をおっしゃる。まだまだ戦う体力がおありでしょう？」

「我々は午後にはこの街を発たちますからな。貴殿との勝負は名残惜しいが、儂にも護るべき方がいるのだ。ここで体力を使い果たす訳にはいかぬ」

　そして若い騎士に笑いかける。

「それに、このまま続けても負けるでしょうからな。潔いさぎよく降参するのもまた生き方ですな」

　イケメンは、はぁ、とため息を一つ吐いて剣を下ろすと、空を見上げた。

「やれやれ。私もそれなりになったと思っていましたが、貴方にはまだまだ敵かなわないな。私は楽しさのあまり、本来の在りようを忘れるところでした」

「はっはっは！　それも若さ。伸び代がまだまだあるのは素直に羨うらやましいですぞ」

　二人は剣を収めて歩み寄ると、ガッチリと握手を交わしたのだった。




「ちょっと構いませんか？」

　領兵たちに囲まれ、握手と挨拶攻めにあっていたイケメンに、俺は声をかけた。

「おお、これはボルマン様。私に何かご用ですか？」

　周りを囲んでいた領兵たちを手で制止すると、騎士は俺のところにやって来た。

　ちなみに師匠も握手攻めにあっている。うちの領内では絶対見られない光景だな。

「実は頼みたいことがありまして」

「私にですか？」

　首を傾げるイケメン騎士。

　エリスではなく、自分に声をかけて来たことが不思議なようだ。

「ええ。伯爵令嬢たるエリス殿にお願いするのは気が引けますから」

　そう言って苦笑してみせる。

　これは半分噓うそだ。

　今回のミッションを進めるにあたり、エリスとイケメン、どちらが信用できるかを考えると、貴族の少女より主人に忠実な騎士の方が確実だと判断した。

「この手紙をフリード伯爵にお渡し頂けますか」

　俺は懐から手紙を取り出し、イケメン騎士に手渡した。

「ああ、そのくらいなら喜んでお引き受け致しますよ」

　彼は爽さわやかな笑顔で頷く。

「一つお願いなのですが、この手紙は今回の盗賊襲撃の報告をされた直後にお渡し頂きたいのです。できれば、エリス殿とあなたが報告を行い、タルタス男爵がお詫びの挨拶に行くまでの間だと有り難いです」

　タルタス男爵もエリス達たちに一日遅れてフリード伯爵に詫びに行く、と言っていた。

「つまり、渡すタイミングが重要、ということですか」

「そうです。同じ内容でもタイミング次第で意味合いが変わることは、往々にしてありますから」

　若騎士は「なるほど。確かに」と納得顔になり、郵便配達を引き受けてくれたのだった。




「坊ちゃん、なんで手紙を渡すタイミングまで指定したんです？」

　タルタス男爵の屋敷に戻る道すがら、スタニエフが尋ねてきた。

　うむ。良い質問だ。

「あの手紙は、伯爵がどの段階で読むかで印象がかなり変わるんだよ。盗賊襲撃の報告前に読めば『男爵家の跡あと継つぎごときが何言ってんだ』になるし、タルタス男爵と会った後だと『遅すぎる』。一番きちんと効果を発揮するのは、その間のタイミングなんだ」

　条件は二つ。

　一つ目は、盗賊襲撃の報告で俺たちの騎乗突撃とエリス救助の話が伝わり、ボルマンの評価が上がっていること。

　二つ目は、タルタス男爵への処置が確定していないこと。

　この二つの条件を満たしている状態で、あの手紙は最大の効果を発揮する。

「へえ。あんたも色々考えてるんだな。わたしには、さっぱりだけど」

　カレーナが少しだけ感心したように呟く。

「そうだろ。せいぜい尊敬しやがれ」

　得意げに胸を張る俺。

「子豚鬼リトルオークにも、考える頭があったんだな」

　封術士の少女は、にやりと笑った。

　うわー、ムカつくー。





　　　　◆






　昼食後、俺たちダルクバルト組はタルタスを出発した。

　屋敷の前には、タルタス男爵だけでなく、エリス嬢やイケメン騎士も見送りに顔を出してくれていた。

　フリード組は、死者の弔とむらいやら何やらで出発が一日遅れるらしい。

「兄の結婚式が終わったら、父とそちらに挨拶に行くことになると思うわ」

　赤茶髪の天才封術士、エリスが声をかけてきた。

「そんな、気にしなくていいのに」

　俺の言葉にエリスが嫌そうな顔をする。

「気にもするわよ。あなたに借りを作ったままにしておくと、後でとんでもない利息を要求されそうだもの」

「ソンナコトナイデスヨ？」

「うわ、噓くさ！　吐くならもっと真ま面じ目めに噓を吐きなさいよ。まったく。子豚鬼リトルオークの噂も、周りを油断させるためにわざと自分で流る布ふしたんじゃないか、って思えてくるわ」

「ソンナコトナイデスヨ？」

　いや、マジで。

「……まあいいわ。ダルクバルトの長男は油断ならない奴、というのが分かっただけでも収穫ね。うちと敵対関係にならないことを祈ってるわ」

「いやいや、うちとフリード伯爵のとこでは、勝負になりませんよ。同じ東部の領地同士、仲良くさせて頂けると嬉しいですね」

　エリス嬢は額ひたいに手をやって首を振った。

「はいはい、分かったわ。……とにかく、今回の件では助かりました。正式には改めて挨拶させて頂きます」

「分かりました。ご連絡をお待ちしてます」

　こうして俺たちは新たな仲間を増やし、方々に色々な布ふ石せきを打って、タルタス男爵領タルタスの街を後にしたのだった。


















　　　　一






　タルタス男だん爵しやく領りようタルタスを発たって二日。

　俺たちの馬車は東進してコーサ子し爵しやく領テンコーサにて一泊。そこから南下してダルクバルト北の隣りん領りよう、ミモック男爵領モックルの街に一泊。

　丘を下ればあと二時間で、懐かしい我が領都ペントに到着、というところまで来ていた。

　ここまでの旅はすこぶる順調だ。

　街道を移動中に二回ほど魔物の襲しゆう撃げきを受けたものの、こちらはクリストフと領りよう兵へいたちがあっさりと無力化してしまった。

　つくづく思う。

　人に恵まれたものだなー、と。ボルマンて実は勝ち組だったんじゃね？

　ちなみに魔物との交戦の際には、俺たちも戦闘訓練の一いつ環かんとして手負いの魔物と戦わせてもらったりしていた。




　そして今、俺たちの馬車の前、五十メートルほど丘を下ったところに魔物がいる。

　数は五体。手製の武器を携たずさえて正面に立ちはだかり、道を塞ふさいでいるのだ。

　もはや見慣れた、緑色で背が低い人型の生物。そう、ゴブリンたちだ。

　一匹、背が高めで剣を持ったやつがいるが、あれは上位種のホブゴブリンだろうか。

「相手にとって不足なし。馬車は儂わしらに任せて、坊ちゃんたちだけで切り抜けてみられい！」

　師匠の檄げきが飛び、俺たち四人……俺、ジャイルズ、スタニエフ、カレーナは、馬車の前に出た。

　前にバッタにやられた時から、皆レベルが２～３上がっている。俺がＬｖ６、ジャイルズ６、スタニエフ５、カレーナは６だ。

　対するゴブリンのレベルは４～５。ホブゴブリンは５～６だ。同数なら優勢に戦える。

　今回、向こうが一匹多いことを考えれば、ほぼ戦力は拮きつ抗こうしている。師匠の言う通り、相手にとって不足なしだろう。

　ちなみにカレーナは現在三種類の封ふう術じゆつが使える。「火球フアイアボールＬｖ２」、「氷槍アイスランスＬｖ１」、「灯火トーチＬｖ１」だ。ついでに「スリＬｖ３」なんて特技を持っていて、色々ツッコミを入れたいところだが、なんか怖くて聞いてない。

　一方で、俺たち男組は最近、師匠から「返し斬ぎり」という技を教わっている。「受け流し」という技の発展技で、敵の打撃、斬ざん撃げきを剣を使って受け流し、その勢いを活いかして相手に斬りかかる攻防一体の技だ。ユグトリア・ノーツのゲーム仕様に準じるなら、攻撃力は通常攻撃の倍。さらに会え得とくすると他の剣技への発展が期待できる。すごく便利な技なのだが、残念ながらまだ誰も会得できていなかった。

「スタニエフはカレーナを護まもれ。カレーナは氷槍アイスランスの詠えい唱しようを。ホブゴブリンを狙ねらってくれ。俺とジャイルズは前に出て敵の進行を阻そ止しする」

　俺の指示で、子分三人は事前に打ち合わせておいたフォーメーションをとる。

　前にバッタにやられた時は、道みち端ばたに潜んでいた伏兵に奇き襲しゆうをくらって態たい勢せいを崩された。

　幸い今回は、見晴らしのいいなだらかな丘だ。しかもこちらが上で相手を見下ろせる。

　ここなら伏兵を恐れずに戦えるだろう。

「カレーナ、詠唱時間は？」

「六十秒ちょうだい」

　少女封術士は懐から封ふう力りよく石せきを取り出すと、石を握った右手を前に突き出し、詠唱を始める。

「スタニエフ、詠唱の間なんとか耐えてくれ」

「は、はいっ」

　スタニエフは青くなりながらも頷うなずいた。

　俺は前を向き、敵を睨にらむ。

「ジャイルズ、下り坂で早足になる。俺に歩ほ調ちようを合わせろ」

「分かったぜ」

　左隣のジャイルズが唸うなった。

「グギャギャ!!」

　その時、正面に対たい峙じしていたゴブリンたちが、手にしたボロボロの手て斧おのや棍こん棒ぼうを掲かかげ、一いつ斉せいにこちらに向かって走り出した。

「来たぞ。前に出過ぎるなよ！」

「おう!!」

　俺とジャイルズは、円形の皮の盾を左手に、右手に剣を構えて前に進む。ちなみにスタニエフも同じ装備だ。





　　　　二






「ギャギャ!!」

　五匹のうち、二匹が先行して丘を駆かけ上がって来た。

　背の丈は俺と同じくらい。ボロ布を纏まとった魔物は、坂を登っているにも拘かかわらず、かなりの勢いで突っ込んでくる。

　左の魔物が速い。

「ギャーッ!!」

「ふんっ!!」

　半歩前に出たジャイルズと、左のゴブリンが激突する。

　ジャイルズは手斧を振り下ろしてきた敵の一撃を、盾で受けていた。

　一瞬遅れて右のもう一匹が、手斧を振りかざして俺に飛び掛かってくる。

「はっ!!」

　バスッ、という音と衝しよう撃げき。だが、軽い。盾で受けた魔物の一撃は、普段の訓練で受ける師匠の斬撃に比べるとかなり軽かった。

　盾を少しだけ傾け、力を左外側に逃がす。勢いがついていた魔物は、わずかにバランスを崩しながら突っ込んで来た。

　一瞬の攻防。

　俺はそのまま盾を引き、体を左に回転させながら、右手の剣をゴブリンの首筋目め掛がけて振り下ろした。

　肉を斬る感触。赤い血が噴ふき出す。

　魔物はそのまま地面に倒れこんだ。

　俺はその姿を視界の端はしに捉とらえながら前を向くと、急いで地面を蹴けって後ろに飛び退のいた。

「ギャーッ!!」

　直前まで俺がいた場所を、先太りの棍棒が通過する。

　正面に別のゴブリンが迫っていた。

　敵は攻撃が空振りに終わるや体勢を立て直し、再び棍棒を掲げて踏み込んでくる。

　そして、衝撃。

「くっ！」

　受け流すために構えた皮の盾を、敵の棍棒が激しく打ちつける。

　棍棒はリーチがある分軌き道どうが読みにくく、さらに手斧より一撃が重いので、左腕に嵌はめた小型の皮の盾ではいなしにくい。

　ゴブリンは三たび得物を振りかざす。

「っ!!」

　受け流しに失敗して一撃を盾でまともに受けてしまい、こちらの体勢が崩されかける。

「ギャギャッ」

　その時、棍棒ゴブリンの背後にいた一匹が、俺の右側を走り抜け、馬車に向かった。

　あれは……ホブだ!!

「くそっ！」

　カレーナはまだ詠唱中だ。

　頼みの綱はスタニエフだが、ホブゴブリンがレベル６なら、格上を相手にすることになってしまう。早く加勢しないと、マズい。

　だが目の前のゴブリンは、簡単に行かせてはくれない。

　両手で棍棒を振りかぶり、渾こん身しんの力で振り下ろしてくる。

　　ドスッ！

「ぐっ！」

　　ドスッ!!

「ぐぅっ!!」

　繰り返される打撃に、盾を嵌めた左腕が痺しびれてくる。盾自体ももうボロボロだ。皮が抉えぐられ、衝撃を受け流せなくなっている。

　やばい。やばい！　やばい!!

　もう後がない。

　覚悟を決め、バックステップを踏んで敵から距離をとる。

「ギャ？」

　不思議そうに惚ほうけるゴブリン。

　俺は、左腕の盾を投げ捨てる。カタン、と音を立て、地面に皮の盾が転がった。

　同時に俺は、それまで片手持ちしていた剣に左手を添える。本来片手用の剣なので柄つかが短い。だが子供の手であればなんとか両手持ちできないことはなかった。

　そしてゆっくり剣先を持ち上げ、足を開き、上段に剣を構える。それはおそらく、ど素人には致命的な、隙すきだらけの構え。

「勝負だ、ゴブ公!!」

「ギャ──ッ！」

　俺が叫ぶと同時に、ゴブリンが踏み込んでくる。棍棒両手持ちの渾身の一撃。

　頭上に掲げた凶器が、俺の頭めがけて振り下ろされる。

　その瞬間、俺はすっ、と右足を一歩下げた。

「はぁっっ!!」

　　ガキッ!!

　掲げた剣の刃やいばと鍔つばで相手の棍棒を受け、そのまま右下に受け流す。

　衝撃とともに地面に打ちつけられる棍棒の先端。

　そのまま左手を離し、片手で剣を後方に振り抜く。

　　!?

　瞬間、剣の先端が青白い軌き跡せきを描いた。

　振り抜いた剣先は弧を描いて上を向き、自然に刃が返る。

「ギャ？」

　哀あわれな魔物が顔を上げた瞬間、俺はそのまま剣を右上から左下に振り下ろした。

　棍棒を受け流した勢いと、体全体の回転が乗った、会心の一撃。青い光を纏った刀身が、無防備な魔物を斬り裂さく。

　　バザッ!!

　ゴブリンの首から反対の腋わきまでが切断されて吹き飛んだ。残った半身は真っ赤な血を噴きながら地に倒れる。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　動どう悸きが速い。初めて剣技「返し斬り」に成功した。……と思う。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　俺は急いで後ろを振り返った。





　　　　三






　スタニエフは、踏ん張っていた。

　大人と子供ほど身長差があるホブゴブリンの剣が、何度も、何度も、様々な角度から打ちつけられる。

　それを皮の盾一枚で受け流し続ける、必死の形相のスタニエフ。もはや剣も持っていない。

　こいつは戦闘には不向きだと思う。運動神経も悪い。

　だが、挫くじけることなく俺たちと同じ訓練を受け続けていた。剣は下手でも、ずっと盾で、俺やジャイルズ、師匠の斬撃を受け続けてきたのだ。

　もしユグトリア・ノーツに「盾」という技能があったなら、そしてその特技があったなら、スタニエフはその道で生きることもできたかもしれない。

　彼の盾さばきは、それほどまでに見事だった。

　とはいえ、その盾ももう削られてボロボロだ。

　一いつ刻こくも早く、助けに入らねば。そう思い、駆け上がろうとした時だった。

「伏せろ、スタ公!!」

　スタニエフの背後で詠唱を続けていたカレーナが、封術陣を纏った右腕を前に突き出して叫んだ。

　そのタイミングで振り下ろされるホブゴブリンの剣。

「くっ!!」

　その時、敵の剣を受け流し続けていたスタニエフが初めて違ったモーションを見せた。

　左足を半歩踏み出し、左手の盾を振り上げながら敵の剣に当てに行ったのだ。

　これまでより一瞬だけ速い動き。

「ギャ？」

　今まで左右に受け流されていた剣は、トップスピードに乗る前に盾の縁ふちに当たり、そのまま斜め上に撥はね上げられる。

　刹せつ那な、スタニエフの盾が青白い軌跡を描いた。

「え?!」

　俺は驚きよう愕がくして立ち止まる。

「ええいっ!!」

　スタニエフは気合とともに盾を持った腕をしならせ、裏うら拳けんのように盾でホブゴブリンの顔を打ちつけた。

　　ガン！

　青く光る盾で顔を張られ、吹き飛ぶ魔物。

　そのままよろよろと地に倒れ、それでも尚なお立ち上がろうと敵が腕を立てる。

　その時、封術陣を腕に纏わせ、拳こぶしの先に尖とがった三十センチほどの氷ひよう柱ちゆうを浮かべていたカレーナが叫んだ。

「氷槍アイスランス!!」

　次の瞬間、カレーナの拳の先から氷柱が猛烈な勢いで撃ち出される。

　それは一直線に敵に向かって飛び、そしてその胸に突き刺さった。

「グ、グギャ……」

　自分の胸に刺さった氷柱を見て、不思議そうな顔をするホブゴブリン。哀れな敵は胸から背中まで氷の槍で貫つらぬかれ、表裏両方から血を噴き出しながら地に崩れ落ちた。

「はぁ、はぁ……」

　呼吸を乱みだしながら、その場にへたり込むスタニエフ。

　どうやら彼も、カレーナも無事なようだ。

　俺は、残る仲間を振り返った。




「こなくそぉお!!」

　ジャイルズは両手で剣を振りかざし、フラフラになっている目の前の斧持ちゴブリンに、跳び上がって斬りかかった。

　こちらも剣が、青い光を放ちながら力一杯振り下ろされる。

　　バサッ

　一いつ刀とう両りよう断だん。魔物は頭から股またまで斬り裂かれ、パタ、と倒れた。

　傍かたわらには斬り捨てられた魔物の死体が一匹。今やり合っていたのは二匹目らしい。

「次ぃっ!!」

　ジャイルズがこちらを振り返る。

　俺は腰に手をやり、ニヤ、と笑った。

　一瞬ぽかんとして、次に情けない顔をするジャイルズ。

「なんだよ。俺、最後かよ……」

　肩を落とす子分。

　ふむ。ここはひとつ、上司として慰なぐさめてやるべきとこかな。俺は彼のところまで歩いて行き、ポンポンとその肩を叩たたいた。

「まあまあ。皆、無事なんだ。それでいいじゃないか」

「ぐ、ぐぐ……」

　苦い顔をして唸るジャイルズ。

　あれ、だめ？

「何はともあれ、俺たちの初勝利だ。今は勝ったことを喜ぼう!!」

　そう言ってでかい子分の背中をぶっ叩いたところで、上からスタニエフとカレーナがやってきたのだった。

「やるじゃないか、スタニエフ!!」

　俺はやってきたスタニエフの肩を拳でどついた。

「っつ！　あ、ありがとうございます」

「正直、お前があんなにやれるとは思わなかったぞ！」

　いや、まじで。こいつが盾であそこまでやるとは、考えていなかった。

「そんな……褒ほめすぎですよ。結局、トドメをさしたのはカレーナですし」

「そんなことはないさ。盾一枚で格上かもしれないホブゴブリンとやり合って、カレーナの詠唱時間を稼かせいだじゃないか。大したもんだ！」

　ばん、と背中を叩く。

「げほっ、そ、そうですかね？」

「ああ。二匹倒したジャイルズ、迫る敵に動じることなく詠唱を続けたカレーナもよく頑張ってくれたが、お前も大したもんだ」

　いつもは落ち着いているスタニエフが、珍しく視線を彷徨さまよわせ、頭をかいた。

「ありがとうございます。坊ちゃんにそこまで言って頂けるなんて……光栄ですね」

　うん、うん、と頷く俺。そして残り二人の方を向く。

「ジャイルズとカレーナもよくやってくれた。この戦い、誰が欠けても勝てなかったぞ」

「おうよ」

　片かた頰ほおを上げて嗤わらうジャイルズ。

「あんたって意外と…………まあ、いいか」

　何か言いかけて、片側だけ苦笑いのような、呆あきれたような顔をするカレーナ。

「ここまでやれれば、師匠も俺たちだけでダンジョンに潜ることを認めてくれるだろう。前にも話したが、俺たちには時間がない。引き続きよろしく頼む」

「おう！」「はいっ」「はいはい……」

　三人三様に返事をする仲間たち。

　さて。一度馬車に戻って、師匠に報告しようか。





　　　　四






「見事な戦いぶりでしたぞ！」

　四人で馬車に戻ると、師匠が暑苦しい笑顔で出迎えてくれた。

「なあ、一つ訊ききたいことがあるんだが」

「なんですかな？」

　早速、先ほどの疑問をぶつける。

「さっきの戦闘中、一瞬、俺たちの武器や盾が青く光ったんだが、あれは何なんだ？」

　訊かれた師匠は、ニヤリと笑った。

「それは祝しゆく福ふくの光ですな」

「祝福の光？」

　俺が首を傾かしげると、師匠はゆっくりと頷いた。

「熟練の戦士が特技を放つ時、ごく稀まれにクリティカルヒットが出ることがあります。我々は『戦士の祝福』と呼んどりますが、それが出る時には、武器の一部が青い光を放つのです」

「それがあの光？」

「はい。本来、滅めつ多たに見ることがないものなんですが……。ひょっとすると坊ちゃんは、特別な何かをお持ちなのかもしれませんな」

　師匠は目を細めて俺を見た。

「いやいや、武器が光ったのは俺だけじゃないぞ。ジャイルズもそうだし、スタニエフなんか盾が光ってた」

　実は特技がらみの何かなんじゃないか、と思ってはいた。実際、自分自身『返し斬り』に成功した手て応ごたえはあったし。

　だけどそれじゃあ、スタニエフのあれは何なんだ？

　盾の特技なんて「ユグトリア・ノーツ」にはなかったし、ネットの情報でも見た覚えないぞ？

　師匠は熟じゆく考こうするように語り出す。

「それですなあ。戦士の祝福は滅多に出るものじゃないんですが。普通は何十回、何百回と戦って一度出るかどうか。腕にも左右されますが、まあ宝くじみたいなもんです」

　おお、宝くじ！　そういえばユグトリア・ノーツには宝くじイベントもあったな。

「それだけ出ない戦士の祝福が、一度の戦いで三人も。しかも盾の特技まで！　そんなものは、私も聞いたことがありませんぞ」

「そうか。師匠も知らないのか……」

　どうやらスタニエフのあれは、相当特とく殊しゆらしい。

「まあ、その辺のことは、馬車でステータスを調べてみられるとよいでしょう。何か分かるかもしれませんぞ」

　なるほど。ステータスか。確かに、何か変わっているかもしれない。後で確認してみるか。

　師匠は笑顔で、パン、と手を打った。

「さあ、あと少しでペントです。ゴブリンから魔石を回収して、とりあえず出発しましょう。アイテムを回収して街に戻るまでが戦闘ですぞ！　はっはっは!!」

　遠足かよ！　思わず心の中でつっこむ。まあ、勝って油断して他の敵にやられたら面白くないしな。

「やれやれ。さっさと片付けるとしようか」

　俺たちはゴブリンの胸を開き、体内に持っている赤く光る石……魔石を回収してまわったのだった。





　　　　五






「ところで、魔石って何なんだろうな？」

　幌ほろ馬ば車しやの荷台で揺られながら、子分たちに訊いてみた。

　実はユグトリア・ノーツのゲームには「魔石」なるアイテムは存在しない。魔物との戦闘後には、経験値と、運が良ければ魔物固有のアイテム、そして金セルーを直接入手していた。

　この世界の魔物は金セルーを落とさない。その代わり討とう伐ばつ者しやは、魔物の胸部に埋まっている魔石を抜き取り、冒険者ギルドに売って収入を得るのだそうだ。

　魔石の色や形は魔物によって異なっていて、それがクエストの討伐証明にもなる、という仕組みだった。

　アイテムも、人物も、イベントもゲーム通りのこの世界で、魔石の存在は今までのところ唯一、明確にゲーム内と違う点だった。

「魔石はアレだろ。魔物の腹にあって、冒険者ギルドで売れるやつだ」

　ジャイルズが「何言ってんだ」的な感じで返してくる。

「腹じゃなくて胸ですけどね。一説には、魔物の核かくとか、エネルギー源て言われてますよね」

　スタニエフがツッコみつつ補足してくれた。

「核はともかくエネルギー源はないだろ。魔物だってモノ食うんだし」

　スタニエフにさらにツッコミを入れるカレーナ。

「わたしら封術士にとっちゃ、封力石の入れ物扱いだけどね」

「え、そうなの？」

　カレーナの意外な言葉に驚き、思わず聞き返した。

　彼女は「え……」と一瞬呆ほうけると、小馬鹿にしたようにこちらを見た。

「常識だろ？　冒険者ギルドが買い取った魔石は全すべて教会が引き取って浄化してる。んで、オルスタン神聖国で神オルリスの力を封入して、封力石として教会やギルドで売られてるんだ」

　ドヤ顔で語るカレーナ。

　ちなみにオルスタン神聖国はこのローレンティア王国の北の海の真ん中に浮かぶ島国で、名前が示す通り宗教国家だ。

　オルリス教会の総そう本ほん山ざんがあり、ユグトリア・ノーツの主人公のパーティーメンバー、聖女ファティの出身地でもある。当然、ゲームでも一度は立ち寄る場所だ。

「へえ……。初めて知ったよ。じゃあ使い終わった封力石はまたギルドや教会が回収して、再生するのかい？」

「いや、使い終わった封力石はただの石になる。ほれ、見てみ」

　カレーナはそれまで手の中で弄もてあそんでいたものを、右手の平に載せて差し出してきた。

「へえ……」

　それは確かにただの石ころだった。

「こっちが使用前だな」

　ごそごそと腰こし袋ぶくろを漁あさり、左手に封力石を載せて見せてくる。こっちの石は、白い光を発していた。

「あ、さっきの戦闘で使った封力石はわたしの持ち出しだからな。ギルドか教会でちゃんと補ほ給きゆうしてくれよ」

　カレーナが口を尖らせて要求してくる。

「もちろん。ペントに戻ったら共同ギルド支部で買って来るから安心していいよ」

「……ならいいけどさ」

　金髪ショートの少女封術士は、ちょっと安心したように二つの石を仕し舞まった。

　今のやりとりにあった共同ギルド支部というのは、文字通り複数のギルドが共同で運営しているギルド支部のことだ。

　ダルクバルトはあまりに辺へん境きようのため、各ギルドが個別に支部を置いてもくれない。

　それでもギルドの需要はあるし、ギルド会員への最低限のサービスやら何やらは提供しないといけないから、僻へき地ちの領には共同の窓口を用意している。

　ペントの支部は冒険者ギルドと商人ギルドの共同窓口で、確か夫婦が運営していたはずだ。なんか簡易郵便局みたいだな。




「話が変わるんだが、さっきの戦闘で俺とジャイルズとスタニエフは特技を習得したと思う。一度ステータスを確認しときたいんで、皆、ちょっと見せてくれるか？」

　俺の言葉に皆ステータスを開き、それを自分のものを含めひとりずつ確認していく。

「ほうほうほう。これはこれは……」

　見てみると、全員レベルが上がり、Ｌｖ７になっていた。スタニエフは飛び級だ。




　名前：ボルマン・エチゴール・ダルクバルト

　称号：領主の後継者　Ｌｖ：７　ＨＰ：７００　ＭＰ：21

　ＳＰ：35

　特技：剣Ｌｖ４（剣の攻撃力＋20％）・受け流し（回避＋30％）

　・返し斬り（攻撃力＋１００％・回避＋30％）

　・脅しＬｖ４（消費ＳＰ５・敵ＳＰ15％減少）

　・交渉Ｌｖ５（交渉成功率＋25％）

　魔法・術：──







　名前：ジャイルズ・ゴードン

　称号：ボルマンの護衛　Ｌｖ：７　ＨＰ：７７０　ＭＰ：12

　ＳＰ：35

　特技：剣Ｌｖ４（剣の攻撃力＋20％）・受け流し（回避＋30％）

　・力動斬（攻撃力＋２００％・命中率－50％）

　・脅しＬｖ３（消費ＳＰ５・敵ＳＰ９％減少）

　魔法・術：──







　名前：スタニエフ・オネリー

　称号：ボルマンの金庫番　Ｌｖ：７　ＨＰ：６３０　ＭＰ：21

　ＳＰ：30

　特技：剣Ｌｖ２（剣の攻撃力＋10％）・受け流し（回避＋30％）

　・盾Ｌｖ５（盾の守備力＋35％・回避＋35％）

　・弾撃打（盾の守備力＋２００％で攻撃）

　・挑発Ｌｖ２（消費ＳＰ５・10％の確率で敵に状態異常・興奮）

　・交渉Ｌｖ３（交渉成功率＋15％）

　魔法・術：──







　名前：カレーナ・サラン

　称号：ボルマンの奴隷（封術士）　Ｌｖ：７　ＨＰ：５６０　ＭＰ：35

　ＳＰ：21

　特技：挑発Ｌｖ２（消費ＳＰ５・10％の確率で敵に状態異常・興奮）

　・スリＬｖ３（成功率＋15％）

　魔法・術：〈封術〉・火球フアイアボールＬｖ２（消費ＭＰ10）

　・氷槍アイスランスＬｖ２（消費ＭＰ10）

　・灯火トーチＬｖ１（消費ＭＰ５）




　俺は「返し斬り（攻撃力＋１００％・回避＋30％）」を習得。

　ジャイルズは「力動斬（攻撃力＋２００％・命中率－50％）」を習得していた。

　それぞれ剣や封術のレベルも上がっていたが、特筆すべきはスタニエフだろう。なんと「盾Ｌｖ５　（盾の守備力＋35％・回避＋35％）」と「弾撃打（盾の守備力＋２００％で攻撃）」なる特技を習得していた。

「やっぱり。こんな特技見たことないな。大体さっきまで表示もなかった『盾』がいきなりＬｖ５ってどういうことよ？」

　見た瞬間、ついつっこんでしまう。

「あの、僕にもさっぱり……」

　スタニエフも困こん惑わく顔だ。まあ、師匠も首を傾げてたしな。

「普通、戦士を目指すなら剣や槍やり、斧の練習をするし、あえて盾の訓練なんてやらない。師匠の訓練を盾でこなすうちに練度が上がって、今までほとんどの人が気づかなかった特技を習得できた、ってことかな……」

　ぶつぶつ考えたことを呟つぶやいていると、ジャイルズに、ばん、と背中を叩かれた。

「まあ、いいじゃねえか坊ちゃん！　後衛を護る奴がしっかりしてねえと、俺らも安心して戦えねー。運動オンチなスタニエフもこれで引け目なく一緒に戦えるってもんだ」

　ああ、なるほど。

　ちょっと脳のう筋きんなジャイルズとツッコミを入れては締められるスタニエフ。仲が良いんだか悪いんだか分からないが、戦闘で活躍できなそうなスタニエフに対して、ジャイルズなりに思うところがあったんだろう。

「そうだな。スタニエフ、引き続き後衛カレーナの護衛を頼むぞ」

「は、はい!!」

　件くだんの盾の戦士は、コクコクと何度も頷いたのだった。




　間もなく馬車は、懐かしのペントの街に到着した。

　今回の旅で立ち寄ったどの領都より小さい田舎町。それでも自宅の門をくぐると、なんとも言えない安あん堵ど感かんに包まれた。

　まずは休もう。

　そして明日から領地と領民を護るため、着々とやるべきことをやってゆくのだ。





　　　　六






　我がダルクバルトの領都、ペントの街に帰ってきて一週間が経たった。

　師匠の朝練は相変わらず続けていてゲロを吐はく毎日だったが、先日のゴブ・ホブ戦で実力を認められた俺たちは、付き添いなしで街の外に出て魔物と戦う許可を師匠からもらったのだった。

　午前中はゲロを吐き、午後は街の周りで魔物を討伐する日々。




　そんなある日、俺は子分たちを自室に集め、現在俺たちが置かれた状況、つまり四年後に迫った魔物の襲撃について話をしていた。

「……という訳で、父上の討伐縮小政策により、我が領における魔物のリスクは年々高まっている。このままいけば、数年以内に我が領は壊滅の憂き目に遭うだろう」

　説明が終わり、事務机に頰ほお杖づえをついて正面に立つ子分たちを見ると、三人の顔は一様に青ざめていた。

「マジかよ……」

　ジャイルズが顔を引ひき攣つらせる。

「あんたの父親、本当ロクなことしねーな」

　カレーナは吐き棄てるように呟いた。

「何か対策は…………例えば、今からでも討伐の回数を増やすとかはできないんですか？」

　スタニエフは顔を歪ゆがめ、考えながら尋たずねてきた。

「一応父上にカドが立たないように言ってみたけど、ダメだったよ。あの人は贅ぜい沢たくと女にしか興味がないな。父上に頼らず自分たちでやるなら圧倒的にレベルが足りないし、高レベル冒険者を雇やとうには金がない」

　トン、トン、と指で机を叩く。

　正直なところ、手詰まりだった。

　魔獣の森の魔物をパーティーで相手にするなら、ゲーム後半のレベル……できれば四十以上、少なくとも三十五は欲しい。

　人を雇おうにもカネがなく、事業を興おこして金策しようにも元手すらない状態だった。

「…………」

　重苦しい空気が流れる。




　コン、コン

　その時、部屋の扉がノックされた。

　俺の部屋を訪れる人間など限られている。

「入れ」

　俺の言葉から一瞬遅れ、扉が開いた。

「失礼致します、坊ちゃん」

　そう言って入って来たのは、白髪の小柄な老人……執しつ事じのクロウニーだった。

　彼は先代、つまりボルマンの祖父の代からエチゴール家に仕つかえてくれている。もう七十も近いはずだが、ボケることもなく、背もピンとして仕事を続けている。

　かつてのボルマンが唯一、心を許していた相手で「じい、じい」と呼んで懐なついていた。

「どうした、じい。直接俺の部屋に来るなんて珍しいじゃないか」

　声をかけると、老執事は穏やかに微笑ほほえんだ。

「坊ちゃんに急ぎのお手紙が届いておりまして。僭せん越えつながら、じいが直接お持ちしました」

「手紙？　誰からだ？」

　じいは俺の前にやって来ると、胸元から封ふう筒とうを取り出し、渡してきた。

「タルタス男爵からでございます」

「タルタス卿きようか!!」

「はい。使者の方が『返信を頂きたい』と下でお待ちになっております」

　俺は手紙を受け取るとすぐにペーパーナイフで封を切り、中の手紙に目を通す。

「ほう、ほう、ほう。なるほどなるほど！」

　読み進めるうちに、次第に顔がニヤついてきてしまう。

「おい、顔が気持ち悪わりぃぞ……」

　カレーナが気味悪そうにこっちを見るので、ゴホン、と咳せきばらいして表情を戻す。

「坊ちゃん、何かいいことでもあったのか？」

　ジャイルズの問いに、頷いてみせる。

「金のあてができた。すぐに出発するぞ！」

「「「え?!」」」

　驚いて面白い顔をする子分たち。

「今日は泊まりになるからジャイルズとスタニエフは親に断ってこい。じい、父上と母上に『泊まりで隣領のモックルの街に遊びに行って来る。明日の昼には戻る』と伝えてくれ。タルタス卿の使者には『夕刻までに伺う』と」

　じいは一瞬、驚いた顔をしたが、すぐにいつもの穏やかな顔に戻り、一礼した。

「かしこまりました。お手紙の件は、旦だん那な様には？」

「内緒にしておいてくれ。あと、馬の準備を頼む」

「かしこまりました。お昼用にランチボックスも用意致しましょう」

　老執事はふたたび一礼した。

「よし。出発は一時間後。厩きゆう舎しやの前に集合だ！」

　号令一下、子分とじいは一斉に動き始めた。





　　　　七






　午前中にペントの街を出発した俺たちは、途中で昼食休憩を挟み、まだ日が高いうちに隣領の領都の街に到着した。

　途中、例の大バッタと野犬ワイルドドツグが現れたが、軽く蹴け散ちらしてやった。「封力石が惜しい」とカレーナが投石でバッタを倒していたのには唖あ然ぜんとしたけれど。

　後でステータスを確認したら、投石Ｌｖ３なんて特技が追加されていた。今度、皆で練習してみようかな。

　さて。隣領の街は田舎いなか街まちながらなかなか栄えていた。具体的には当社ペント比一・五倍くらい。

　ペントには一軒しかない宿屋が、この街にはなんと二軒もあった。しかも一軒はややハイソな佇たたずまいの上宿だ。

　タルタス卿は、その宿に昨日から滞在している、とのことだった。

　宿の受付で名乗り、タルタス卿の名前を出して取り次いでもらう。

　さすがに全員で行く訳にはいかないので、スタニエフのみを伴ともなって面会することにした。ジャイルズとカレーナはラウンジで待機だ。




　案内された部屋は、やはりというか当然というか、最上階のスイートルーム。さすがスイートと言うべきか。窓からは夕暮れの街が一いち望ぼうでき、その手前には応接セットが置かれている。

　十日ぶりに再会したタルタス卿は、先日会った時よりも明るい雰囲気を纏まとっていた。

「やあ、驚いたよ。てっきり明日の到着になると思っていたからね」

　そう言って手を差し出す男爵。

　俺はその手をしっかり握り返す。

「タルタス卿が自ら足を運んで下さっているのに、お待たせする訳にはいきませんから」

「ははは！　君のおかげで僕は領地と爵しやく位い、そして名誉を守ることができた。自ら足を運ぶのは当然さ。今後の君との関係を考えても安いものだよ」

「買いかぶりかもしれませんよ？」

　にや、と笑って見せると、タルタス卿は面白そうに笑った。

「僕も君には散々やりこめられたが、あのフリード伯はく爵しやくまで手玉にとるんだからね。これで君を評価しなきゃ、それこそ無能だ」

　なるほど。フリード伯爵のところのイケメン騎士はちゃんと約束を守ってくれて、あの手紙は思おも惑わく通りの効果を発はつ揮きしたのか。今度会ったらお礼しないといけないな。

　勧められるままソファに腰を下ろすと、スタニエフはごく自然に俺の後ろに立って控える。

　タルタス卿は向かいのソファに腰を下ろし、話し始めた。

「改めて礼を言わせてもらおう。君のおかげで首が繋つながったよ。ありがとう」

「お手紙、拝見しました。治ち安あん維い持じの責任を問われないことになった、と。私がどの程度お力になれたのか分かりませんが、とにかくおめでとうございます」

　俺の言葉に、タルタス卿は笑う。

「はは、どの程度もこの程度もないよ。全面的に君のおかげさ。なんせフリード伯爵自身がそう言ったんだ。間違いはないだろう」

「伯爵は、なんと？」

「『ダルクバルトの息子に助けられたな』と。君に感謝するように言われたよ。あと、手紙の内容について君から話を聞いておくように、とも言われたな」

　ほう、ほう、ほう。

　どうやらこちらの思惑通りの展開になったみたいだ。

「早速教えてもらいたい。君は、あの手紙になんと書いたんだい？」

　それまで笑っていたタルタス男爵の目が細められ、今度は真剣に問うてきたのだった。

「一言で言えば『今回の盗賊襲撃には、黒幕がいるかもしれませんよ』と。あの手紙にはそういうことを書きました」

　俺の言葉に、タルタス卿の目が見開かれる。

「黒幕だって？　それは一体どういうことかな？」

　そりゃあまあ、驚くよね。俺もカレーナと話してて初めて気づいたことだし。

「我々を襲った盗賊ですが、ただの野盗の集団ではなさそうです。これはうちで貰もらい受けた封術士が言っていたことですが、彼女は王都の冒険者ギルドで指名依頼を受けて、あの場にいたそうですよ」

「まさか。ギルドが盗賊の依頼なんて紹介する訳がない」

　ありえない、というように顔を顰しかめる男爵。

「ええ。もちろんそうでしょう。彼女は謎なぞの依頼人から『ご禁きん制せいのクスリの密みつ輸ゆ組織を摘発する仕事』と説明されたそうです。ご丁寧に王家の家か紋もん入りの勅ちよく命めい書しよまで見せられて。実際、私が状況を説明するまで、本人は盗賊に荷担しているなんて露つゆほども思っていませんでしたよ」

「そんな、まさか…………」

　タルタス卿は顎あごに手をあて、何事か考えるように押し黙った。

「一度、牢ろう屋やにいる盗賊の生き残りを尋じん問もんしてみてはいかがでしょうか」

　俺の言葉に男爵は首を振った。

「それはできない」

「なぜです？」

「君たちがタルタスを発った翌日に、皆、牢の中で死んでしまったからだ」

「へ？」

　思わず間の抜けた聞き返し方をする。

「ふふ。君でも驚くことがあるんだな」

「そりゃあ驚きますよ！　死んだって……自殺ですか？」

　男爵は首を振る。

「分からない。君たちが発った翌日、エリス嬢と我々もタルタスを出発したんだが、その晩のうちに盗賊全員が泡を吹いて死んだらしい。私も家令からの手紙で知ったんだよ。『死因は不明。調査中』とね」

「なるほど。タルタス卿はフリード伯爵との面会の後、すぐにこちらに向かって下さったんですね？」

「ああ、その通り。私もまだこの件の詳しい報告は受けてないんだ。だけど君の話が事実だったとしたら、盗賊たちは何らかの方法で黒幕に処分された可能性がある。そうは思わないか？」

「確かに……」

　背筋に冷たいものが走る。

「まあ、詳しいことは帰ってから確認するよ。よければ君のところの封術士にも、知ってることを訊いてくれると嬉うれしい。謝礼は別に用意するから」

「分かりました。盗賊連中についてもう少し詳しく訊いてみましょう」
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　タルタス卿はため息を一つ吐つくと、話を変えるように顔を上げた。

「ところで、もう少し手紙について訊いてもいいかな？」

「もちろん。なんでしょう？」

「君の書いてくれた手紙に、黒幕のことが書いてあるのは分かった。……だけど、それと私の治安維持責任には直接的な関係はないよね？」

「そうですね」

　思わず苦笑する。

「では、なんでフリード伯爵は、私への責任追及をやめたのかな？　『海かい賊ぞく伯はく』なんてあだ名のあるあの人をどうやって手玉にとったのか。ぜひ教えてもらいたいな」

　男爵は、ニヤリと笑った。

　さすがタルタス卿。鋭いな。

　黒幕の存在と、領主の治安維持責任。その二つを繋ぐには、もう一つロジックが必要だ。

「仰おつしやるとおりです。黒幕がいようがいまいが、領主の治安維持責任は免れません」

　うん、うん、と頷く男爵。

「ところでタルタス卿は、黒幕がいたとして、そいつの目的は何だと思いますか？」

「単純に『カネ』ではダメなのかい？」

　俺は首を振る。

「単にカネなら、もっと簡単で効率的な方法があるでしょう。強盗なんてその場限りの日ひ銭ぜにしか稼げませんし、次に繋がりません」

「ふむ……。わざわざ非効率な犯罪を仕組む理由、か」

　男爵は考え込む。

「…………なんだか、私に対する嫌がらせとしか思えないな」

　しばらく思し案あんしてポツリと呟いた言葉。

　そう。それが一つの可能性。

「誰か、例えば他の貴族や豪商に、恨みを買ったことってあります？」

「自慢じゃないが、我が家の存在感の薄さは代々の家か訓くんで意識してやっていることでね。私の知る限り、うちが恨まれるようなことは、まずないはずだよ」

　すごい家訓だな、それ。

「ではやはり、もう一つの可能性の方ですね」

「もう一つの可能性？」

「はい。何らかの意い図とで、あなたを失しつ脚きやくさせることですよ」

　タルタス卿の眉み間けんにシワが寄る。

「それは穏やかじゃないね」

「はい。ですが一番ありそうなことだと思いませんか？」

「だが、私は無む派は閥ばつだ。私を失脚させて得られるものがある人間などいないと思うが」

　果たしてそうかな。

「ちなみにあなたが失脚した場合、タルタス領は誰が治おさめることになりますか？」

「私には現時点で親族がいないから、貴族としての我が家はそこで途と絶だえることになる。領地は一度、国の管理となるだろう」

「その後はどうなります？」

　ふむ、と考える男爵。

「いくつか考えられるね。一つは、そのまま王家の直ちよつ轄かつ地ちになること。まあタルタス領はそこまで重要な土地ではないから、可能性は低いと思うけど」

　確かに。東西街道が通ってはいるけど、通過点の小領と言えばそれまでだ。

「二つ目は、功こう績せきの著いちじるしい家に与えるパターン。これはあり得ることだ。ただ選せん定てい基き準じゆんは王様の主観だから、狙って獲とるのは難しいよね」

　そういう意味では、豚父逮捕後にダルクバルトの半分を与えられたゲーム主人公の家は、王様からよほど目をかけられていたのだろう。

　まあ、父親も兄貴も王国騎士って設定だったからなあ。

「三つ目は……隣領に吸収されることかな。隣接領に統とう治ち能力のある有力な貴族がいる場合、一時的に預けたり、吸収合併することがある。私からすればあまり気持ちのいいことじゃないね」

「そうですね」

　俺は、相あい槌づちをうつ。

「…………」

「…………」

　しばしの沈黙。

　それまで微び笑しようを浮かべていたタルタス卿の表情が、急に厳しくなった。

「……まさか、それが狙いだと？」

「『この事件に黒幕がいる場合、その者はタルタス卿の失脚を狙っている可能性があります』と。手紙にはそれだけ書きました」

　男爵が額ひたいに手をやった。その顔はやや青ざめている。

「なるほど。東部の重じゆう鎮ちんであるフリード伯からすれば、ただでさえ揺ゆらいでいる王国東部の勢力バランスを、決定的に崩しかねない由ゆ々ゆしき事態だ。小領の領主の責任を追及している場合じゃないな」

　タルタス卿は顔を上げ、俺を見た。

「しかし、いいのかい？」

「何がです？」

「君は、君にとって重要な人物の企たくらみを、叩き潰つぶすことになるかもしれないよ？」

「私は、手紙を一通フリード伯爵に差し上げただけですから。書いた内容もただの可能性と憶おく測そくでしかありません。うしろめたいことはありませんよ」

　タルタス卿は、はあ、とため息を吐いた。

「しかし『彼』との関係は、ダルクバルトにとって重要なものだろう。彼の損失は君にとっても間接的な損失なんじゃないのかい？」

「私は犯罪者と組むつもりはありませんし、その力にすがろうとも思いません。ビジネスパートナーには誠実で堅けん実じつな人物を選びますよ。あなたのような、ね」

　男爵は一瞬ぽかんとして、その後、ふふふ、と笑った。

「やれやれ買いかぶりはお互い様か。君は『彼』ではなく私につくというのか。小領の領主に過ぎない私に」

「迷う余地もありませんね」

　ニヤ、と笑い即答する。答えはとうの昔に決まってる。

　タルタス卿は顔を上げ、面白そうに笑った。

「はははっ！　君は本当に大した男だよ。今や東部の者のほとんどが顔色を窺うかがう、あのミエハル子爵を見限るなんてね！」

　あ、もちろん娘エステルさんはちゃんと貰い受けますよ。何があってもね。

「まあ、こちらに被害が及ばない限り、特に敵対するつもりもありません。色々言いましたが、あくまで私の勝手な憶測ですから。証しよう拠こもありませんしね」

　俺の言葉に頷くタルタス卿。

「そうだね。とりあえず、私も首が繋がったことを喜んでおくよ」

　お互い笑い、お茶を口にする。

「さて、話が長くなってしまったね。本題に移ろう」

　男爵はそう言って、部屋の端に立っている若い従じゆう僕ぼくに頷いてみせる。

　隣室に向かった従僕は、間もなく二つの皮袋を持って現れた。

　目の前に置かれる皮袋。

　後ろに立つスタニエフと目を合わせ、心の中でハイタッチを決めて男爵を振り返ると、彼はニコニコしながらこう言った。

「約束の謝礼だよ。ミストリール金貨で二十枚、二十万セルー（約二千万円）ある」

「に、二十万?!」

　おいおいおいおい、ちょっと待て！　何だその大金は!?

「ちょ、ちょっと待って下さい。あの時、確か四万セルーって言いましたよね!?」

　タルタス男爵は、はっはっは！　と楽しそうに笑う。

「いやあ、やっと君を出し抜けたよ。わざわざ領地から護衛つきで運ばせといてよかったよ。すました顔で交渉する君をやりこめてみたいもんだと思っていたが、なかなか良い反応リアクシヨンをもらえたな」

　おいおい。なんだこのファンキーなおっさんは?!　護衛つきで運ばせたってことは、この袋の中身、本当にそれだけ入ってるってことか!!

「私を驚かせるためだけに用意するには、些いささか額が多すぎやしませんかね？」

「そうかね？」

　にやり、と笑うタルタス卿。

　いやいやいやいや。

「それで、本当はどういうことなんです？」

　尋ねる俺に、男爵はあっさりとした口調で答えた。

「前に君が言ってただろう。君たちの行動にいくらの価値があるのか、と。私は領地とうちの爵位を守れるなら、それだけ出しても惜しくない。そういうことさ」

　全く、これだから賢い人は困る。それは建て前でしょ。

「どれだけ僕を働かせるつもりですか？　そのお金、ドブに捨てることになるかもしれませんよ？」

「別に構わないさ。さっきも言ったが、これは君への正当な謝礼だ。もちろん君との関係強化、君への投資という気持ちもあるけどね。まあどちらにしろ、君がどう使おうと私に後悔はないよ」

　すました顔で答える男爵。この人もなかなか食えない人だな。

「分かりました。それでは、ありがたく頂ちよう戴だいしておきます。ご期待に沿そえるよう頑張ります」

「ああ、楽しみにしてる。君の力で好きなように東部地域を引っかき回すといい」

　タルタス卿はそこまで言うと、立ち上がり右手を差し出した。

「改めて礼を言うよ。ありがとう。何か困ったことがあれば言ってくれ。力になろう」

　俺も立ち上がり、その手を握り返す。

「今後ともよろしくお願いします」

「こちらこそ」

　そうして俺は、多額の謝礼ぐんしきんとビジネスパートナーを手に入れたのだった。
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　一階のロビーに戻ると、テーブルをはさんでジャイルズとカードをやっていたカレーナがこちらに気がついた。

「あ、遅かったじゃん。謝礼は約束通りもらえたのか？」

　言いながら彼女が持っていた最後のカードをテーブルに放ほうると、ジャイルズが頭を抱えて吠ほえた。

「ぐおおおお！　また負けかよ！　カレーナ、お前イカサマしてんじゃねーか?!」

「自分が弱いのを相手のせいにするのは感心しねーなあ。ま、仮にイカサマだとしても、それを見破れない奴はその時点で負けてるよ」

「ぁんだと、ゴルァ?!」

　ニヤ、と笑うカレーナと、いきり立って凄すごむジャイルズ。

　ジャイルズはこんなだが、根は意外と正直者だ。王国騎士だった父親の影響だろうか。ズルを嫌い、真っ向勝負を好むところがある。

　俺は二人のところへ歩いて行き、ジャイルズの肩をぽんぽん、と叩いた。

「まあまあ、落ち着けジャイルズ。お前の気持ちも分かるが、カレーナの言うことにも一理ある。正せい々せい堂どう々どうの一騎討ちもいいが、現実には相手が騙だまそうと罠わなを仕掛けてくることも多いからな。自分の『正しさ』を通したければ、相手の噓うそやズルを見抜く目も必要だということさ」

　ジャイルズが顔を顰める。

「……んなこたぁ分かってるよ。オヤジが身に覚えもないことで嵌められて騎士団から追い出されたの見てるからな。だけどさあ…………なんか腹立つじゃねーか！」

　ドン、とテーブルを叩くジャイルズ。

　向かいのカレーナはそれを見て目を細め、薄く笑った。

「なら精しよう進じんしろよ。世の中、そんなに優しくねーからな」

「ああ、騙されて盗賊の片かた棒ぼうを担かつがされたりすることもあるしな」

　俺が茶々を入れると、みるみるカレーナの顔が赤くなる。

「ちょ、おまっ、今それ言う?!」

　ぶっ、と噴き出すジャイルズ。

　俺は、パン、パン、と手を叩いた。

「はいはい、もうおしまいにして夕飯食いに行くぞ。タルタス卿から謝礼もらったからな。金は俺が出すから、何でも好きなもの食っていいぞ！」

「おおっ！！！」「マジかよ!?」

　食いつく子分たち。

　この宿にはいい感じのレストランが併設されている。これも経験だ。そこで食べさせてやろう。

　俺たちは宿に三部屋とってチェックインした後、食事に向かい、その晩彼らは、初めて食べるご馳ち走そうをたらふく腹に詰め込み、ご満まん悦えつで部屋に戻って行ったのだった。










　翌朝、俺たちは隣領の街を出発し、昼前にはペントの街に戻って来た。

　道中現れた四匹の野犬ワイルドドツグを、それぞれダメージを食らいながら殲せん滅めつしての帰還となったため、大事をとってその日は解散とする。




「お帰りなさいませ、坊ちゃん」

　エチゴールの屋敷に戻ると、小柄な老執事がエントランスホールで出迎えてくれた。

「ただいま、じい。すまないけど、これをしかるべく預かってくれないか」

　そう言ってミストリール金貨の詰まった二つの袋を渡す。

　ジャラ、という音のする袋を受け取ったクロウニーは、一瞬驚いた後、微笑を浮かべた。

「どうやら、首しゆ尾びは上じよう々じようだったようですね」

「ああ。約束を遙はるかに超える額を謝礼として預かったよ。これをこれからどう有効に使うか、考えないといけないな」

　後半は、ほとんど独り言だ。

　クロウニーは二つの袋を丁てい寧ねいに傍らのワゴンに載のせると、俺に向き直り、胸元から一通の手紙を取り出した。

「昨日、坊ちゃんにお手紙が届いておりましたよ」

「手紙？」

　差し出されたその手紙を受け取ると、少しだけ甘い香りが漂った。

「はい。婚こん約やく者しやのエステル様からでございます」

　俺は小こ躍おどりした。
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　じいから手紙を受け取った俺は、いそいそと自室に戻り、早速エステルからの手紙を読み始めた。

『ボルマンさま

　道中つつがなくご領りよう地ちまで戻られましたでしょうか。

　貴方あなたさまが出しゆつ立たつされた後なんとか我が慢まんしようと思っていたのですが、どうにも抑おさえられず、五日目にしてこうして筆をとってしまいました。

　ボルマンさまと過ごした二日間は、私にとって母と過ごした日々以来、久しく感じることのなかった幸せを感じることができた時間でした。

　できることならば、今すぐにでも空を駆かけ、貴方さまのもとに参りたいほどです』

「うおおおお──！！！！」

　手紙を広げたままベッドに倒れこみ、シーツの上をゴロゴロと転がりまわる。

　なにこの娘こ？　可愛かわいすぎるんですが!!

　ひとしきり転がりまわって悶もだえた後、ベッドに腰掛けて再び手紙に目を落とす。

　続きを読むと、約束通りダルクバルトを訪れたいが、準備にいくらか時間が掛かるであろうことと、エチゴール家として都合の良い時期はあるか、ということが書かれていた。

「よし!!」

　小さくガッツポーズする。またエステルに会える。それがとても嬉うれしい。

　なんせ前世では全く女性と縁えんがない人生だった。まともにデートしたことすらなかったのだ。こんな手紙を受け取って、舞い上がらない訳がない。

　日程の件、夕食の時に両親に相談しよう。

　そう決めて、すぐに返事の下書きに取り掛かったのだった。




　両親の反応は良好だった。

　息子の婚約者に会えることより、ミエハル子し爵しやく家けとの縁が深まることを喜んでいるようだったが、まあ、それはいいだろう。

　時期は、魔獣の森の間引きが終わる春先がいいが、細かい日程は俺とクロウニーに任せるとのこと。放ほう任にん主しゆ義ぎバンザイ!!

　季節的にはそろそろ秋も終わろうというところで、冬場は道の凍とう結けつや積せき雪せつ、寒さなどの移動の不便もある。春先に来てもらうというのは現実的だろう。四ヶ月も会えないのは残念だけど、準備期間だと思おう。




　夕食後、自室に戻り、早速エステルへの手紙を書き始める。

　二時間ほどかけて手紙を書き上げ、ベルでメイドのおばちゃんを呼んで手渡した。

　この手紙は、共同ギルド支部を通じて定期馬車に預けられ、最終的には現地の商人ギルドがミエハル子爵家に届けるはずだ。

　届くまで一週間から十日前後。

　しばらくは文通だが、それもこの世界らしくていいだろう。焦らなくても、半年も待たずに彼女はダルクバルトに来るのだから。




　おばちゃんが退室した後、俺は机に肘ひじをつき、物思いにふけっていた。

「グフフ……」

　思わず不気味な笑いが漏もれる。

　どこにデートに行こうか。景け色しきがいいところ？　領内のお店？　そんな場所も店も知らないぞ。うちの領内にあるのか、そんなところ。

「あっ……」

　そんなことを考えていて、やっと深刻な問題に気づいた。むしろ何な故ぜ今まで気づかなかったのか。

　領民感情。

　領民の、子供たちの、自分に対する恐れと怒りの混じった暗い視線。ボルマンのこれまでの振る舞いの代償。

「ヤバい…………」

　嫌な汗が背中をつたう。

　このままじゃ、間違いなくエステルに嫌な思いをさせてしまう。いや、言葉や態度だけならまだマシだ。下手したら石を投げられるかもしれない。

「まずいな。非常にまずい。なんとかしないと……！」

　思わず立ち上がり、あてもなく机の周りをグルグル回る。

　短期間に、エステルが来るまでの四ヶ月の内に、なんとかしなければならない。せめて石を投げられないくらいには。

　それに今後のことを考えれば、領民との関係は一刻も早く改善しなければならない最重要課題だ。いずれどこかの段階で向き合わないといけない問題だった。

　だが、今までが酷ひどすぎた。果たして彼らは俺ボルマンを赦ゆるすだろうか？

　それに、領主の息子が領民に頭を下げていいんだろうか？

「…………」

　わからん。無理じゃね？　色々と。

　いや、難問だということは分かっていた。それこそ、こちらの世界に来たその日から。いつか手をつけなければならない問題だと知りながら、気後れして先送りにしていたのだ。

「ちくしょう。なんでこう無理ゲーなんだ」

　俺は領民への謝罪と賠ばい償しよう、関係改善という難題に頭を抱えたのだった。




　一時間後。

　俺の目の前には執しつ事じのクロウニー……じいが立っていた。

　一人で考えていてもラチがあかないので、分かりそうな人間に頼ることにしたのだ。

「領民との関係改善でございますか？」

　小柄な老執事は、穏おだやかな微び笑しようをたたえたまま首を傾かしげた。

　クロウニーは不正で平民落ちした没落貴族の出だ。苦労して王都の執事学校を出たものの、出しゆつ自じと背の低さが嫌われて就職先がなく、エチゴール家に仕つかえることになったと聞いている。

　そんな経緯ながら彼はとても優秀な執事で、あの両親、俺ボルマンという悪環境の中、周りの信用を得ながらよく使用人たちをまとめている。

　人の感情の機き微びによく気づき、こういう局面での対処では頼りになるのでは、と思えたのだ。

　俺はもう一度、今度はつっこんだ内容を含めて説明する。

「領民との関係を改善したい。しかもできるだけ早急に。俺が今まで彼らにやってきたことは、じいも知ってるだろ？　どこからどう手をつけたらいいか分からないんだ。一緒に考えて欲しい」

「……さようでございますか」

　俺の言葉に、クロウニーは目を細める。そしてしばしの沈黙の後、口を開いた。

「長い時間がかかるかもしれません」

「分かってる」

「相手に屈くつ辱じよく的てきな態度をとられたり、言葉をかけられることもあるかもしれません」

「覚悟の上だよ」

　クロウニーが微笑ほほえんだ。

「……承知致しました。このじい、微び力りよくながらお手伝いさせて頂きます」

　こうして俺は、領民との関係改善について頼りになる相談相手アドバイザーを得たのだった。





　　　　二






　翌日。

　ペントの街にある道具屋の前に、俺たちはいた。

　道行く人々がこちらに一瞬だけ不安げな視線を向け、だがすぐに下を向いて早足で歩き去ってゆく。

　恐らく俺たちに乗り込まれる道具屋のことを心配しながら、でも自分まで巻き込まれたくないので、近づかないようにしているのだろう。

　ははは。まるで害獣扱いだ。

　俺は、ぶんぶんと頭を振り、子分たちを振り返る。

「それじゃあ、行くぞ。さっき話したようにやるからな」

「おう！」「分かりました」「分かってるよ」

　子分ズから一斉に声が返ってくる。

　俺は思い切って道具屋の扉を開けた。

「はい、いらっしゃ……ひいっ!?」

　店に入った俺たちの姿を見るや、悲鳴をあげて後ずさる禿はげ頭あたまの店主。

　地味に傷つく。が、まあその反応は分からなくもない。

　なんせ突然押し入って、店の売り物すべてを徴ちようは……ゼロセルーで買い取ったのが一年前の話だ。まだ心と懐ふところの傷が癒いえていないだろう。

「ここここれはボルマン様。ききききょうはどのような品をおお求めでしょうか？」

　額に脂汗を浮かべながら、泣きそうな笑顔で対応する店主。

「アップルキャンディを十個、オレンジキャンディを三個、グレープキャンディを三個頼む」

　そう言って皮袋を差し出す俺。

　ちなみにオレンジキャンディはＳＰ回復薬、グレープキャンディはＭＰ回復薬だ。

「か、かしこまりましたっ！」

　また「あるもの全部よこせ」と言われてはかなわないと思ったのか。店主は引き攣つった笑顔に涙を浮かべながら、必死で商品を袋につめてゆく。

「お、お待たせ致しましたっ。ご注文頂いた品でございます!!」

　両手で皮袋を差し出し、九十度の角度で頭を下げる店主。

　俺は袋を受け取り、尋たずねた。

「いくらだ？」

「は、は、はぁ？」

　店主はキョドりながら頭を上げ、死にそうな顔で俺を見つめる。

「お代はいくらだ？　と、訊きいてる」

　俺の問いに茫ぼう然ぜんとして、口をパクパクさせる店の親父おやじ。……こりゃあ、思った以上に重症だな。

「スタニエフ。いくらだ？」

　後ろに控えている我がパーティーの金庫番に尋ねると、すぐに答えが返って来る。

「アップルキャンディ十個で八十セルー、オレンジキャンディ三個で六十セルー、グレープキャンディ三個で九十セルー。合わせて二百三十セルー（約二万三千円）ですね」

　さすがスタニエフ。計算が速い！

　俺は店主に視線を戻した。

「……ということだが、金額はあってるか？」

　コクコクコクコクと、すごい勢いで頷うなずく店主。

「スタニエフ、支払いを」

　俺の言葉に金庫番が頷き、皮袋から銀貨と銅貨を取り出し、カウンターの上に置いた。

「二百三十セルーです。ご確認を」

　スタニエフの言葉に、店主は慌てて貨か幣へいを数える。

「た、た、確かに、頂ちよう戴だい致しました！」

　震えながらお金を仕し舞まう店主に、俺はさらに声をかけた。

「一年前、俺がこの店の商品を『ツケ』で全部買ったことがあっただろう。あの時の金額はすぐに分かるか？　分かるなら、今この場で支払っていこうと思うんだが」

　店主は再び、あんぐりと口を開けて固まった。





　　　　◆






　道具屋で過去に徴ちよう発はつした商品の代金三千セルー（約三十万円）を、一年分の利息と合わせて倍返しで支払ってから一週間。

　俺たちはその間、これまでにボルマンがやらかしてきた徴発や器き物ぶつ損そん壊かいなどの損害を「割増で補ほ償しようする」という活動を続けていた。

　もちろん名目は「ツケの支払い」だ。

　この「ツケを支払う」という形の補償は、じいが考えてくれた苦肉の策だった。貴族は平民に安あん易いに頭を下げてはならない。だが、料金や事故の補償をツケとして後日支払うのは、よくあること。だから支払いや補償がちょっと遅くなった分は、割増して渡す。

　そう理屈をこじつけ、一方的に相手に宣言し、お金を渡していった。

　それに対する領民の反応は、概おおむね道具屋と似たり寄ったりだ。

　まず突然現れたボルマンたちに驚き、震える。

　次に、その場で淡々と補償額を計算して提示するスタニエフのペースに飲まれる。

　最後にボルマンの指示でスタニエフから金を渡され、茫然とした状態で受け取る。

　大体そんな感じだった。

　じいの報告では、ペントの街では「ボルマンが来て補償して行った」とあちこちで噂うわさになっているらしい。

　ただ話を聞く限り、あまり好意的な受け止め方ではなく「今更人気取りか」、「何を企たくらんでるんだ」という反応がほとんどのようだが。

　まあいい。そんな簡単に領民感情が好転するなんて思ってないさ。

　それに、じいと考えた策はこれだけじゃないんだからね！





　　　　三






　ある日のお昼どき。

　俺たちは、ペントの街で唯一の宿屋の前に来ていた。

　この宿は一階に食堂を併設していて、昼の時間帯は飲食の客で賑にぎわう。らしい。初めて来る店なのでよく分からないけど。

　じいからはそういう風に聞いていて、実際目の前の店は繁はん盛じようして賑やかなので、やっぱりこれが日常なのだろう。

「坊ちゃん、本当に行くのかよ？」

　ジャイルズが眉まゆを八の字にして俺に確認する。

「行く。情報の発信源を押さえない限り、ネガティブな情報が出続けるからね」

　じいからの情報では、この店の女将おかみはとてもお喋しやべりで、街の噂話の発信源スピーカーらしい。俺の悪評も、彼女によって街中から吸い上げられ、拡散されているのだとか。

　前述の「今更人気取り」やらなんやらも、彼女の口を介かいして広まっているのかもしれない。

　本人は被害者に同情しているんだろうが、領民との関係を回復したいこっちにとってはたまったもんじゃない。

　まあ、これまで彼女は俺と直接の面識がなかったし、被害を受けてもいなかった。知らないからこそ悪口を言いやすい、というのもあったんじゃないかと思う。

　であれば、本当リアルの俺が直接顔を見せてやるというのは牽けん制せいになるだろう。

　そういう思おも惑わくと、領民の生活の実地調査を行うという名目で、今、俺たちはここに立っている。

「それじゃあ、行くぞ！」

　気合を入れ、宿の扉を開く。

　賑やかな喧けん騒そう。飯をがっついている男たち。ほぼ満席だ。

「はい、いらっしゃ…………」

　給きゆう仕じをしていたふくよかなおばさんが、俺たちの姿を見た瞬間に固まり、絶句する。これが噂を拡散する噂の女将だろう。

　何事か、ともそもそと振り返った客たちも、俺たちを見るとまるで森で熊と鉢はち合あわせしたかのように、ぽかん、と口を開けて固まった。

　騒がしかった店の中に、一瞬で沈黙が広がる。

　超・アウェイ万歳！

　だがこんなのは想定内だ。

「あ、あの、ボルマン様。き、きょうはなんでこんな安やす宿やどに？」

　女将が顔を引き攣らせて尋ねて来る。

　そんなにビビるなら、人の悪口を言い触らさなきゃいいのに。

「飯を食いに来たんだが？」

　昼飯まだだしな。

「う、うちで、で、ございますか?!」

「ああ。だが……随ずい分ぶんと繁盛してるじゃないか」

　そう言って店内を見回す。

　すると俺の言葉をきっかけに、すでに皿が空になりかけていた客たちが立ち上がった。

「お、お勘定っ！」

「俺も会計を頼む!!」

「釣りはいらないぜ！！！」

「俺もだ!!」

　みるみるうちに女将の手が銅貨でいっぱいになる。

「ちょっと！　あんたたち!!」

　女将が引き止める間も無く男たちは出口に突進し、転げるように店から逃げ出した。

　そんなに俺ボルマンが恐こわいかね？

「別に『席を空けろ』なんて言ってないんだけどな」

　そう言って再び店内を見回すと、逃げそびれた哀あわれな客たちは、怯おびえるように皿に視線を落とす。

「し、少々お待ち下さい！　すぐに片づけますので!!」

　女将はバタバタと空いたばかりのテーブルの上を片づけ始めた。

　俺は子分ズを振り返り、首をすくめてみせる。

　皆、ため息をつき、あるいは首を振り「やれやれ」といった態度を返してきた。

　……なんで？

「お待たせしました！　どうぞお座り下さいっっ」

　片づけられたばかりの四人がけの丸テーブルに、子分ズと座る。

　さて、オーダーだが……。

「初めて来たから、メニューがわからん。皆が食べてるのと同じものを四人前持って来てくれ」

「お、同じもの、ですか？」

　女将が無理して作った笑顔で尋ねてくる。

「今はランチタイムなので、シチューとパンのセットが一番出ていますが、その、貴族様にお出しするようなものでは……」

「じゃあ、それで」

「はぁ…………って、え？」

　女将が目を丸くして聞き返してくる。

「だから、そのセットを四人前頼む」

「い、いえ、ですが……」

「それとも、俺たちに出す飯はないと？」

　じろり、と女将を見る。

「めめ、めっそうもございません！　すぐにお持ち致します!!」

　彼女は慌てて厨ちゆう房ぼうの方に消えていった。





　　　　四






　うちの店に子豚鬼ボルマン様ご一いつ行こうが現れて二週間。

　まったく、なんでこんなことになっちゃったんだろうね。それまで普段と変わらない毎日が続いてたのに。

　あたしのうちはペントの街の小さな宿屋だ。

　宿と言っても、泊まっていく客は行商人や隣村から用事で来た人くらいだから、客室三部屋、夫婦二人でまわせる程度のこぢんまりとした店でしかない。

　たまに忙しい時は、一昨年おととし、近所の大工の家に嫁とついだ娘が手伝ってくれる。まあ、そんな日は年に何回もないんだけどね。

　そんな訳で、普段は宿泊客が少ないから、収入のほとんどは一階でやってる食堂の売上だ。おかげさまでその食堂は、大きな街のレストランで修行してきた旦だん那なの料理が好評で、毎日そこそこ賑わってる。

　いや、賑わってたんだ。あの日、子豚鬼ボルマン様が来るまでは。




　お昼過ぎ、ピークを過ぎた頃に、あの子たちは店に入って来た。

　あたしは目を疑ったね。領主様のうちは外で食事されることはないし、うちはボルマン様の興味を引くような店でもない。『なんでうちに?!』って、そう思ったさ。

　お客さんの何人かはすぐにその場から逃げ出して、ボルマン様は『食事をしに来た』と仰おつしやった。

　すぐに空いたテーブルを片づけて座って頂いて、オーダーされた本日のランチセットを用意して戻ると、残っていた他の客もすぐにお会計をして逃げるように出て行ったさ。

　店内に残ったのは、ボルマン様たちとあたしだけ。

　もう生きた心地がしなかったね。ボルマン様の噂は散々あちこちで聞いてたから『どんな無茶を要求されるんだろう』って。

　最近は、昔迷惑をかけたところに補償してまわってるって話も聞いたけど、あんなに酷い噂のあるボルマン様が本当に心を入れ替えるなんて、とても思えなかったよ。

　ところが、意外なことにその日、あたしが恐れたようなことは起こらなかった。

　ボルマン様は食べ終わると、調理していた旦那を呼びつけて、塩がどうの、砂糖がどうの、って話をすると、家来にきっちり料金を払わせて、あっさりお帰りになったんだ。

　あたしは拍ひよう子し抜ぬけすると同時に、胸をなでおろしたね。

『ああ、この店最大のピンチを切り抜けた』って。

　だけどそれは間違いだった。

　あの日が悪夢の始まりだったんだ。




　次の日。

　いつもより少ない客足に、あたしは心の中でため息を吐ついていた。

　皆、ボルマン様を恐れ、うちに来るのを控えて様子を見てるんだろう。

　まあ、あの気まぐれなボルマン様のこと。当分、来店することもなく、二、三日すれば客足も戻るだろうさ。

　あたしは自分にそう言い聞かせ、いつも通りの笑顔と元気で働いてたんだ。

　そんなお昼のピークを過ぎた頃に、それは起こった。

　店の扉が開き、新たなお客さんが店に入って来る。

「はい、いらっしゃ…………っ!?」

　あたしは目を疑うたがった。

　そこには、三人の家来を引き連れた子豚鬼ボルマン様が立っていたんだ。

「今日もランチセットを頼む。四人前だ」

　あたしは絶望のどん底にたたき落とされた。





　　　　五






　俺たちが『領民の皆さんと仲良くなり隊』活動を始めてしばらくして、俺は一つまずいことに気がついた。

　道具屋や鍛か冶じ屋やの店主はおっかなびっくりながらも会話してくれるようになり、まあいい方向の感かん触しよくが得られていたんだけど、一軒マイナスの影響が出てしまった店があったのだ。

　それは宿屋の食堂。客が俺を怖がっているのか、日に日に客が減っていく。

　いや正直、ここまで悪あく影えい響きようが出るとは思わなかった。おしゃべり女将への圧力にはなったけど、日に日にやつれていく姿を見ていると、さすがに気の毒になってくる。

　どうしたものか。

　だけど、こういう活動は続けなければ意味がないとも思う。継続は力なり。俺は少しだけ悩んで気持ちを新たにすると、不ふ退たい転てんの覚悟で今日も食堂にランチを食べに行くのだった！




　──一週間後。

　店に行く時間を遅めにしたら、段々お客さんも戻ってきたＹＯ！





　　　　六






　領民のイメージ改善活動は、概ね順調に進んでいた。

　最初の二週間で領りよう都とペント、続く二週間で南のトーサ村、南東のテナ村、東のオフェル村の補償をして廻まわった。

　補償にかかった費用は、総額一万五千セルー（約百五十万円）。これはテナ村の年間予算に匹ひつ敵てきする額だ。正直、個人的年度予算のかなりの部分を費やしてしまったけれど、やむを得ない出費だと思っている。

　もちろん本当にイメージが良くなっているとは思わないけど、少なくともボルマン一派が領内の店に顔を出すのが日常となり、僅わずかだが距離も縮ちぢまってきたんじゃないかと思うのだ。

　ただ、どうにも上う手まくいかないこともあった。

　自分としてもそこにはとても顔を出し辛づらく、結果オフェル村への補償活動が最後になったりもしたんだけど……。

　それはボルマンによる最悪の暴行事件「オフェル村、少女衣服剝はぎ取り事件」被害者への謝罪と補償。

　被害者の少女は、気が強くしっかり者の十二歳の女の子だった。




　半年ほど前。

　いつものように、目についた小さい子をいびっていたボルマンたちの前に立ちはだかった彼女は、力ずくで子供を逃がし、結果ボルマンたちに組み伏せられてしまった。

　少女に馬乗りになったボルマンは、自衛用にもっていたナイフで少女の服を破いて剝ぎ取り、その服を地面に投げ捨て切り刻む。

　女の子は涙を浮かべて自宅に逃げ込み、以後、引きこもって自宅から出られなくなってしまった、という話だった。

　まあ、最悪である。色んな意味で。いや特に俺ボルマンが。

　もし　俺かわながれだいすけ　がボルマンに憑ひよう依い転移していなかったら、そして父親ゴウツークが処しよ罰ばつされていなかったなら、手当たり次第領内の若い子に乱暴してまわるような暴ぼう君くんになっていたんじゃないか、という気さえする。

　正直、親おや御ごさんに合わせる顔もない。とはいえ、いつまでも放置する訳にもいかない。

　行くのが躊躇ためらわれ、結局一番最後になってしまったが、俺はある日、一人で被害者の少女の家を訪れた。




　扉をノックし、しばらくして顔を出したのは父親だった。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで優しげな風ふう貌ぼうのその男性は、謝罪と、少女の王都への進学学資と生活補償を切り出した俺に、穏やかに、だが毅き然ぜんとして言った。

「償つぐないに来たあなたの姿勢は認めます。ですが私たちの気持ちとして補償は受け取れません。本当に償う気持ちがおありなら、二度とうちにお越しにならないで下さい」

　告げる言葉すら思いつかない俺を前に、扉は固く閉じられた。

　俺かわながれだいすけがやったことじゃない。だけど今や自分はボルマンでもある。

　記憶と意識の融ゆう合ごうが進んでいるのか。ボルマンの過去の行いは自分のこととして認識され、前世の自分の価値観が俺を苛さいなむ。

　この件は一いつ朝ちよう一いつ夕せきには解決できない。いや、ひょっとしたら永久に解決できないかもしれない。

　お世せ辞じにもメンタルが強いとは言えない俺は「時が少女と両親の心を癒すまで長い時間が必要なのだ」と自分に言い聞かせるのが精一杯だった。





　　　　七






　そんなことがありながらも周囲では様々な物事が進んでゆく。

　ある日、エステルから二通目の手紙が届いた。

　内容は、前にこちらから出した「春になったらいつ来てもいいし、どれだけ居てもいいよ」という手紙への返信で、春先にダルクバルトに伺います、ということが書かれていた。

　なんとかこちらの受け入れ準備……領民との関係改善……もそこそこには間に合いそうで、正直ホッとしながらその手紙を読む。

　読み進めるうちに彼女の愛に溢あふれた言葉に心が安らぎ、気がつくと俺の目からは涙が流れていた。例の女の子への謝罪が叶かなわず落ち込んでいた時期で、余計に心に沁しみたのかもしれなかった。

　もちろんすぐに返事を出した。その後は頻繁に文通を続けている。

　エステルは俺たちが帰き途とについてすぐ、カエデさんをコーチに運動を始めたらしい。乗馬にも挑戦しているようで、苦戦しながらも少しずつ上達している様子が文面から読み取れた。

『次に会う時には、少しでもあなたに相応ふさわしくなっていたい』という一文を読んだ時には、再び目が潤うるんでしまった。健けな気げすぎるだろ……。

　彼女が来るまで、俺も精一杯頑張ってみよう。そう思ったのだった。




　この時期、俺宛あてにもう一通、別の手紙が届いていた。

　盗賊の襲しゆう撃げきの際に助けたエリス嬢の父親、フリード伯はく爵しやくからの手紙だ。

　伯爵からは父親宛に手紙と謝礼金が届き、こちらも春先をメドにエリス救援の礼に来訪するとのことだった。本当は息子の結婚式後すぐに来るつもりだったが、交易の関係でトラブルがあったとかなんとか。

　両親は多額の謝礼に浮かれていたが、俺にとっては来訪のタイミングが勝負の時になる。

　俺宛の手紙には、こう書かれていた。「貴き殿でんは面白い。会うのを楽しみにしている」と。

　目をかけてもらえそうなのは嬉しいが、なにせ相手は海かい賊ぞく伯はくの異名を持つ王国東部の有力者。こちらの微妙な手紙にもキチンと反応したあたり、色々と一筋縄ではいかない相手だろう。

　甘く見て臨のぞめば、きっと足元をすくわれる。そんな予感に、俺は伯爵との交渉に備え、情報収集と分析を始めたのだった。

　フリード伯爵の政治的立ち位置、その領地、産品、物流について、スタニエフの父親とじい、道具屋や行商人たちから話を聞き、スタニエフと相談した。

　幸いある程度の情報が得られたので、それを持って来たるべき交渉に臨むことにする。




　あっという間に冬がやって来て、去ってゆく。

　ダルクバルトにも雪が積もる日があり、それでも毎日の訓練と討とう伐ばつは欠かさず、おかげで冬の終わりには皆のレベルは十前後まで上がっていた。

　そろそろダルクバルト周辺のフィールドではレベル上げは厳しいかもしれない。ダンジョンでの討伐を考えるべきか。

　この世界の『ダンジョン』は魔物溜だまりだ。広い意味では遺跡もそうだし、森や山道にも自然と魔物が集まって来る場所がある。洞どう窟くつなどには特に魔物が集まりやすく、そういった場所をまとめてダンジョンと呼んでいる。

　近場のダンジョンの位置を師匠に確認したところ、ユグトリア・ノーツにおけるダンジョンの位置と一致していた。

　師匠が把握している領内のダンジョンは二箇所。

　ゲームで最初に探索する『狭はざ間まの森』はゲーム主人公の住む村の東に。

　次に探索する『ダカン高地』は領地の南西部にある。

　今のレベルであれば、雪解けを待ってダカン高地に行ってみてもいいかもしれない。

　ゲームでは高地に棲すみついた魔獣によって近くの村に被害が出るイベントが発生していたけれど、それは四年も先の話だ。現時点ではそこまで強い魔物は出ないだろう。

　頑張ればレベル十五くらいまでは上げられるかもしれない。エステルとフリード伯爵の来訪が終わったら、装備を改めて挑戦してみようか。

　そんなことを考え始めた三月の頭。ダルクバルトでは毎年恒例の行事が始まろうとしていた。

　魔獣の森の間引きである。





　　　　八






「どうしてもダメか？」

　俺の問いに、師匠は首を横に振る。

「認められませんな」

　いつも朝練をしているペントの街郊外の練兵場。

　目の前には、十名程の冒険者とその半分ほどの領りよう兵へいが集まり、幌ほろ馬ば車しやに荷物を詰め込んでいた。

「坊ちゃん一人を守るために、全員が死ぬかもしれんのです。『魔獣の森』外縁部に棲せい息そくする魔物のレベルは三十以上。せめてそのくらいのレベルにならなければ、同行は認められませんな」

「ぐっ…………」

　突きつけられた正論に、しぶしぶ引き下がる。

　師匠は出発の準備をしている冒険者と領兵たちのところに戻って行った。

　彼らはこれから東に向かい、狭間の森を越え、テルナ川を渡り、その向こうに広がる『魔獣の森』で約一ヶ月の間、魔物の討伐を行うのだ。

「まあそんなに気を落とすなよ、坊ちゃん。今はまだ駄目だってだけさ」

　肩を落とした俺に、ジャイルズたちが横から声をかけてきた。最近気づいたが、こいつは一見粗そ野やに見えて意外と人の気持ちの機微が分かるらしい。

「坊ちゃん。焦る気持ちも分かりますが、今できることもあるはずです。一つずつ片付けていきましょう」

　隣のスタニエフが諫いさめるように続く。

　カレーナはなぜか居心地悪そうに馬車の方向に目をやっていた。命がけの討伐に同行させられなくてホッとしているな、これは。

　子分の三者三様な態度に思わず笑みがこぼれる。

「……そうだな。できれば来年、遅くとも再来年には必ず同行するさ」

「それでこそ坊ちゃんだ！」

　ジャイルズに、バンと背中を叩たたかれた。最近、遠えん慮りよがなくなってきたなぁ。まあいいけど。

　俺は討伐部隊が向かう東に目をやった。

　なだらかな丘きゆう陵りよう地帯はぶどうなどの畑になっていて、それらと草原を越えた先に狭間の森が。更に奥に進むと大きな川がある。もちろんここからは直接は見えないけれど。

「ふむ。それはそれとして、川は見ておきたいな」

「川、ですか？」

「ああ、テルナ川をね」

　俺はスタニエフに頷いた。




　数時間後。

　狭間の森の入口を背に、一人の巨漢が立ちふさがっていた。

「それで、どこまで付いて来るんですかな？　坊ちゃん」

　言うまでもない。師匠だ。

「せっかくの機会だからね。お前たちにくっついて行って、一度テルナ川を見ておこうと思ってさ」

「……川を？」

　師匠がじろりと見下ろしてくる。

「ああ。もちろん川を見たらさっさと家に帰るよ。その証拠に、旅装じゃないだろ？」

　振り返ってみせると、いつもの討伐と変わらぬ格好の子分たち三人が、それぞれの馬の横に突っ立っている。

「テルナ川は、狭間の森と魔獣の森を生態系ごと区切る川だと聞いている。川のこちらと向こうで植物も動物もまるで違うのだと。実は前々から魔物の縄張りとの境界を一度見ておきたいと思ってたんだ。安全の面から控えていたが、お前や高レベル冒険者たちがいるなら万一の時にもなんとかなるだろ？」

「ふむ。確かに、ご自分たちだけで行かれるよりはマシですが……」

「一目見たらすぐに引き返すと約束する。もう少しだけ同行させてくれ」

　俺の言葉に、師匠は、はぁ、とため息を吐いた。

「仕方ないですな。今日中にペントまでお帰り下さること。あと帰りに一人付き添いをつけますが、それでいいですかな？」

「もちろん。足を引っ張らないようにするよ」

　こうして俺たちは、高レベルモンスターの縄張りの直前まで同行することになったのだった。




「なるほど。こりゃあ大したもんだ」

　思わず漏れた言葉に、子分たちが頷く。

　俺たちは今、テルナ川の川岸に立っていた。

　川幅百メートル以上。中流域でこの広さなら、河口はさぞ壮大な光景になっていることだろう。

「川の向こうが魔獣の森ですな。木々の高さが全く違うのが分かりますかな？」

　師匠の言葉に目を凝らして見ると、川のこちら側の数倍はありそうな巨木たちが威圧感のある密林を作り出していた。

「あ、あれは?!」

　今度はスタニエフが上の方を指差す。

　皆で彼の指した方を見ると、魔獣の森の上空を、黒い翼と長い尾を持つ巨大なコウモリのような生き物が飛んでいた。

「まさか、ドラゴン？」

　顔面が蒼そう白はくとなったカレーナの声は震えていた。彼女の呟つぶやきに師匠が首を横に振る。

「確かに竜種ではありますが、あれはドラゴンではなくワイバーンですな。手が翼と一体化しとるでしょう」

「そんなの変わんないよ！　……本当にこっちに飛んで来ないんだよな？」

「大丈夫ですぞ。川からこちら側は創そう世せい神しんオルリス様の祝しゆく福ふくで守られとります。『狂化』した個体以外は川を越えてくることはないですな」

　師匠の言葉に、小さな胸をなで下ろすカレーナ。

「おい、今なんか失礼なこと考えただろ？」

　カレーナが、きっ、とこちらを睨にらむ。

　どれだけ勘がいいのか。読心術の使い手じゃないだろうな。

「何も言ってないぞ」

「何か思っただろ？」

「何を思ったって言うのかな？」

「…………む、む、む、むねが……ああもうっ、なんでもないよ！」

　胸のあたりを腕で隠すようにして、そっぽを向く金髪の封ふう術じゆつ士し。これ以上は絡まないようにしよう。そうしよう。

「ところで師匠、いま話に出た『狂化』っていうのは？」

　俺の問いに、師匠は腕を組んだ。

「『狂化』は言葉通り、魔物が狂った状態になることですな。仲間であるはずの同族を襲おそったり、テリトリーから外れて普段は現れない人里まで下りてきて見境なく人や家畜を襲い、喰くらう。魔物の病気、または突とつ然ぜん変へん異いとも言われてますが、本当のところはよく分かっておらんのです」

「その『狂化』した魔物が、この川を渡ってくると？」

「はい。おそらくは、ですが」

「歯切れが悪いな」

　師匠はやや困った顔をした。

「この五年ほどの間に二度、領内に中レベルモンスターが出現しました。一度目はヘルスパイダー、二度目はバンダースナッチですが、本来あれらは魔獣の森に生息していてこちら側には入って来ない魔物です」

　ヘルスパイダーは巨大な毒グモ。バンダースナッチは攻撃時に異様に首が伸びる大きな狂犬だ。

「つまりその二匹が『狂化』状態だったと」

「ご明めい察さつですな。狂化した魔物の瞳ひとみは金色の狂気に染まり、足もとは酒に酔ったようにおぼつきません。その二匹は一目見て分かるくらいに狂化しとりました」

　そこまで話をして、師匠の顔が曇くもる。

「狂化した魔物は、普通の個体に比べ体たい軀くが極端に発達し、様々な能力が向上しとります。レベルで言えば一・五倍程度になっていると考えれば、間違いないでしょう。奴らを前に私は、領民を守ることができず、大切な部下たちまで失ってしまいました」

「それは…………悲しい出来事だな」

　師匠の部下ということは、我が家配下の領兵ということだ。領民は言うまでもない。

　咄とつ嗟さにふさわしい慰なぐさめの言葉が出てこなかった。

「坊ちゃんも、もし狂化した魔物が現れたら迷わず逃げて下さい。それが例えゴブリンでも、ですぞ。狂化モンスターは特殊な能力を獲得しとる場合があります。本来の種とは別物になっていると考えた方が良いでしょう」

「……分かった」

　魔獣の森の上空を飛ぶワイバーンは、まるでこちらに気づかないかのように川の手前でＵターンすると、森の奥に飛び去って行った。





　　　　九






　二週間が経たった。

　雪解けの討伐は例年通り行われ、例年通り終わった。

　冒険者二名、領兵一名の犠牲を出しながら。

　初めて参列した殉じゆん職しよく者しやの合同葬そう儀ぎでは、師匠がずっと拳こぶしを握りしめていたことが強く印象に残っている。

　爺じいさまの代までは領主家からも誰かは参列していた葬儀も、豚父の代になってからは誰も参列することがなくなり、俺の久しぶりの出席は遺族からとても感謝された。

　彼らには王国から相応の遺族年金と感謝状が支給されるけれど、残された家族からすればそんなものはなんの慰めにもならないだろう。

　危険を完全に回避することはできないとしても、人数を増やすなどの対応は領主家としてやろうと思えばできたはずだ。そういった努力を怠った結果出てしまった犠牲者を弔とむらうのは、とてもいたたまれないことだった。

　オルリス教のものではないダルクバルト地方に昔から伝わる様式の合同墓地で、墓ぼ標ひように手を合わせ誓う。

『できるだけ早く、この状況を改善してみせる』と。

　この地の英えい霊れいたちにそう誓ったのだった。




　そんな風に様々な出来事に振り回されているうちに、ダルクバルトにも春の足音が聞こえてきた。

　野に花が咲き、森が芽め吹ぶき始める。

　それは、待ちに待った人との再会の時がやってくるということ。

　わずか四ヶ月。されど四ヶ月。正直、長かった。手紙が届くごとに「早く会いたい!!」と叫びながらベッドで転がり回るくらいに待ちわびていた。いや、本当に。

　文通を通じて、エステルがカエデさんを師に運動や勉強を頑張っていることは知っている。知ってはいるが、実際、今の彼女はどんな風になってるんだろうか。

　逆に俺は、彼女にふさわしい人間に近づけているんだろうか。

　色んな思いを抱きながら、日々カレンダーに印しるしをつけてゆく。

　そしてある日、彼女から「隣領の街に着いた」との先触れが届いたのだった。


















　　　　一






　ミエハル領クルスの街を出しゆつ立たつして五日。

　馬車がなだらかな丘を越え、ペントの街が見える頃には、わたしの緊張は頂点に達していました。

「お嬢様、大丈夫ですよ」

　向かいに腰掛けたカエデが、久しぶりにわたしを気遣ってくれます。

「ボルマン様のお母上、タカリナ様はお菓子と芸術を愛する鷹おう揚ような方と聞いております。きっとお嬢様の贈り物もお気に召めして頂けることでしょう」

　もうすぐボルマンさまにお会いできるのが嬉うれしい反面、未来のお義か母あさまへの挨あい拶さつはやはり不安です。

「気に入って頂けるでしょうか？」

「もちろんです」

　わたしの問いにカエデが即答します。

「何せ彼かの領民の方々も『領主家の機嫌をとるなら奥様にお菓……ゴホン！　なんでもありません。とにかく大丈夫です。ご安心下さい。私の調査リサーチは完ぺきですから」

「もちろんカエデのことは信用してますよ。……それでも不安なものは不安なのです」

　わたしは気分を変えようと、窓の外に視線を移しました。

　そこに広がるのは、見渡す限りの畑と草原。花が咲き、草木が芽め吹ぶいています。きっと豊かな土地なのでしょう。

　近い将来、義理の両親となる方々への挨拶ということで気を張り詰めていたわたしは、訪れたばかりの春の景色に少しだけ元気をもらったのでした。




「かわいい街ですね」

　ペントの市門をくぐってしばらく進み、思わず口をついて出た言葉に、カエデが付け加えるように返事をしてくれました。

「そうですね。それに以前私が訪れた時と比べて活気があるようにも感じます」

　車窓から見えるペントの街は、こぢんまりとしていて、でも意外と活気のある様子でした。

　前に上のお姉さまから聞いた話では、領主様の搾さく取しゆにより民は貧しい暮らしを強しいられ、貧民街のように陰気な街だと伝え聞いていましたが、そんな様子は微み塵じんもありません。

「実際に自分の目で見ないと、分からないものですね。うわさに踊らされていた自分が恥ずかしいです」

「……これは、彼の仕し業わざでしょうか」

「？　何か言いましたか？」

　訊きき返したわたしに、カエデはやんわりと首を振ります。

「独り言です。さあ、お嬢様。あちらがエチゴール家のお屋敷ですよ」

　その言葉に、わたしはまた緊張で固まってしまうのでした。





　　　　二






　俺は屋敷の玄関前で、うろうろと行ったり来たりしていた。

　市門を守る領りよう兵へいの一人が婚こん約やく者しやの来訪を告げてすぐ、居ても立っても居られなくなって表に飛び出したのだ。

　落ち着きなくウロウロする俺の姿に呆あきれ顔の使用人たち。彼らはいま屋敷の玄関に向かい合せで整列している。




　待つこと十分。

　並木の向こうの塀へい越しに馬車の姿を見つけた時、俺は興奮のあまり叫びそうになった。

　ミエハル子し爵しやく家の紋章が刻まれた洗練されたデザインの馬車は、門をくぐり、石畳の上をカラカラと音を立てながらゆっくりこちらに近づいてくる。

　顔が火ほ照てり、胸が高鳴った。

　俺は使用人たちに挟まれた真ん中に立ち、その時を待つ。

　そしてついに馬車は俺の目の前にやってきて、ゆっくりと速度を落とし、停車した。

　扉が開き、最初に降りてきたのは見覚えのある黒髪のメイド。カエデさんは流れるような身のこなしで一礼すると、すぐに傍かたわらに控える。




　永遠とも思える一瞬。

　やがて馬車の奥から、彼女が姿を現した。

　流れるような亜あ麻ま色いろの長い髪。色白できめ細やかな肌。透きとおった空色の瞳ひとみ。瞳の色と同じ色のドレスに身を包んだ華奢な体たい軀く。

　天使のように可か憐れんな少女がそこにいた。

　俺は前に進み出て、その眩まぶしい姿に目を細めながら手を差し出した。

　頰ほおを赤らめ、おずおずと俺の手を取る少女。

　一歩、二歩、と馬車のステップを踏み、三歩目でダルクバルトの土を踏む。

　彼女が手を離し、二人の距離が離れる。

「エステル殿、ご無ぶ沙さ汰たしております。遠路はるばるよくお越しになられました」

　そう言ってゆっくり立礼をすると、彼女はカーテシーを返してくれた。

「ご無沙汰しております、ボルマンさま。この度はお招きにあずかり光栄です」

　天使のように微笑ほほえむ少女に、もう一度手を差し出す。

　彼女が恥ずかしそうにその手をとると、再び二人の距離が縮ちぢまった。

「いらっしゃい、エステル。ダルクバルトにようこそ」

　小声で囁ささやくと、彼女ははにかんで囁き返してきた。

「お会いできる日を、一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待ち焦がれていました」

　その一言が、胸のど真ん中を撃ち抜く。

　顔が熱くなった。

「おいで、エステル」

「はい、ボルマンさま」

　手を引かれ、屋敷の玄関をくぐる小さな婚約者。

　こうして俺たちは、四ヶ月ぶりの再会を果たしたのだった。




　エステルとうちの両親との顔合わせは、概おおむね上う手まくいった。と、思う。

　手作りのクッキーを持参したエステルに対する両親の反応は良好で、彼女はうちの親たちにとても気に入られたようだった。

　ではなぜ「概ね」なのか。

　それはうちの馬鹿両親が、彼女が手渡そうとしたバスケットいっぱいのクッキーを、その場で、手づかみで、先を争って食い散らかしたからだ。

　今や華きや奢しやと言えるほど細くなった婚約者のバスケットに群がる豚両親。もう二つの巨体に突き飛ばされるんじゃないかと気が気じゃなかった。

　エステルもなんとか笑顔を保たもっていたが、密ひそかに涙目で俺に「どうしたら？」とアイコンタクトを飛ばしてきた。彼女の窮きゆう地ちに「大丈夫」と微び笑しようで頷うなずくしかない俺。

　顔合わせが終わると、エステルはどっと疲れたような笑顔を見せたのだった。




「ほんっっっとに、ごめん!!」

　夕食後の談話室。

　カエデさんを含め三人で部屋に入り、うちのメイドが扉を閉めると、俺はすぐに婚約者の少女に謝罪した。

「い、いえ。わたしは大丈夫ですから」

　慌あわてて両手を振るエステル。

　いやいや。全然大丈夫じゃなさそうだし。

「長旅で疲れてるだろうに、着いて早々うちの両親が品のない言動を繰り返してごめん」

　そう言って、もう一度頭を下げる。

　顔合わせに続いて、夕食の席でもやらかしてくれましたよ。うちの両親は。

　おもてなし仕様のちょっとだけ豪華な晩ばん餐さんを、いつもよりちょっとだけ酷ひどく食い散らかす豚父と豚母。正直、俺にとってはいつもの日常風景の悪化バージョンだけど、初めて見る人は食欲減退間違いなし。

　もうね、二匹ともそのまま市場にドナってやろうかと思ったくらいですよ。仔こ牛うしじゃないけど。豚だけどね！

　流石さすがにちょっと荒すさむ。せっかく可愛い婚約者が来てくれてるのに。

　ところがエステルは、そんな俺の右手をとり自らの両手で優しく包んでくれた。

「顔をお上げください、ボルマンさま。お義と父うさまとお義母さまがわたしのことを歓迎して下さっているのは、十分に伝わってますから」

　そう言って微笑む。

　うちの婚約者フイアンセ、マジ天使。

「ありがとう。僕ホストが君ゲストに元気づけられてちゃダメだな」

　俺は左手で彼女の手を包みかえす。

「あ……」

　エステルのスカイブルーの瞳が、一瞬手を見て、次にこちらに向いた。

　婚約者と、至近距離で見つめ合う。

　エステルの優しい瞳が、俺の心を射抜いた。

「エステル……」

「ボルマンさま…………」

　彼女の桃色の唇から、俺の名が漏れる。

　上じよう気きし朱に染まった頰。微かすかに感じる彼女の吐息。近づくくちびる。

　そして…………。

「ごほんっ!!」

　部屋の端から聞こえた咳ばらいに、俺たちは、慌てて距離をとる。

　それまで壁と一体化していた黒髪のメイド少女は、改めて、こほん、と小さく咳ばらいした。

　見られていた恥ずかしさに横を向きながら、ちら、とエステルの方を見ると、彼女も顔を真っ赤にして、胸の前で手を握りしめていた。

「な、なんだか喉のどがかわいてきたな！　せっかくだから、座ってお茶でも飲もうか」

「そ、そうですね！　ご迷惑でなければ、ご一緒させてください」

「迷惑なんてとんでもない！　そこのソファにどうぞかけて。早速お茶にしよう!!」

　どぎまぎしながらメイドを呼ぼうと、テーブルの上のベルに手を伸ばす俺。

　グキッ

「いっ痛ぅ～～！！！！」

　テーブルの角に、したたかに手首を打ちつけた。

「だ、大丈夫ですかボルマンさまっ?!」

　エステルが心配して駆け寄る。

　結局、恥の上塗りをした夜になりました。




　翌日。

　朝食後にエステルを私室に招き、子分たちを紹介した。今回の滞在中、かなりの時間を一緒に過ごすことになるし、普段の自分たちのことを彼女に知っておいてもらいたかったからだ。

　一点、カレーナの紹介の時だけエステルは不安そうにしていたけれど、カレーナ自身が、

「何度かそういう気があるのかカマかけてみたけど『俺には婚約者フイアンセがいるから需要ない』の一点張りでさ。それはそれで失礼だよね！」

　と頰を膨ふくらませながら自己紹介すると、恥ずかしそうにこちらを見て微笑んでくれた。

　いや、俺も恥ずかしかったけど。

　最後にエステルとカエデさんをうちの子分たちに紹介して、顔合わせは終了。

　その後エステルの希望に沿そって、皆でペントの街に繰り出すことにしたのだった。





　　　　三






　以前、ボルマンさまからの手紙で「滞在中はどういう風に過ごしたい？」と尋たずねられた際に、わたしは「領内の街や村を見てみたいです」とお返事をしました。

　自分が嫁ぐ先の風景を、ボルマンさまが守ろうとしている人たちを、見ておきたいと思ったからです。

　ボルマンさまはそのことを覚えていらっしゃって「まずはペントの街を案内しようか」と言って下さいました。

　ちゃんとわたしの書いたことを気にかけて下さっている。そう思うと、嬉しくてちょっと泣きそうになりました。

　わたしとボルマンさまは馬車で。他の方々は護ご衛えいを兼ねて馬でのご同行です。カエデも本人の希望で馬で同行することになりました。




　お屋敷を出た馬車は、街の中心にある広場に向かいます。

　広場には数は少ないながら露店が出ているそうで、それを見てから街を散策しよう、とボルマンさまが提案して下さいました。

「市場マルシエというには小さいけどね。地元の農家や猟師が新鮮な野菜や肉、果物なんかを売りに出してるんだ。特定の野菜は一定量、街が徴ちよう収しゆうして市民に配給してるけど、それ以外の野菜や余った分がああして露店で売られるんだよ」

　馬車は小さな広場に入っていきます。

　窓越しにボルマンさまが示した方を見ると、家々の前にいくつもの露店が品物を広げていました。どのお店も、荷車に山のように野菜や果物を積み上げ売り買いしています。

　結構な賑にぎわいです。

「どんな食材が売られているのか、楽しみです！」

「そうだね。ゆっくり見てまわろう」

　わたしたちは広場の奥の停車場で馬車を降りると、散策を始めたのでした。




「すごい！　粒が大きいです」

　荷車の上に並んだイチゴにわたしが思わず歓声をあげると、お店を出している中年女性がイチゴの載ったザルを差し出して下さいました。

「よ、よかったらめしあがって下さいっ」

　なぜでしょうか。引きつった笑みで、差し出された手が震えておられます。

「あの、本当に頂いてよろしいのですか？」

「そ、そりゃあもう！　ボルマン様とお連れ様でしたら、いくらでも!!」

　どうやら怯おびえておられるようです。

　わたしは本当に頂いてよいものか、ボルマンさまを振り返りました。

「気を遣わせてすまないな」

　ボルマンさまはばつが悪そうに差し出された真っ赤なイチゴを受け取られると、わたしに一粒渡して下さいました。

「うん。確かに粒が大きいな。味は…………甘い！　ほら、エステルも食べてみ？」

　ボルマンさまに勧められ、わたしも頂きます。

　口に入れ、歯を立てると、じわっと芳ほう醇じゆんな香りと果汁が広がりました。

　実みは大きく、この土地の豊かさを感じられます。

「おいしいです！　こんなにおいしいイチゴは初めてかもしれません」

「確かに。うちの領地でこれだけ上等なイチゴを栽さい培ばいしてるなんて知らなかったな。……おばちゃん、皮袋五つ分貰もらえる？」

「は、はいぃ！」

　女性は慌ててイチゴを見み繕つくろい、カレーナさんが渡した袋に詰めて差し出されました。

「スタニエフ、会計を。ジャイルズ、品物を買い物かごに入れておいてくれ。二袋はお前たちで分けるといい」

「よっしゃ!!」

　ジャイルズさんがガッツポーズをされます。

「坊ちゃん、いつもありがとうございます」

　会計を終えたスタニエフさんがお礼を言われると、ボルマンさまは苦笑して首を振られました。

「礼はいらん。一緒に行動してる時くらい同じものを食おう」

「あんたって、そういうとこは妙に貴族らしくないよね。……って、甘っっ!!」

　カレーナさんが、早速一粒口に入れ、その甘さに驚かれていました。

　皆さんの仰おつしやり様から、ボルマンさまが日常的に仲間の方々と寝しん食しよくをともにされていることが分かります。一緒に食事をしたり個人的なことを共にすることが、人と信頼関係を築く上で大切なことなのだと、教えられた気がしました。

　以前からもう少しカエデとの距離を縮められたら、と思っていましたし、わたしも今度試してみることにしましょうか。

　代金を受け取ったままポカンとした顔をされている女性に見送られ、わたしたちは店をあとにします。

　隣のボルマンさまが、申し訳なさそうに口を開かれました。

「まあ、あんな感じだよ。領民の僕に対する反応は。敵意を向けられないだけマシになったかな。不快な思いをさせたなら、ごめん」

「……大丈夫です。ちょっと距離感が測りづらいですけど、嫌な気持ちはしませんでしたよ？」

　わたしが微笑むと、こちらを見たボルマンさまは小さく頷かれました。

「そうか。そう言ってくれるとありがたいな。何かあっても、それは僕の今までの振る舞いの結果だから、領民を嫌わないでやってくれ」

「はい。分かってます」

　それでも、以前に比べれば領民感情は良くなっている、ということなのでしょう。

　それはきっと、ボルマンさまの努力の証あかし。

　自らが蒔まいた種ではありますが、行いを改める努力をこの方が続けておられる限り、時間はかかってもきっと領民の皆さまとの絆きずなを取り戻せる。そんな気がするのでした。





　　　　四






　皆で露店を巡り、お店を覗のぞいていると、時が経たつのはあっという間です。

　わたしの耳に、遠くから鐘の音が聞こえて来ました。教会の鐘とは違う、カーン、という音です。

　ボルマンさまがわたしを振り返りました。

「お昼になったね。昼食ランチは、僕らがよく行く食堂にしようと思うんだけど、どうかな？」

　それは、これまでほとんどの時間をお屋敷の中で過ごしてきたわたしにとって、とても魅力的な提案でした。

「はいっ。わたし、外のお店で食事をした経験がないんです。ぜひご一緒させて下さい！」

　思わず叫んでしまったわたしの勢いに、ボルマンさまが目を見開かれました。

「ああ、そうか。子爵家令れい嬢じようともなれば市し井せいの店で食事することなんて、ないもんな。……どうだろうか、カエデさん。彼女が外で食事をすることに何か問題はあるかな？」

　問われたカエデは、ちらりとボルマンさまを一いち瞥べつします。

「すでに露店で購入したものを口に入れられてますし、今さらですね。よろしいのではないでしょうか。尤もつとも、公言されるようなことでもないとは思いますが」

　そういえばうちの領地の視察の時も、お店で買った梨をその場で食べてしまっていました。

　ボルマンさまはカエデのそっけない返事に苦笑いされます。

「そうだな。では、今日のことはここだけの話、ということで。……いいかな、エステル？」

「はいっ。もちろんです！」

　わたしはまたしても勢いよく叫んでしまったのでした。




　それから少しだけ歩いて、わたしたちは一軒の宿屋の前に着きました。

「この店は、我が領唯一の宿屋なんだ。一階部分は食堂をやっていて、結構流は行やってる。むしろ宿がついでな感じだね」

　ボルマンさまが仰る通り、お店の中からは賑やかな声が聞こえてきます。

「こういうお店は初めてなので、少し緊張します」

　わたしの言葉に、未来の旦だん那なさまはいたずらっぽい笑みを浮かべられました。

「じゃあ、やめておく？」

「やめません」

　わたしが口を尖とがらせると、ボルマンさまはわたしの手をとり、こう囁かれました。

「ではお嬢様。我がペントが誇る食堂レストランでのランチにエスコートさせて頂きます」




　扉を開けると、活気に満ちた空気に包まれました。

「はい、いらっしゃい!!」

　カラン、カラン、という入口の鐘の音に、給きゆう仕じをされていたふくよかな女性がわたしたちに気づき、声をかけて下さいました。

　食事をされている方も何名か興味深げにこちらを見て来られます。

「おや、ボルマン様！　今日はずいぶんと可愛かわいらしい方をお連れじゃないか。ひょっとしておデートですか？」

　女性はニヤリと笑ってボルマンさまに話しかけられます。これまでわたしたちに応対された方と違い、随ずい分ぶんと親しげです。ボルマンさまが常連だからでしょうか。

　問われたボルマンさまは、僅わずかに頰を赤くして頷かれます。

「そうだ。俺の婚約者フイアンセのエステル殿だ。今日は彼女にダルクバルトの味を知ってもらおうと思ってね」

「あら、それは光栄だね！　亭主うちのにも張り切るよう発はつ破ぱかけないと。……ちょっと待って下さいましね。今、詰めさせるから」

　女性は食事をとられている方々に声をかけ、テーブルを二つ空けて下さいました。

「はい、どうぞ！」

「すまんな」

　ボルマンさまは席を移って下さった方々にお礼を言われると、わたしのために椅い子すを引いて下さいました。

「あ、ありがとうございます……」

　わたしが勧められるまま着席すると、ボルマンさまは向かいに腰掛けられました。

「ここは街の食堂レストランだからね。足りないものがあれば、僕に言って」

「はい。ありがとうございます」

　その姿がとても紳士的で、わたしは恥ずかしくて俯うつむいてしまいました。




　わたしに好き嫌いがないことを確認されたボルマンさまは『今日のオススメ』を注文して下さいました。昼食どきに皆さんでよくこのお店を使われるそうですが『オススメ』が外れだったことはないということでした。

　料理を待つ間、わたしたちは街を歩いた印象などのお話をします。

「この街はどうだった？　よかったらエステルの感想を聞きたいな」

　ボルマンさまの問いに、わたしは今日の出来事を振り返ります。

「そうですね……。小さいですが、とてもかわいらしい街だと思いました！」
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「かわいらしい、か。それは思いもしない表現だな」

「こぢんまりとしていますが、治安は良さそうですし、街の皆さんはとても親切でした。わたし、この街のことが好きになれそうです」

　ボルマンさまは優しく微笑まれました。

「そうか。気に入ってもらえてよかった。正直、君に嫌な思いをさせるんじゃないかと、気が気じゃなかったんだ」

「いいえ、とても楽しい散策でしたよ。街を歩くのがこんなに楽しいなんて知りませんでした。驚いたのは、野菜や果物がとても大きくて、美味しい、ということでしょうか」

　今日の散策で一番印象に残ったことは、食材の豊かさです。

「エステルから見て、うちの農産物は合格？」

「もちろんです。わたしが普段目にするものよりよほど良いものだと思います」

　わたしの言葉に、ボルマンさまが破は顔がんされました。

「確かに、なかなか立派なものが多かったな。食卓に並んでる時はまったく意識してなかったけど。……そうか。うちの農産物は競争力があるのか」

「はい。これだけ良いものでしたら、きっと王都でも……」

　わたしがそう言いかけた時、目の前に、ドン！　と大きなお皿に盛られた料理が置かれました。

「お待ちどおさま！　『今日のオススメ』は鶏とり肉の香草包み焼きと温野菜の付け合わせでございますよ。せっかくのデートなんだ。難しい話はほどほどにして、この土地ダルクバルトが全部詰まった一皿を楽しんでおくれ」

　給仕のおばさまが、ニヤ、とわたしとボルマンさまに笑いかけられました。

「あ、あの、すみません……」

「ああ、お嬢さんはいいんですよ。……さあ坊ちゃん、あまり無粋だと女の子に嫌われますよ！」

「う、うん。善ぜん処しよしよう」

　ボルマンさまは居心地悪そうに目を逸そらされました。

　わたしの未来の旦那さまは、時々すごく可愛いです。

「……ふふ」

「な、なにかな？　エステル」

「いえ、なんでもありませんよ。さあ、せっかくのお料理ですし、温かいうちにいただきましょう」

　こうしてわたしたちは、ダルクバルトの実りを味わいながら、楽しい時間を過ごしたのでした。





　　　　五






　翌朝、朝食を終えた俺たちは、馬でペントの街を出発した。

　目的地は東にあるオフェル村だ。

　出発前、エステルに「道が悪くて馬車が揺れるけどごめん」という話をしたら「でしたら馬で移動させて頂いても構いませんか？」と提案されてしまった。

　馬に乗れるようになったことは手紙で知っていたけれど、まさか長距離の移動ができるまでになっているとは。正直、驚いた。

　聞けば猛特訓して、もう何度もクルス周辺の村まで遠乗りしているとか。もちろん俺たちがデートしたあの村にも行ったらしい。

　カエデさん、スパルタ過ぎ。

　エステルがあそこまで痩やせるのも納得だわ。

　だけど彼女はその指導になんとかついていった訳で……。素直にすごいと思う。うちの師匠も相当だけど、カエデさんの指導はそれ以上なんじゃないだろうか。

　エステルから話を聞いた時「何でそこまで頑張れるのか」と尋ねてみた。

　すると彼女は顔を赤くして俯き、小さな声でこう言ったのだ。

「ボルマンさまに釣り合う女性になりたくて……」

　いやもう悶もん絶ぜつしたね。心の中で。

　うちの婚約者が色々天使すぎる。

　……こほん！

　まぁそれはともかく、だ。

　せっかくエステルが馬での移動を提案してくれたので、俺はその提案を受けることにした。

　オフェル村に向かうのは、俺、エステル、カエデさん、子分ズ三人、それに領兵が一人で、計七人。

　いざ出発してみると、エステルの乗馬姿はとても様になっていた。




「やはり、この地ダルクバルトは豊かですね」

　隣を行くエステルが、丘に向けて広がる畑を見ながら言った。

　麦や野菜の畑の向こうに、なだらかな丘が続いている。前にクロウニーに聞いた話では、丘ではブルーベリーやブドウなどを栽培しているそうな。

「土地だけはたくさんあるからね」

　エステルは俺の自じ虐ぎやく的てきな言葉に、くすりと笑う。

「いえいえ。果樹も元気に育ってますし。こちらに来るまでいくつも領地を見て来ましたが、ダルクバルトの豊かさは群をぬいていると思いますよ」

「……そうか。エステルが太たい鼓こ判ばんを押してくれるなら、きっとそうなんだろうな。だとすると、物流と保存の問題をなんとかすれば、他領に輸出できるかなぁ」

　俺はあらためて遠くの畑を眺め、領内経済の立て直しについてあれこれ考えるのだった。





　　　　◆






　そうしてペントを発たって二時間あまり。

　目的地のオフェル村の遠景が見え始めたところで、俺たちは妙な光景に出くわした。

「…………なんだあれは？」

　若い男が一人、村の門を出て馬でこちらに向かって駆けていた。その様子は遠目にも尋じん常じようでなく、必死に馬にムチを入れ、早駆けしている。

「ひどく慌ててるようだけど、何かあったのかな」

「……？」

　エステルと顔を見合わせ、首を傾かしげた。

　そうしている間にも、男と俺たちとの距離は縮まっていく。

　相手はこちらの姿に気づくと少しだけスピードを落とし、声が届くくらいの距離まで来たところで必死の形ぎよう相そうで叫んだ。

「逃げろっ!!　引き返すんだ！！！！」

　そのただならぬ様子に、俺は馬を横にして男の行く手を遮さえぎる。

「待て、止まれ！」

　俺の声に男は顔をあげ、慌てて馬を止めた。

「あ、あんた…………、ボルマン様っ?!」

「ああ、そうだ。領主の息子のボルマンだ。お前はオフェル村の者か？　村で何があった？　そんなに急いでどこに行く？」

　誰何すいかの言葉に、男は戸と惑まどいながら返事をする。

「む、村の外に化け物が……」

「化け物？」

　思わず眉まゆをひそめる。

「東門の外にデカいサソリみたいのが現れて……領兵さんたちが『自分たちがくい止めるから、ペントの隊長に知らせろ』って……！」

　それで通報に向かっているのか。

「村長が『馬ならお前が一番だから、お前が行け』って…………早く行かないと、村のみんなが!!」

　今にも泣きそうな顔をする男。噓うそをついているようには見えない。

「分かった。現れたサソリは一匹か？」

「一匹です」

「よし、行ってくれ。よろしく頼む」

「は、はいっ！……はぁっ!!」

　頷いた男は馬にムチを入れ、俺たちの横を通り抜けペントに向けて駆けて行った。

「デカいサソリだって？」

　村の方を睨にらみ、考える。

　巨大なサソリ型の魔物。ユグトリア・ノーツにはサソリ型モンスターも敵として登場する。

「ひょっとして、ジャイアント・スコーピオンか？　確か、レベル二十前後だったか。一般領兵には少し荷が重いだろうけど…………村駐在の領兵は三人だったよな。三対一ならなんとか勝てるはずだが」

　俺は仲間を振り返り、逡しゆん巡じゆんする。

　そして決断した。





　　　　六






「村の状況を確認しに行く。ジャイルズ、スタニエフ、カレーナ。俺に続け」

　俺は子分たちに号令した。

「おう!!」「はいっ！」「おー」

　うん。いい返事だ。

　次に若い領兵の方を向く。

「お前はペントまでエステルたちの護衛を頼む。あと、隊長に状況の報告を。オフェル村東門付近に巨大なサソリ型モンスター一匹が出現、駐在兵が交戦中。ボルマン以下四名は状況確認後、村民の避難誘導を行う」

「は！」

　最後に、エステルたちに向き直った。

「エステル。悪いけど今日の予定は延期にさせて欲しい。必ず埋め合わせするから」

　俺の言葉に彼女は一瞬ためらい、そして、きっ、と顔を上げた。

「わたしも一緒に行きます」

「駄目だ」

　ぴしゃりと遮る。

　エステルは泣きそうな顔をした。

「ごめん、エステル。万が一にも君を危険な目に遭わせたくないんだ。一緒に行くと言ってくれたのはすごく嬉しい。だけど今回はペントで待っていてくれないか？　何かすごく嫌な予感がするんだ」

　彼女の目を見てうったえる。

　さっきから感じているのは、ぞわりとした不気味な違和感。正直、出来ることならすぐにでも引き返したい気分だ。

　理由ははっきりしている。

　俺は、こんなイベント知らない。

　主人公とヒロインの住むオフェル村でこんな異常事態が起きたらゲームの中で何かしら語られそうなものだけど、ユグトリア・ノーツでは巨大サソリが村を襲ったなんて話はなかった。

　つまり、俺はこの事件の結末を知らない。

　その事実が、不気味な不安として背中にのしかかっていた。被害がなく、話として残るほどでもなかったなら良いんだけど……。

　ややあって、エステルはおそらくかなり無理をして、それでもなんとか微笑んでくれた。

「わかりました。今回はペントのお屋敷に戻ります。ですが、くれぐれもご無理をなさらないようにして下さい」

　泣きそうな笑顔。その笑顔に、胸がぎゅっと締めつけられる。

「分かってる。無事に戻って君との約束を果たすから。ちょっとだけ待っててくれるかい？」

「……はい。帰りをお待ちしております」

　エステルは健けな気げに微笑を浮かべ、ゆっくりと頷いた。

「カエデさん。エステルを頼みます」

「もとよりそのつもりです」

　頷く黒髪メイド。

　俺は再び大切な人の方を向く。

「エステル、また後で会おう」

「ボルマンさま、ご武運を」

　エステルは俺を見つめてそう言うと、くるりと馬の向きを変えた。

　そして領兵に先導され来た道を戻り始める。

　その背中に誓う。……必ず君の元に帰る、と。

　俺は子分たちを振り返った。

「よし、行くぞ!!」

　彼らにそう号令すると、馬の鼻をオフェル村に向け、鞭むちを入れたのだった。




　村までは何分もかからなかった。

　馬を駆り近づくにつれ、しだいにはっきりしてくる村の様子。

「あれは…………避難してるのか？」

　俺たちの前には、村の西門を出て列をなし、こちらに向かって歩いてくる村人たちの姿があった。

　やがて先頭の何人かが俺に気づく。

「ぼ、ボルマン様!!」

　俺の姿を見た村人たちが叫び、固まった。

　避難の邪魔をされるとでも思ったんだろうか。こんなところでも思い知る自分の信用のなさ。

　だけど、今はへこんでる場合じゃない。

　俺は彼らに向かい叫んだ。

「皆、ペントの街を目指して歩け！　間もなく領兵隊が駆けつける。しばらくの辛抱だ」

　一瞬、呆ほうけたようにこちらを見上げる村人たち。

　その中で一人、皆を先導していた若者が、意を決したように叫び返してきた。

「まだ、村の中に残ってる人が……!!」

　俺は若者の言葉に頷くと、魔物がいるという東門を目指し、村に向かって馬を駆けさせた。





　　　　七






　ボルマンさまからペントに戻るよう言われたわたしたちは、領兵の方に先導され西に馬を走らせていました。

　村から離れれば離れるほど大きくなる不安。そして胸さわぎ。

「皆さん、大丈夫でしょうか」

　並走するカエデに声をかけます。

　彼女は少し考え、やがて口を開きました。

「……難しい、かもしれませんね」

　簡潔に返されたショッキングな言葉。

　その言葉に、わたしは思わず馬の速度を落としました。

　カエデと領兵の方も気がついて速度を落とし、わたしたちはやがて完全に止まります。

　わたしはカエデに向き直り、再び彼女に尋ねました。

「難しい、とはどういう意味ですか？」

　カエデはまた少し考えると、言葉を選ぶようにして話し始めました。

「先ほどボルマン様は『村人の避難誘導にあたる』と仰っていました。ですがそれは、村に駐在する領兵が魔物を抑えている、というのが前提の話です。もし領兵たちが既に敗れ去っていれば…………次に襲われるのは、逃げ遅れた村人か、助けに向かったボルマン様のパーティーです」

　ドクン、と胸の奥で疼うずく不安。

「でもボルマンさまは、あの村の領兵は三人いらっしゃって、三人いれば勝てる魔物だと…………」

　そう。確かボルマンさまは、そう仰いました。

　それは、微かな期待。

　ですがカエデの次の言葉は、わたしの甘い期待を打ち砕くものでした。

「ボルマン様は、現れたサソリの魔物をジャイアント・スコーピオンだと考えておられました。ですが私が知る限り、王国周辺にその種はおりません。もしサソリ型の魔物がいるとすれば、それは魔獣の森に棲すむ上位種のキラー・スコーピオン。しかもテルナ川を越えて来たならば狂化個体です。レベルでいえば四十から五十相当のハイレベルモンスター。通常の領兵では到底相手にならないはずです」

　冷静に、淡々と紡つむがれるカエデの言葉。その言葉に、その受け入れ難い内容に、全身が固まりました。

「そんな…………うそ、ですよね？」

　気がつけば、わたしの声は震えていました。

　もし、ボルマンさまがそんな敵に襲われたら……。

　しかし彼女から返ってきたのは、無情な一言でした。

「絶対とは言えませんが、十中八九、間違いないと思います」

　背筋を這はい上がる恐怖。

「…………それは……」

　恐れと焦りが、わたしにその質問をさせました。本来であれば、口にしてはならない禁忌。

「……それは、あなたの力が、そう告げているのですか？」

　震える声を絞り出します。

　わずかな間。

　死刑宣告を待つような、耐え難い時間。

　その沈黙を破る、カエデの声。

「…………はい」

　彼女は静かに頷きました。

　その瞬間、わたしは凍えるような寒気に襲われました。両腕を胸に抱き、馬上で赤子のように背を丸めます。

「うそ…………うそですっ」

　頭に浮かんだ想像を振り払おうと首を振ります。

　だけど、その恐ろしい想像はぐるぐると頭を巡るばかりで……。

　やがて自分の深いところに蠢うごめく嫌なものを感じ、身が震えました。

「……………………」

　しだいに湧わき上がる何か。

「…………なぜ」

　お腹なかの底から、黒いものが湧き上がってきます。

「……なぜ…………ですか？」

　その黒いものはわたしの中で膨れあがり、そして────────

「なぜ、あなたは今までそれを黙っていたのですか！！？？」

　────爆発した。




　怒りが全身を巡るのを感じました。

　手綱を持つ手が震えます。

　カエデは無言でわたしを見つめ、そんな彼女をわたしも見つめ返します。

　無表情な顔の裏に垣かい間ま見みえる、微かな感情の揺らぎ。

　迷い、思考、逡巡……。

　しばしの沈黙のあと、彼女は口を開きました。

「…………あの場で私がそれを口にするのは、不適切だと考えたからです」

　考えた末の彼女の言葉。

　ですが今のわたしには、その言葉は言い訳にしか聞こえません。

「不適切？　不適切って、何ですか？　ボルマンさまが民を助けに行こうという時に、迫る危険を知りながら黙っていること以上の不適切があると、あなたは言うのですか？？！！」

　生まれてこのかた出したことのないほどの声で、わたしはカエデをなじりました。

　交差する視線。

「…………」

「……お嬢様」

「…………」

　怒りのあまり、返事をすることもできません。

「お嬢様、話を聞いては頂けませんか？」

　いつも冷静なカエデの声が、今はどこか動揺しているように聞こえます。

「…………お話を聞きます」

　わたしの返事に、彼女は再び考えるようにして口を開きました。

「あの時、私が私の力によって確信したのは『件くだんの魔物は狂化個体である』ということでした。キラー・スコーピオン云うん々ぬんは私が状況から導き出した推測に過ぎません。つまり、確信したことは根拠を明かせず、推測したことには証拠がなかったのです。あの場で申し上げることが憚はばかられる内容でした」

「……それでも、危険が予測できたのであれば、すぐに注意喚かん起きすべきだったのではないですか？」

　わたしの問いに、カエデは視線を落としました。

「あるいはその方がよかったのかもしれません。ですがあの時の私には、そう結論づけることができませんでした。ここはダルクバルトの地で、治ち安あん維い持じの権利と責任はエチゴール家にあります。他家がそれを侵すことはできません。私が差し出がましいことを申し上げると、成り行きと結果によっては両家の外交問題に発展するおそれがありました。私は、私の意見によってボルマン様の判断に影響が出ることを避けたかったのです」

　カエデの話を聞いて、わたしは少しだけ頭が冷えました。

　つまり、彼女がおかれた状況、立場では、自分から意見を言うことができなかった、ということでしょうか。

「もしあの時、ボルマン様がお嬢様を村に連れて行こうとされていたら、私はお嬢様に先ほどの話をさせて頂くつもりでした。お嬢様の護衛として、お止めしなければならないからです。ですが、ボルマン様はそうはされなかった。むしろ避難するように言われました。結果として、私から申し上げることがなくなってしまったのです」

　その言葉を聞いて、わたしはやっと理解しました。

　問われない限り、カエデはボルマンさまに進言することができません。彼女が進言できるのはわたしだけで、しかもその内容とタイミングも配慮しなければならず、あの場では言えなかった。

　彼女は自分の責せき務むをきちんと果たしていました。わたしが責め立てる道理はなかったのです。

「……カエデ」

「はい」

「声を荒らげてごめんなさい。あなたは間違っていません」

　間違っていたのは、むしろわたしです。

　もしあの時、わたしがカエデにどう思うか尋ねていれば、彼女は警告を発することができたでしょう。

　これから彼女にしようと思っている話も、きっと、そう。

　わたし自身が決めなければ、彼女は何もすることができません。

　彼女に責務以上の何かを望むなら、その責任をわたしが負わなければならない、ということです。

　わたしは、顔を上げました。

「カエデ。問題の魔物が、仮に先ほどあなたが言った高位の魔物だとして、あなたの力で倒すことはできますか？」

「…………不可能ではありません。ですが確実に勝てるとも言えません。狂化個体は特殊な能力を得ていることがあり、狂化前のレベルだけでは測れないところがあります」

「もし、わたしが襲われていたら、どうしますか？」

「万ばん難なんを排はいし、速やかに殲せん滅めつ致します」

　わたしの卑ひ怯きような質問に、カエデは即答しました。

「……………………」

　わたしは考えます。このままでは、ボルマンさまと皆さんが死んでしまうかもしれません。

「…………………………………………」

　わたしは考えます。

　皆を助けに行ける方法を。

「…………。いっっっ！」

　わたしはお腹を押さえました。

「エステル様?!」

　カエデが馬をこちらに寄せます。

「おなかが……お腹が痛いです!!」

　わたしは苦痛に耐えるように顔を歪ゆがめました。

「お嬢様!!」

　カエデが馬から降り、わたしに手を伸ばし、抱き下ろしました。

「いたい……です…………」

　わたしはお腹を押さえ、その場で蹲うずくまります。

「────領兵の方!!」

　カエデがダルクバルトの領兵の方に呼びかけました。

「見ての通り、エステル様は体調を崩され、この場から動けません。わたしがお嬢様を守りながら看病しますから、あなたはペントに戻り、救援を呼んできて下さい!!」

「し、しかし……」

　戸惑う声が聞こえます。

　少しだけ顔を上げると、カエデが懐ふところから紙を取り出し、さらさらとペンを走らせていました。

「これをお持ち下さい。お嬢様の安全については私が責任を持ちます。正確な情報が遅れれば、ボルマンさまの生死にも関かかわるのですよ!?」

「わ、わかった!!」

　兵士の方は、馬に鞭を入れ、大急ぎでペントに向かって去って行きました。

　その姿をちらりと確認したわたしは立ち上がり、自分の馬に結びつけていた棒を取り外して手に取ります。

「お嬢様。どうなさるつもりですか？」

　わたしは傍かたわらに立つカエデの方を向き、その瞳を見据えました。

「そんなこと、決まっています。……カエデ！」

「はい」

　カエデが姿勢を正します。

「エステル・クルシタ・ミエハルの名において命じます。わたしに近づくあらゆる脅きよう威いを、速やかに排除しなさい！」

「…………承知致しました」

　こうしてわたしたちは、再び馬に乗り、今来た道を全力で戻り始めたのです。
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「噓だろ……？」

　ほどなくして東門に到着した俺たちは、目の前の光景に絶句していた。

　草原の中に鎮座する巨大なサソリ。

　辺りに飛び散る赤。そして人の残ざん骸がい。

　小学校の教室に収まるかという大きさの黒色の甲殻を持つ化け物が、何かをむさぼり喰くっていた。

「殺人蠍キラー・スコーピオン……！　しかも狂化個体か!?」

　口の上に並ぶ七つの目。そのうち左の二つは潰つぶれ、残りの五つが金色の光を帯びている。

　キラー・スコーピオンはレベル三十前後の魔物だ。ただでさえ一般領兵では厳しいのに、よりによって狂化個体とは。

　だがオフェル村に駐在していた勇敢な領兵たちは、一方的にやられてはいなかった。

　スタニエフが呟つぶやく。

「左手のハサミがない？」

　彼の言う通りだった。

　サソリの右手には巨大なハサミがついているけれど、左手は途中で断ち切られていた。

「領兵たちが自らの命と引き換えにもぎ取ったんだ。ハサミと、目と、時間を……」

　絶望的な戦いにも拘かかわらず化け物に臨のぞみ、散った三人の領兵たち。彼らのためにもそれをムダにする訳にはいかない。

　俺は子分たちを振り返った。

「お前たちは村の家々に声をかけて村人をペントの街に避難させろ。俺はここであいつを見張ってる。あのおぞましい食事が終わったら、きっと村に乗り込んで来るぞ。警報の笛が聞こえたら、なりふり構わずすぐに村から逃げるんだ」

「でも、坊ちゃん一人残して行くなんてよ……」

　ジャイルズが躊躇ためらう。

「心配は無用だ。馬の早駆けならサソリごときに遅れはとらないさ。さあ、行け！　ペントで会おう」

　子分たちが頷き、馬を廻めぐらせる。

　俺は死体を貪むさぼる巨大サソリに目をやった。

　一体、どれだけの時間的猶ゆう予よがあるのだろうか。




　ピ────────!!

　辺りにかん高い笛の音が響きわたる。おそらく村の端々まで届いたはずだ。

　俺は笛を吹き終わるとすぐに馬を廻らせ、ガラガラガチャガチャと音を立てて村に近づく巨大サソリの前に身を晒さらした。

「！」

　サソリがこちらに気づき、少しだけ移動速度が上がる。

　民家の陰から様子を窺うかがっていたが、死体漁あさりを終えたサソリは、やはり村に侵入しようとこちらに近づいてきた。

　こうなればもう、俺が囮おとりになって少しでも時間を稼ぐしかない。

「……っ」

　手綱を持つ手が震える。

　この数分間で覚悟を決め、頭の中で何度も行動をシミュレートしていた。けれど、耳障りな音を立てて近づく実際の巨大サソリはとてつもない威圧感で、やはり物もの凄すごく恐ろしかった。

　大丈夫。あの速度ならこっちの馬の方が段違いに速い。そう自分に言い聞かせ、距離をとる。

　まもなくサソリは村の東門に達した。木製の簡素な門をなぎ倒し、俺に向かってくる黒色の巨大サソリ。

　俺は三さん叉さ路ろを、人気のない南の方に入っていく。

　しばらく進んで待っていると、東から来たサソリは、ねらい通り俺を追って南の道に入ってきた。

　どうやらちゃんと俺を獲物として認識しているらしい。

　俺は再びサソリから距離をとった。




　十分後、囮作戦は成功していた。

　村の中央広場から東側、南側の道を時計回りにグルグルまわり、サソリを引き回すことに成功していた。この時間でかなりの避難が進んだはずだ。

　なんとかこのまま師匠たちが駆けつけるまで時間稼ぎができれば。

　そんなことを思った時だった。

　村の南の十字路を北に入って待っていると、なぜか十字路の真ん中でサソリが動きを止める。

「……？」

　不思議に思って見ていると、サソリは再び動き始めた。

　────西に向かって。

「おい、そっちじゃない！」

　慌ててサソリを追う。

　十字路まで戻り、西に進むサソリを見た時、俺は理由を理解した。

　サソリが進む先。西のつきあたり。

　そこに小さな女の子が桶おけを持って立ち尽くしていた。少女の顔が恐怖に歪み、桶が地に落ちる。

　足元に溢こぼれた水が広がった。

「くそっ!!」

　馬にムチを入れ、女の子目掛けて飛び出す。放たれた矢のように。

　駆ける。

　──駆ける。

　────駆ける。

　サソリが速度を落とし、瞬く間に距離が縮まった。だがそれは、サソリが獲物を狩ろうと右手のハサミを掲かかげ始めた合図。

　化け物の右側を走り抜けようとした時、ハサミが動いた。

　黒い絶望が俺の心を覆う。

　その時、右手から飛び出すひとつの影があった。

「あぶない!!」

　少女の声で叫んだ影は、立ち尽くしていた女の子に飛びついて抱きしめながら、地面をゴロゴロと転がった。

　間一髪。その上をサソリの巨大なハサミが通り過ぎる。

　サソリの横を駆け抜けた俺は馬を巡らし、鞍くらに結んだ鞘さやから剣を抜きながら飛び降りた。そして、少女たちに向かって走り出す。

　目に入るのは、幼い女の子を抱きしめ、地に転がる同年代の少女。

「っ!!」

　初めて会ったのになぜかその容姿には見覚えがあった。

　一瞬ののち、思い出す。

　あの子は、かつて俺ボルマンが服を破り捨て、家に引きこもらせてしまっていた少女だ。

　一撃を躱かわされたサソリは、再び右腕を引きながら獲物を狙ねらう。

　そして、振りかざされる凶器。

　三、二、一、

　……間に合え!!

　巨大なハサミが振るわれるのと、俺が走り込み剣を振り下ろすのは、同時。

　ガキンッ!!

　全身を駆け抜ける衝しよう撃げき。

　目の前で火花が散り、サソリの凶悪なハサミは剣によって軌道を変え、地面に深く突き刺さった。

[image: ]

　強烈な一撃にビリビリと腕が痺しびれる。

　俺は顔を横に向け、後ろの二人に向かって叫んだ。

「早く逃げろっ！！！！」

　だが二人は、抱き合って地面を擦すりながら後ずさりするばかりで、立ち上がらない。小さな子は恐怖で体が動かず、庇かばっている方の少女は足を挫くじいたようだった。

　バラバラと、前方から土がこぼれる音が聞こえる。

　慌てて化け物の方を向くと、ハサミは今度は俺を狙って掲げられていた。

　身の縮むような殺気。

　凶器が、今度は俺に向けて振るわれる。

　再び衝突する二つの力。

　後ろに跳びのきざま振るった剣が激しい金属音を響かせ、巨大な凶器がかすめた。

　背筋が凍るような力と速さ。これじゃあ勝てるはずがない。だけど俺が逃げれば、少女たちが殺される。

　サソリの五つの目が、金色に輝かがやいた。

　空振ったハサミは、今度は外側に払うように俺を狙う。

　俺はそれを剣身を滑らせるように受け、力を外に受け流した。

　息をつく間もなく、三み度たび俺を狙う凶器。

　化け物による嵐あらしのような連撃が始まった。
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　警告の笛の音が聞こえたのは、あいつと別れて数分後のことだった。

　私、カレーナは、避難を呼びかけてまわっていた村長や若者たちに協力して、住人たちを西門に誘導している最中だった。

「なりふり構わず逃げろって言ってもさ……」

　目の前で狼狽うろたえながら西門を目指す村人たちを見て呟く。その中にはまだ幼い子たちもいるのだ。

「さすがに見捨てては逃げられないよ」

　私は馬上でため息をつき、大きく息を吸い込んだ。

「さあ！　化け物サソリが村に入って来たよ!!　死にたくなければ西門を目指して走れ！！！！」

　私の声に、皆が歩く速度を上げた。




　数分後。

　目につく限りの人々をペントに向けて送り出し、西門には私たち数名を残すだけになっていた。

　あいつはうまく化けサソリを引っ張り回していた。まさか自分を囮にするなんて思ってもみなかったけど。そのおかげで貴重な時間を稼げたのは確かだった。

「ボルマン様に、避難が終わったことを伝えないと」

　スタニエフが呟く。

「……うし！　俺が行くわ」

　ジャイルズが宣言した。

　まあ、こいつならそう言うだろうし、声がでかいから適任だとも思う。

「それで、どっちに行けばいいんだ？　スタニエフ」

　私は『スタニエフ頼りかよ』というツッコミを飲み込んだ。

「ボルマン様は、村の中央から南東部を時計回りに移動しています。中央の広場から反時計回りに行けば合流できるはずです」

　スタニエフは相変わらず頭の回転が速い。

「わかったぜ。広場から左回りだな？」

　ジャイルズが馬にムチを入れようとした時だった。

　私はふと視界の隅に入ったものに、目を奪われた。

「……おい、あれ！！！！」

　皆が私の指さす方を見て、固まった。

　それは一人の女の子だった。

　西門前の十字路から南に行った突き当たり。桶を手に持った幼い少女が、東の方を凝視していた。

「早く！　助けないと!!」

　とっさに馬にムチを入れ、走り出す私。

　すぐにジャイルズとスタニエフが追いついて来る。

「待て、カレーナ！　俺が行く!!」

　ジャイルズがそう叫んだ時、私たちの前に、いてはならないものが姿を現した。

　黒色の殻に包まれた、巨大なおぞましい生き物。

「止まれ!!」

　思わずスピードを落とした私の腕をジャイルズが摑つかむ。私は馬を停止させた。

　少女に近づき、巨大なハサミを構えるサソリ。

「あっ！　あぶなっ……えっ?!」




　次の瞬間、左の角の家の扉が開き、誰かが通りに飛び出した。

　私と同じくらいの歳としの少女。

　彼女は魔物に狙われている女の子に飛びつくと、そのまま一緒になってゴロゴロと地面に転がった。

　刹せつ那な、振るわれた化け物のハサミが空を切る。

　その時、ボルマンが左手から馬で飛び出してきて、剣を抜きながら地面に飛び降りた。

　私は息を呑んだ。

　サソリが再びその禍まが々まがしい腕を振るおうとした時、あいつは女の子たちと魔物の間に割って入り、剣でハサミを叩たたきつけた。

　軌道を変え、地面にめり込む魔物の腕。

　ボルマンが少女たちを振り返り、叫ぶ。

「早く逃げろ!!」

　その言葉を聞いた私は、自分でも気づかぬうちに封ふう術じゆつの詠えい唱しようを始めていた。




　目の前では、絶望的な戦いが繰り広げられていた。

　絶え間なく続く化けサソリの攻撃。その攻撃を、あいつは必死に剣を振るい、紙一重で受け流している。

　剣が振るわれる度に描かれる、青い光の軌き跡せき。

　祝しゆく福ふくの光。

　つまりあれは、本来滅めつ多たに出ないはずの戦士の祝福クリテイカルヒツトを、奇跡的に連発して凌しのいでいるに過ぎない。

　気を抜けば終わり。気が散れば終わり。

　ボルマンの背後に倒れた二人の女の子は、ケガをしているのか立つことができず、地面をずりながら懸けん命めいに距離をとろうとしていた。

　そんな間合いにジャイルズとスタニエフは迂う闊かつに入っていくことができず、私の右手の先に浮かんだ封術陣を見ながら突入のタイミングを計っている。

　きっと、私の術じゃまともなダメージは通らない。それでも、一瞬だけ。一瞬だけでもあの化け物の動きを止めてみせる。そのための術式が今、完成しつつあった。

　そして、封術陣に最後の式コードを挿そう入にゆうする。

　私は凸でこ凹ぼこコンビに向かって叫んだ。

「今だ！　行け!!　走れ！！！！」

　馬にムチを入れ、飛び出して行く二人。

　私は叫んだ。今の私にできる、最大の術の名を。

「雷撃ライトニング・ボルト!!」

　突き出したこぶしの先から、目がくらむような閃せん光こうが逬ほとばしる。

　封術陣から顕けん現げんした稲いな光びかりは化けサソリに直撃し、魔物は大きく仰のけ反ぞった。雷撃で痺れたのか、自慢のハサミが痙けい攣れんしている。

　私が作り出した、一瞬のチャンス。

　接近したジャイルズたちが下馬し、少女たちのもとに駆け寄った。

　身をよじり背後を振り返るボルマン。

　その時、私は信じられないものを見た。

　仰け反った化けサソリが体を戻す勢いで、今まで一度も動かさなかった尾を前に突き出そうとしていた。

　尾の先端には、長大な毒針。

　その針が振るわれるのは、今まで激しい攻防を繰り広げていた、あいつ。

「ボルマン！　前ぇえ!!」

　私が叫んだ次の瞬間、化け物の巨大な毒針が、あいつの体を貫つらぬく。

　ブシュ、という音が聞こえた気がした。

　周囲に赤いものが飛び散る。

「うわぁああああああああ！！！！」

　絶叫し、崩れ落ちる私の背後から馬の蹄ひづめの音が近づき、風のように追い越して行った。
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　カン！　という鋭い音とともに剣身が青い光を放ち、振るわれた凶悪なハサミの軌道を外す。

「くっ……」

　あれから何分経つのか。

　絶え間なくムチのように振り回される巨大な凶器を、俺は細身の剣に力をこめ、ただひたすら受け流し続けていた。

　剣は祝福の光をまといながらももうボロボロだ。いつ折れてもおかしくない。けれど追いつめられた俺には、そうしてひたすら剣を振るう他、道がなかった。

　──その時。

　バリバリバリ!!

　突然、視界いっぱいに激しく紫し電でんが走った。

「グギャオオオオオオ！！！！」

　キラー・スコーピオンは金属を擦り合わせたような不快な悲鳴をあげて大きく仰け反り、自慢のハサミを痙攣させる。

「この雷撃は……カレーナか!?」

　ちら、と左手を見ると、視界の端にこちらに向けて腕を突き出す少女の姿があった。

　それは、待ちに待った瞬間。

　よし、今のうちに……!!

　俺は剣を構えたまま半身を捻ひねり、背後の少女たちを振り返った。

　そこには、見慣れた二人の子分の姿。すでに少女たちを担かつごうとしていた。

　みんな、逃げなかったのか。やっぱりこいつらは、俺の自慢のこぶ……。

「グゴッ！！？？」

　腹に走る、衝撃と痛み。

　……?!

　下を見ると、大人の腕ほどの太さの何かが腹に刺さっていた。なんだこれ？

「グボォ!!」

　腹から全身を貫く激しい痛み。

　そのまま空中に持ち上げられ、何が起こったかやっと理解した。

　眼下に見える黒色の装甲。その折れ曲がった体から伸びたおぞましい尾が、俺を貫通していた。

　剣が……手からこぼれ落ちる。

「ゴボッ！」

　尾が左右に揺れる度に、口から何かが溢あふれる。

　痛い！　痛い！　痛いっ!!

　腹に刺さったものを抜こうと叩くが、全く腕に力が入らない。

　両足を伝い、熱いものが流れ落ちる。

　視界が霞かすむ。

「ゴボッ！　……ゴボッ!!」

　串くし刺ざしにされたまま何度も振り回され、口から、体から、赤いものが流れ落ちる。

　…………くそ。だんだん腹の痛みも感じなくなってきた。ただ、寒い。

　そうか。死ぬのか。

　転生してからこっち、魔物に殺されないよう頑張ってきたけど、結局このざまだ。俺の努力は実らない。前世と同じように。

　……いや、二人の女の子を助けられたか。あの二人は、子分たちが連れて逃げてくれただろう。そう考えれば、俺が転生した意味もあったのかな。

「…………」

　……寒い。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、ぼんやりと思い出すのは、あの子の笑顔。

　ああ、君に会いたい……。エステル…………。




「ボルマンさまっ！！！！」

　彼女の声が聞こえた気がして、うすく目を開けた。

　聞こえるはずのない声。

　見えるはずのない姿。

　二騎の馬が、村の道を駆け、こちらに向かい走っていた。

　先頭の馬にまたがっているのは、亜麻色の髪の少女。

　エステル？

　まさか。幻覚が見えているのか。

「風よ、我が身を宙そらに！」

　少女が叫ぶと、その体は青い光を纏まとい、馬上からふわりと舞い上がる。

　彼女は二回、三回と空中を蹴けり、上空に向かって加速した。

　もう俺の目線より高い。

　その両手には槍やりのような長い棒。……薙刀なぎなた？

　そして、青空から天使が舞い降りた。

「流りゆう月げつ閃せんっ!!」

　彼女の持つ薙刀の刃先が三日月のような青い光の軌跡を描き、俺の腹に刺さったサソリの尾を切り裂く。

　瞬間、俺は凄すさまじい力で振り回され、地面に叩きつけられた。

　体がバラバラになるような衝撃。

　でも、もう痛みもあまり感じない。

　抜けたサソリの尾。穴があいた腹。目の前の地面に赤いものが広がってゆく。

　ふわりと着地した少女が駆け寄って来る。エステルの姿をした、可か憐れんな天使……。

　その向こうでは、黒髪のメイドがサソリと対たい峙じし、凄まじい勢いで薙刀をふるっていた。

　はは、なんだあれ？

「……ルマンさまっ！　ボルマンさまっ!?」

　心地よい婚約者エステルの声。

　彼女の泣き顔。

「ごっ…………」

　声のかわりに熱いものが出た。

　ごめん。泣かないで、エステル。

　約束を守れなくてごめん。

　君を幸せにできなくてごめん。

　幻でもいい。

　最期くらい、君の笑顔を…………。




　彼女の泣き顔が霞む。

　そして、俺の意識は、深く、暗いところに沈んでいった。





　　　　十一






　温かいものに包まれていた。

　それは、どこか懐かしく、温かい光。

　まぶたの向こうが明るい。

　誰かに呼ばれた気がして、俺はゆっくりと目を開けた。

「…………？」

　見慣れた風景が、視界に飛び込んできた。

　ありえない風景。もう二度と見ることはないと思っていた部屋。

　そこは、ボルマンの寝室だった。カーテンの隙すき間まからは、明るい光が射さし込んでいる。

「…………夢？」

　呟いて、ちょっと混乱した。

　俺は死んだはずだ。巨大なサソリの尾に腹を貫かれて。ひょっとして、あれは夢？

　それとも、こっちが夢？

　頭の中がぐるぐるまわる。

　その時、あることに気がついた。

「すー……すー…………」

　静かな寝息が聞こえる。

　それに、なんか腹のあたりが、重い。

「っ……」

　鉛のような体に力を入れ、半身を起こすと、寝息の正体が分かった。

　ベッドの横に置かれた椅子に腰かけて、倒れるようにして俺の布団に顔をうずめている、亜麻色の髪の少女。

「エステル…………」

　俺は目の前にいる、大切な人の名を呟いた。

　幸せにすると誓った少女。

　自分がその誓いを違えてしまった婚約者。

　気がつくと、自分の頰を熱いものが伝っていた。

　これは、ボーナスステージだろうか？

　転生先のゲーム世界で頑張った俺に神さまがくれたご褒ほう美び。

　だとしたら俺は、この夢が終わる前に、この子の笑顔が見たい。

「…………すんっ」

　俺は洟はなをすすり、腕で涙をぬぐった。

　そして、愛いとしい少女の頭をなでる。

「ん…………」

　寝ぼけまなこで顔を上げる少女。

　彼女の視線が少しずつあがり、俺と目があった。

　俺はできる限りの笑顔で、目の前の大切な人の名を呼ぶ。

「おはよう、エステル」

　目をしばたたかせ、呟く少女。

「…………ぼるまん、さま？」

[image: ]

　俺はもう一度、彼女の名を呼ぶ。

「おはよう、エステル。ほら、いい天気だよ」

　俺につられて窓の方を見て、目を見開いて俺の顔を見つめる少女。

　次の瞬間、彼女の顔がゆがんだ。

「ぼ、ボルマンさま……？　ボルマンさまぁああああああ！！！！」

　俺に抱きつき、顔をうずめて泣く彼女。

　残念ながらそのあとしばらくエステルは泣き続け、彼女の笑顔が見られたのは、ひとしきり泣いて、落ち着いた後だった。




　結論から言うと、夢じゃなかった。

　俺がキラー・スコーピオンに腹に穴を開けられたことも、目覚めたらエステルが付き添ってくれてたことも。

　あの後、俺が意識を失ったあと、エステルは彼女の父親から「一生に一本だけ」と言われて預かっていた回復の秘薬エリクシールを、俺に使ったのだった。それは、彼女のお母さんがカエデさんに使ったものと同じもの。

　奇跡の秘薬のおかげで俺の外傷は瞬またたく間に回復したものの、いつまでも目を覚まさないため、彼女は三日三晩俺に付き添ってくれていたらしい。

　その話を聞いた俺は、彼女に言ってゆっくり寝てもらった。きちんと休まないと今度はエステルが倒れてしまう。




　その後。

　子分たちと感動の再会をしたり色々しているうちに、一週間ほどが過ぎた。

　子分たちと面会した時には既に歩けるくらいまで体力が回復していたので、肩を叩き、手をとって彼らに感謝し、活躍を労ねぎらった。

　男連中は素直に互いの無事を喜んでくれたのだけど、なぜかカレーナには涙ぐみながら毒づかれるというよく分からない反応をされてしまった。

　一体あれは何だったんだろうか？　女の子はよく分からん。




　またその数日後、ある人たちの訪問を受けたりもした。俺が助けた少女たちとそれぞれの家族が、オフェル村から礼を言うために訪ねてきたのだ。

　幸い二人とも大きなケガはなく見た感じも元気そうで、正直かなりホッとした。

　二人のうちの一人、かつて俺ボルマンが酷いことをしてしまった子は、今回の事件を機に外に出ることができるようになったらしい。

　彼女は面会した時には見るからに緊張していて、俺がやったことの償つぐないはまだまだできていないと思ったけれども、そうして会いに来てくれたことが素直に嬉しかった。

　いつか彼女とも、普通にやり取りができる日が来ることを願っている。





　　　　十二






　そうして様々なことが落ち着き、すっかり体調も戻ったある日、俺はエステルと二人でペントの街を散策していた。

　有あり体ていに言えば、リハビリを兼ねたデート。

　可愛い婚約者フイアンセの横で、生きてこの場にいる幸せを嚙かみしめながら思う。こんな気持ち、前世では感じたことなかったなぁ。

　空は晴れ渡り、穏やかな春の陽気に行き交う人々も皆いきいきとしている。

「やっぱりこの街は素敵ですね」

　隣を歩くエステルが微笑んだ。

「最近は領民との関係も少しずつ良くなってきてるし、もっといい街になる……していくつもりだよ」

　去年の秋から続けているイメージ改善の取り組みと、この間のサソリ騒動での自分の行動が街の噂になっているようで、実際かなりの手ごたえを感じていた。

「ボルマンさまなら、きっと叶かなえられます」

　ふんわりと、でも確信したように頷く彼女。

「君にそう言ってもらえると、自信がわいてくるよ」

　エステルが信じてくれるなら、きっと空も飛べる。そんな気がした。

「…………」

　…………うん。

　飛べるかもしれないよね、空！

「そういえば、一つ訊きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「なんでしょう？」

「僕がサソリの尾に刺されて、吊つるされてた時なんだけどさ。…………ひょっとして、空を飛んだりしなかった？」

　ずっと気になっていた疑問。

　あの時の光景は、夢だったのか、それとも現実だったのか。

　俺の問いかけにエステルは、彼女にしては珍しい反応を返してきた。

「さて、何のことでしょう？」

　悪戯いたずらっぽい笑顔。

　いや、隠す気ゼロでしょ？

「あらやだ。おとぼけになるんですか？　エステルさん」

「ふふっ。いずれきちんとお話しします。そのように準備を整えますから、少しだけお時間を頂けますか？」

　俺は苦笑した。どうやら何か事情があるらしい。

「もちろん、待たせてもらうよ。話してくれる日を楽しみにしてる」

「はい。そんなにお待たせしませんから。ちょっとだけ待っててくださいね」

　柔らかく微笑むエステル。

　その笑みに心が温かくなる。死の間際、最期に見たいと願った笑顔が、そこにあった。

　正直、いつまでもこうして一緒にいたい。

　もちろんそういう訳にはいかなくて、彼女はミエハル領に帰らなければならないのだけど。

　それがとても寂しかった。

「ねえ、エステル」

「はい。ボルマンさま」

「あんな事件があってすっかり滞たい在ざいが延びちゃったけどさ。いつダルクバルトを出立するの？」

　俺の質問に、こて、と首を傾げるエステル。

「出立ですか？」

「うん。いつまでこっちにいられるのかな、って」

「出立の予定はありませんよ？」

「そうか。それはよかった…………て、ええっ?!」

　驚いて聞き返す俺に、彼女はにっこり笑った。

「こちらに伺うにあたってお父さまに相談しまして、結婚の日までエチゴール家のお屋敷にお世話になることになったんです。もちろん、ボルマンさまのお父さまにもご了承を頂いてますよ」

「ちょっと、聞いてないよ、それ!?」

　驚きと嬉しさで、思わず叫ぶ。

　エステルは、ぴょこ、と屈かがんで、俺の顔を横から覗きこんだ。

「あの、ご迷惑でしたか？」

　どこか不安そうに眉を寄せる。小動物のようなその仕草。……ちょ、可愛い！

「迷惑じゃないよ！　嬉しいけどっ。めちゃくちゃ嬉しいけどね!?」

　何この展開の速さ？　いいの?!　一緒に暮らしていいの？？？

　戸惑う俺を尻目に、婚約者の少女は、とと、と前に出ると、くるりと振り返った。

「はい。わたしも嬉しいです！」

　春の陽ひ射ざしの下、彼女の笑顔が輝いた。






あとがき






　こんにちは。二八乃端月です。この本を手に取って頂きありがとうございます。

　さて。中学の頃から憧れていたあとがきのページですが、何を書きましょうか。いざ書くとなると迷いますね。せっかくですから、子ブタ姫誕生の経緯に触れましょうか。

　本作は、２０１７年の夏に「小説家になろう」にて投稿を始め現在も連載中の作品（ＷＥＢ版）を土台に、加筆・改変を行ったものです。この二つの作品は、一部を共有しながら並行世界としてそれぞれ続いていくことになると思います。

　本作を書き始めるにあたって考えたことが二つあります。

　①主人公がオフラインＲＰＧのやられ役に転生する冒険譚にすること。

　②ちゃんと恋愛ロマンスも描くこと。

　①は、同ジャンルに大好きな作品があって「自分が書いたらどうなるか」というところからスタートしました。

　②は、前作「くたびれ中年といじめられ少女～異端者たちの異世界戦記」の反省の結果です。あと一歩キャラとロマンスを魅力的に描けなかったという思いがありました。

　さて、恋愛ロマンスに力を入れると決めたわけですが、何をどうすればいいのか。取っ掛かりが思いつかなかった私は、とりあえずクライマックスのシーンを妄想してみることにしました。

　──離れ離れの主人公とヒロイン。呼び合う二人。そして再会。

　おお、いい感じです。でも、そこにはよほど強い結びつきが必要だと考えました。他の誰でもない、運命の相手がお互いでなければならない理由。世間から疎まれ、叩かれても信じられる強い絆。

　そこを突き詰めた結果生まれたのが、子ブタ姫・エステルです。容姿ではなく、互いの言葉と行動に惹かれあう主人公とヒロイン。彼女はボルマンの魂の片割れであり、本作のもう一人の主人公です。

　紙面が少なくなってきました。最後に、本作のためにご尽力頂いた皆様に感謝を。

　とても可愛く素敵なイラストを描いて下さったフルーツパンチ様。強い情熱を持って関係各所と折衝し、素晴らしい本にして下さった現担当編集のＷさん。改稿の検討とフルーツパンチ様との縁を繋いで下さった前担当のＳさん。デザイン、校正、営業、その他関係の皆様。そして執筆にかまける私を温かく見守ってくれた妻と子供たち。

　皆さんのおかげで本作は世に出ることができました。本当にありがとうございます。

　次巻は（出せれば）いよいよゲームのストーリーとの交錯を書き始める予定です。

　それでは、またお会いしましょう。


二八乃端月




















ロープレ世せ界かいは無む理りゲーでした




-領りよう主しゆのドラ息むす子こに転てん生せいしたら人じん生せい詰つんでた-








著　者　二に八わ乃の端は月づき





ファミ通文庫





2018年11月30日　発行





©Haduki Niwano 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『ロープレ世界は無理ゲーでした　-領主のドラ息子に転生したら人生詰んでた-』

2018年11月30日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





エンターブレイン　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










デザイン／coil　世古口敦志












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-002.jpg
Ty
RS F

[ ?i%bf“‘C@;:[?]h =Y - ,
213D D7 T DA% B J ( : /

HNREFH DL CHLICO G THNCNEZ DD DTzs

\





item/image/kuchie-003.jpg
o R v Vg N h.....&'oo. - e 1t . \
g P , § ) Q.
3 &)





item/image/kuchie-001.jpg
==

<t ' ¥ 3 '
< h | -HAEDFFRFIC
L ) S E
B A EE5A Tz-
- i _—

4






item/image/cover.jpg





item/image/toc-001.jpg
y T

CONTENTS ¢=—=3

> B—= <

" el < b VINVA=2: 0
AV BEEO PR
L RS ORAN[IE R i v s

4 ‘e A z
vomliy LSRN ]

3

" > BoE <
I TEEOT TR
¢ $E025 S0

» ¥

+> FB=E -

325 5
XE. R 101

i

~ BEE +

% . 2L THE
o CHRATT
[ o - 3 " e

L&D
LSS %

5 .

S, g -
I AT VDR
. e R P e

WO

“THIS RPG is WAY TOO HARD?”

presented by Hazuki Niwano





item/image/p303.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p261.jpg





item/image/p145.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第一章　ダルクバルト男爵領の子豚鬼



		第二章　ミエハル子爵領の子ブタ姫



		第三章　盗賊事件



		第四章　帰路、そして再会



		第五章　過去と向き合う冬



		第六章　エステルの来訪



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/allcover-001.jpg
HIRESHKD NSRBZKEO
FLEEAOEDRD IRS
RUHIZ [Y 00 O LR o
CEHSLINENED AL
OVSH- KEESVEES
FHHNIhUERWEZIRN UL
BOLE H—IOBBSPENY
BSRUB0LEPKEE 1
SEBANRDRVEDHER
SrouEsESUBQRRON
OHINULIRNVS 41 8L
HOL1 0 LRIRRURKE
VIR e vo-N e
SO th—LKIHSHN

20— JPIBITE R —

AEORFRFIC

1L REm NR—NLN
Hoduki Niwano Fruitpunch
ERER BEEEORN TINKESRMFIWPWER

=D PAC RN R
HohOWVOR FEY
S YRR
RS REROUN L
LRUTROHBURLKO
RAROOKPHEE WO
NEEDERF VO E
SOOI RIEL BIEURY
BRI

R [REBESE
B[ TS RARTAL (Nhr

B ) [N—=%1— &R
ADK (=X —INARRE)
48300

PP

BI=AFAN TH=IIF





item/image/tobira05.jpg
Op L ARSI AR —

S Age: 13

O 5 L RIS DABFS

SLv :

S HP:

S MP:

S SP:

O R

- &l Lv. 1 RIDB%ES +5%)

- B3 Lv.1 (8#SP5-5%DHEERT
BUCIKRESR H - BRE)

- i Lv.2 (HHIIE +10%)

O Bk —

RNy DT CTHIED ST R Bl
BEFAN TSRV 72OV ORI
LoD DOHP RBIA S LIFBEEL
LEAEHHETIEER TV,
[Vr ANV A EdIHrokE 2 THEIL
THLWTT ) FALBRIEZRE,






item/image/tobira06.jpg
]

EA:IH

AT

S Age':

17

=8

IRATILDAA NFRa#eE. ??

SLv

1 ??

O HP:

?7?

S MP:

S SP: 7277

O W

XA N8 Lv.8 (X1 REZhEE +55%) &

- 5J] Lv.O GETIDKES +65%)
- ??? Lv.9(?272?)

O B 2777

g

LHLHEFEPOHRTHhCVwIES
AEIATVORR bGPk, =
AT WAL Z BT LI A LD
SRR T ATV HSibI.
K% 25 B DR IR B DB D 5 o UK
STT.ZAFNVDIEILHHEREL

b,

N





item/image/tobira03.jpg
S s IR -O—R>
O Age: 14

O M5 RV ORDE
SlLv:

O HP:

S MP:

SSP:

O B

- & Lv.2 (RIDOHEH +10%)

+ &L Lv.2 (G4ESP5-BSP#2) /ll ’
O BE-f: —

BN DT5 ThiofiAv i .2
UM R B C E G L cHfi®E
BRI ANDEB LERDY N LRV
2 VOB EERSTVEA, R
B EBESHE LS 72D M [/MEL W
ZERAZ =TI D ] B,






item/image/tobira04.jpg
Ve i V>
(sBmE )

W ZLTHS )

O & Al—F-F5>
S Age: 14

O M5 PR
SLv: 6

S HP: 480

S MP: 30

S SP: 18

O HE

- PE3E Lv.2 GHESP5-10%DHEET
BICIRER % -HE)
« AU Lv.3 (B3 +15%)

& Bk -
TrA7 A=

< KEK Lv.2 (G4%MP10)
FARTYA

- JK#8 Lv.1 G3%&MP10)
h—F
- fTAK Lv.1 (G5%MP5)

FRMOMBEL G OB L. B BRE X
WEDIREE % 1T E LB W B D R
I— AR BREE LT
LI 7R R IR ST IR [y iz
HATEN WK R-HR S B0 EIC
FYSBLIMBRRICE D TF DA 5,






item/image/tobira01.jpg
S & RV -TFI—)l-
AIL7INIVR

S Age: 12

O 5 BEDRTEF
SLv:

S HP:

SMP:
S SP:

O B
- & Lv.1 (RIOHES +5%)
- &L Lv.2 G4ESP5-BSPHL)
- it Lv. 1 (BRI +5%)

O Bk —

AEFHEOFFHAT T —ANTIE
FRORONEYT. b VEE~ s
2ol KAy (33) 13T MICizE
LCLEoX AT — 7 A& &% AS
BRIz F =PI RELIBZ TR,

: BRI ZRVSLV, f

Wy





item/image/tobira02.jpg
S EA:IH

IATI -3
IT/NL

& Age':

12

=8

TRRDN\X

S Lv

i 4

O HP:

380

S MP:

23

S SP:

15

O B

- B8 Lv.5 (HERIIE +25%)

- PEFIKY Lv.6
(BEFDI<WRIIE +35%)

- EYETE Lv.3 (SELiEns
BETED)

- 5EEIBME Lv.5

IINVFBEDALT R DI
BB CEHIFEE B THOD U &
LBRERD RIS H5 B EDFER .
BB S HINCEED T Z oD
N AN ADDB R L L) AR,
PRIFE TR BE LY,






item/image/p049.jpg





item/image/titlepage.jpg
=7Vt IR —TL7:

AT DRSEFICEHEE LIS AESEA Te-
ZINuH

B

JP=iENE






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p288.jpg





